

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　もう一人の精霊









　崇たか宮みや澪みおの生しよう涯がいにおいて、色いろ濃こく記き憶おくに残った出来事を順に述べよと言われたなら、その大部分は──良くも悪くも──崇宮真しん士じにまつわる物語で埋うめ尽つくされるに違ちがいない。

　真士と初めて出会った日。

　真士に連れられて海へ行った日。

　──真士が、目の前で死んでしまった日。

　それらは大樹の根のように、或あるいは鋭するどい楔くさびのように、澪の記憶に深く深く刻み込まれ、彼女を破は滅めつと救済の道へと突つき動かす原動力となっていた。

　全すべては真士のため。真士との、一番輝かがやいていた時間を取り戻もどすため。その想おもいによって、澪は三〇年に亘わたる長い時を一人戦い抜ぬいてきたのだ。

　だが、物事には例外が存在する。

　喜びと悲しみに彩いろどられた真士との思い出の中、彼女の胸に強く残る出来事が幾いくつか存在した。

　たとえば、時とき崎さき狂くる三みとの出会い。

　たとえば、村むら雨さめ令れい音ねとしての記憶。

　そして──




　　　　◇




　それが起こったのは、澪が幾つ目かの霊結晶セフイラを生成したときのことだった。

　──霊結晶セフイラ。人間を精せい霊れいと化す魔ま性しようの宝石。

　澪は自らの目的のため、己おのれの力を切り分けてそれを生成し、人間を次々と精霊に変じさせていたのである。

　とはいえ、本来霊結晶セフイラというのは、人間の属性と相あい容いれないものだ。出来上がったばかりの霊結晶セフイラを与あたえられた人間は、その力に耐たえきれず暴走してしまう。完全な精霊を作るためには、幾人もの人間の身体からだを使って霊結晶セフイラを精製する工程が必要だった。

　しかし、あるとき澪は考えた。もしもその作業をなくすことができるなら、時間の短縮にもなるし、何より余計な犠ぎ牲せいを出す必要もなくなるのではないか──と。

　だからその日澪は、いつもとは少し違う方法で、霊結晶セフイラを生成した。

「──生成」

　静かに言って、心を研とぎ澄すます。

　自らの身に溢あふれる霊力、その一部を切り分けて凝ぎよう縮しゆくさせる。その際、人間に対して害を為なす、いわば『毒』のような要素を、霊結晶セフイラの中で一所に集め、隔かく離りする。

　そうすれば人間を濾ろ過か器として用いずとも、最初から精製された霊結晶セフイラが生まれるのではないかと考えたのである。

「────」

　生成した結けつ晶しように命を吹ふき込むように、ふうと吐と息いきをする。すると霊結晶セフイラがぼんやりとした輝きを帯び始めた。

　その工程は、儀ぎ式しきのようなものであり、霊結晶セフイラの属性を決定づける最後の仕上げでもあった。ただの力の塊かたまりに、自らの感情の一部を付ふ与よするイメージ。そうすることによって霊結晶セフイラは、様々な色に変じていくのである。

　怒いかりを込めたなら、苛か烈れつな赤に。

　悲しみを込めたなら、沈しずむような青に。

　後こう悔かいを込めたなら──淀よどみさえも見えないくらい、深い深い、黒に。

　負の感情を込めた方が、霊結晶セフイラが強い力を発揮しやすいことは、経験上なんとなくわかっていた。けれどそれは同時に、精製の際犠牲となる人間が増えることと同義でもある。

　だから澪は今回、温かく、しかし強い感情を霊結晶セフイラに込めた。

　澪の全ての原動力。──この身を焦こがす、恋こい心ごころを。

　だが──

「……え？」

　澪は、目を見開いて呆ぼう然ぜんと声を発した。

　手の中に生まれた霊結晶セフイラが、突とつ然ぜんどくんと脈動し始めたのである。

「霊結晶セフイラが……？　一体これは──」

　澪が困こん惑わくしていると、霊結晶セフイラの鼓こ動どうはどんどん強くなっていき──やがて、澪の手を弾はじくようにして空を舞まった。

　そして虚こ空くうの中、その霊結晶セフイラは凄すさまじい光を放ったかと思うと、そのシルエットを、どんどん膨ふくれあがらせていった。

「な──」

　強きよう烈れつな光に、思わず目を覆おおう。

　そして目を開けたとき──そこには、一人の少女が出現していた。

　風に遊ぶ長い髪かみは夜色。その間から覗のぞく面おもては白磁。

　その身を紫し紺こんの霊装で鎧よろった、暴力的なまでに美しい少女が。

「──君、は」

「…………」

　澪が呆然と問いを発するも、少女は答えず、自分の手のひらに視線を落とすと、その感かん触しよくを確かめるように数度握にぎったり開いたりを繰くり返した。

　そしてぐるりと視線を巡めぐらせて辺りの様子を見回し──ようやく澪に目を向けてくる。

「……おまえは、何者だ？」

「……！」

　その言葉に、澪は思わず息を吞のんだ。

　まさかとは思ったが、やはり彼女には、意志がある。

　予想だにしないイレギュラー。瞬まばたきほどの間に、澪の脳のう裏りを様々な思考が巡る。彼女は一体何者なのか。彼女を一体どうすべきか。会話が可能ということは味方となってくれるのか？　しかし予定にない存在であることに変わりはない。真士の精霊化という最大目的を達するためには、計画を乱す可能性は排はい除じよしておくべきではないのか。

　とにかく、考えるのはあとだ。まずは彼女を霊結晶セフイラに戻さなくては──

「──な」

　と、そこで澪は、小さく息を詰つまらせた。

　澪が結論を出し、彼女を拘こう束そくしようとした瞬しゆん間かん、目の前に立つ少女の様子が変わっていったのである。まるで、澪の敵意を反映するかのように。

　別に、姿形が変わったわけではない。けれど、その目に灯ともった光の色が明らかに違う。一体これは──

「──〈暴虐公ナヘマー〉」

　瞬間、少女が呟つぶやいたかと思うと、彼女の背後に闇やみが結集し、巨きよ大だいな玉座を形作った。

　そして少女はトン、と軽かろやかに肘ひじ掛かけを蹴けって飛び上がると、玉座の背もたれから、一ひと振ふりの剣けんを引き抜き──

　そのまま、それを澪目がけて振り抜いてきた。

「……っ！」

　凄まじい剣けん閃せん。彼女の一いち撃げきが衝しよう撃げき波はとなって澪に襲おそいかかってくる。澪はキッと視線を鋭くすると、身体に触ふれる寸前でそれを打ち消した。

「……いきなり何をするの？」

「ふん──それはこちらの台詞せりふだ。敵意を隠かくしきれておらんぞ」

　少女は吐はき捨てるように言うと、再び剣を振りかぶり、連続して澪に斬ざん撃げきを放ってきた。濃のう密みつな霊力が彼女の剣の軌き跡せきをなぞるように形を成し、澪を討うたんと空気を裂さいてくる。

　澪はそれらの攻こう撃げきを捌さばき、打ち消しながら、静かに唇くちびるを開いた。

「──〈輪廻楽園アイン・ソフ〉」

　その名を唱えた瞬間、澪を中心とする空間がモノクロに変容し──霊結晶セフイラから生じた精霊の身体を押さえつける。

　一撃に込められた霊力から見ても、彼女が非常に強力な精霊であることは知れる。しかし如い何かな精霊であろうと、法の天使〈輪廻楽園アイン・ソフ〉には抗あらがいようがないだろう。

「ぐ……ッ」

　精霊は苦しげに呻うめき、拘束から逃のがれようと身体中から霊力を放出する。

　が、次の瞬間には、澪の霊装から伸のびた光の帯が、彼女の胸を貫つらぬいていた。

「おのれ」

　精霊が忌いま々いましげに澪を睨にらみ付けながらそう言って、その身体を光の粒りゆう子しに変えていく。

　数秒後、彼女がいた場所には、光の帯に包まれた霊結晶セフイラが輝いていた。

「……驚おどろいたな。こんなこと、初めてだ」

　澪は誰だれにともなくそう呟くと、光の帯を手た繰ぐるようにして霊結晶セフイラを手元に引き寄せた。

　そして、霊結晶セフイラを手に取り、視線を落とす。

　あとは手に霊力を込めて握り込めば、この霊結晶セフイラは跡あと形かたもなく砕くだけ散るだろう。危険な因子は消去され、イレギュラーはなかったことになる。計画のことを考えるならば、それがもっとも確実な方法だった。

「…………」

　──しかし、澪はその霊結晶セフイラを砕かなかった。

　霊結晶セフイラの生成には膨ぼう大だいな霊力が必要であり、如何に澪とて無む尽じん蔵ぞうに作り続けられるわけではない。それに、偶ぐう発はつ的に顕けん現げんした希少な精霊を、ただ無む為いに消してしまってよいものかという躊躇ためらいがあったのだ。

「いや──」

　そこまで考えて、澪は静かに頭かぶりを振った。

　頭の中でもっともな理由を探そうと──結局、もっとも大きな理由は変わらなかったのである。

　霊結晶セフイラから生じた──いわば純じゆん粋すいな精霊。

　きっと澪は、自分と同じ存在を殺してしまうことが、忍しのびなかったのである。

「……ようこそ、我が娘むすめよ。──この最悪な世界へ」

　澪は呟くようにそう言うと、霊結晶セフイラを慈いつくしむように撫なでた。








断章／一　The other me









　闇やみの中で、彼女は目を覚ました。

　否、闇の中、という表現が適当なのかどうかはわからない。彼女にはそこが何なのかさえ判別が付かなかったのだから。

　全てが曖あい昧まいで、全てが模も糊ことした、不可解な空間。ぬるま湯の中をたゆたうかのような感覚と、気を抜ぬいたなら指先から存在が溶とけていってしまいそうな頼たよりなさが全身を覆おおっていた。

　そんな中、一つの思考が、彼女の脳裏を掠かすめる。

　──一体、私は、『何』だ？

　漠ばく然ぜんとした自問。答えのない疑問。

　唯ゆい一いつ記き憶おくにあるのは、自分を生み出した女の姿。けれど自分がなぜ、どうやって生まれたのかはどうしてもわからない。そしてそれと同様に──自分がどんな存在なのかもわからなかった。

　綱つなを解かれた小こ舟ぶねのように、自分を定義するものがない。ただ所在なく、ゆらゆらと水面を漂ただようばかり。解消されない疑問は恐おそらく退たい屈くつと倦けん怠たいの波に吞のまれ、いつしか風化していってしまうのだろう。

　──けれど、そんな中。

（──────）

　あるとき彼女は、そこに、『何か』を見つけた。

『それ』は、誰だれかの心であり、感情であった。明確な意志を持つ、何者かの人格だった。

　そしてそれに触ふれた瞬しゆん間かん、彼女は理解した。

　その心が、もう一人の自分とも言うべき少女のものであることを。

　なぜそれが理解できたのかはわからない。けれど、それは確信を得る作業さえ必要ない『事実』として、彼女の思考に君臨した。

　自分は、もう一人の自分の中にいる。それは、なんとも不思議な感覚だった。多重人格者の、発現していない人格というのはこういう気分なのだろうか。否──彼女にしてみれば、自分が眠ねむっている間に芽生えたもう一人の人格に、身体からだを奪うばわれたといった方が適当かもしれなかった。

　けれど彼女に、もう一人の自分を恨うらむ気持ちは、不思議と湧わいてこなかった。

　むしろ何も存在しなかった空間に、自分以外の『何か』があると知れたことが、嬉うれしくてたまらなかった。何が見えるわけでもない。何が聞こえるわけでもない。けれどその心に触れると、もう一人の自分の感情が、なんとなく感じ取れるのだった。

　とはいえ──その感情が、必ずしもよいものであるとは限らない。

　最初は、戸と惑まどい。

　そして、恐れ、痛み、悲しみ、不ふ審しん──

　もう一人の自分は決まって、そんな負の感情を覚えていた。

（──人、間……）

　もう一人の自分の心から、その言葉が伝わってくる。

　もう一人の自分を怯おびえさせ、悲しませる者の名を、彼女は静かな怒いかりとともに胸に刻み込んだ。








第一章　幸せな世界









　微睡まどろみは死と似ている。ともに意識が手を引かれ、闇やみの中へと落ちていく。違ちがいはそのあとに目覚めが訪れるか否いなかくらいのものだ。

　ならば意識の覚かく醒せいとは、蘇そ生せいにあたるのか新生にあたるのか──そんな詮せんないことをぼんやりと考えながら、五いつ河か士し道どうはゆっくりと目を開けた。

「…………ん」

　最初に視界に入ったのは、天てん井じようではなく白い稜りよう線せんだった。数秒おいて、それが撚よれたシーツであることに気づく。どうやら俯うつぶせに寝ねていたらしい。

「んん……」

　気け怠だるげな声とともに寝返りを打って、身体からだを起こす。

　見慣れた自分の部屋。いつも通りの変わらぬ朝。窓からは温かな陽光が差し込んでいるが、空気はまだ少しひんやりとしている。

　と、そこまで認識したところで、士道は小さく首を傾かしげた。

「……今日って、何日だっけ」

　まだ寝ね惚ぼけているのだろうか、どうも思い出せない。否、もっと正しく言うのなら、日にちどころか、今が何月かさえも曖あい昧まいだった。肌はだを撫なでる空気の温度だけが、おおよその季節を物語るのみである。

　士道自身に経験はないのだが、深酒をした翌日というのはこういう感じなのだろうか。眠ねむりに落ちる前の状じよう況きようが上手うまく思い出せない。普ふ段だん通りの朝のはずなのに、不思議な違い和わ感かんが靄もやのように頭を包んでいる。何とも所在ないというか、足元が覚おぼ束つかない感覚だった。

「……まあ、いいか」

　不思議ではあるが、考えたところで答えは出ない。士道はとりあえずあとで確認すればよいと考え、頭をかきながら部屋を出ていった。

　階段を降り、廊ろう下かを歩いていく。すると、リビングの方からテレビの音が聞こえてくるのがわかった。どうやら、琴こと里りはもう起きているらしい。

「おはよう琴里。……なあ、今日って何日だっ──」

　と、リビングの扉とびらを開けながら言いかけたところで、士道は言葉を止めた。

　理由は単純。リビングに、予想外の顔がいたからだ。

　一人は琴里。これは問題ない。黒いリボンで髪かみを二つに括くくった、士道の可愛い妹だ。今は大好物のチュッパチャプスをくわえながら、テレビの向かいのソファに座っている。

　しかし問題はその隣となりだった。琴里の横に少女が一人、綺き麗れいに背筋を伸のばしながら腰こし掛かけていたのである。

　うなじで一つに括られた色素の薄うすい髪。機械のように折り目正しい所作と姿勢。涼すずしげな双そう眸ぼうに灯ともる輝かがやきは、どことなく電子画面のバックライトを思わせた。

「──マ……リア？」

　士道は目を丸くしながら、頭に浮うかんだ名を呼んだ。

　そう。その姿は、紛まぎれもなく空中艦かん〈フラクシナス〉の管理ＡＩ、マリアのものだったのである。

「はい、おはようございます、士道。──前まえ髪がみに寝ね癖ぐせが付いていますよ。俯せにでも寝ていましたか？」

「え？　あ、ああ……」

　曖昧な返事をしながら、士道は前髪を指で撫でた。確かにマリアの言うとおり、前髪がぴょこんと横に跳はねている。

　が、今はそんなことよりも気になることがあった。無論、ソファに腰掛けるマリアだ。

　マリアは〈フラクシナス〉のＡＩ。先の大改修によって音声による意い思し疎そ通つうが可能にはなったが、あくまでコンピュータの中に存在する人格であり、このように実体を持った存在ではなかったはずだ。

　ではなぜ、士道はさして間を置かず彼女をマリアと判別できたのか──

「…………っ」

　それを意識すると同時、微かすかな頭痛とともに、士道の脳裏にぽつぽつと記き憶おくが甦よみがえってきた。

　それは、戦いの記憶だ。精せい霊れい術式によって始原の精霊の力を手に入れたアイザック・ウェストコット。それに対する精霊たち。そんな中、二に亜あの天使〈囁告篇帙ラジエル〉の力によって、マリアは実体を得たのである。その後も出力を抑おさえた状態であれば、こうして実体化することが可能となった……と言っていた気がする。

　嗚あ呼あ、そうだ。なぜ今まで忘れていたのだろう。

　あの激しい戦いのことを。

　皆みなで摑つかみ取った勝利のことを。

　我が身を犠ぎ牲せいにして士道たちを救ってくれた精霊──澪みおのことを。

　澪。崇たか宮みや澪。

　全すべての始まりたる始原の精霊にして、〈ラタトスク〉の解かい析せき官・村むら雨さめ令れい音ね。

　そして士道の──否、崇宮真しん士じの、か──愛しい恋こい人びと。

　たとえ一時といえど、彼女のことを忘れていただなんて──

「どうしたのよ士道。まだ寝惚けてるの？」

　士道が額に手を置いたまま無言でいると、それを不ふ審しんがってか、琴里が首を傾げてきた。

「あ……いや。それより琴里、今日って何月何日だっけ？」

　士道は軽くかぶりを振ふると、先ほど中断してしまった問いを再度発した。すると琴里が、微かに眉まゆ根ねを寄せてくる。

「はぁ……？　やっぱり寝惚けてるじゃないの。三月一九日に決まってるでしょ」

「三月──一九日」

　その日付を数度口の中で転がしながら、思案を巡めぐらせる。三月一九日。士道が令音とデートした日──あの決戦の日から、およそ一ヶ月後。

　それを意識すると同時、先ほどと同じく、芋いもの蔓つるを引くように、記憶が次々と甦ってくる。

　士道たちは勝利した。だがその際澪は、ウェストコットと相打ちになってしまったのだ。

　そして全てが終わったあと、クマのぬいぐるみとともに士道たちの前に舞まい降おりてきた澪の霊結晶セフイラは、その役目を終えて空気に溶け消えた。

　今の今までぼんやりとしていた記憶が、はっきりと思い出せるようになる。

　そうだ。そうして皆、澪──令音を失った悲しみを抱いだきながらも、穏おだやかな日常へと戻もどっていったのだ。

「そう……か。そうだよな……。全部──終わったんだ」

　士道が放心したように言葉を零こぼすと、琴里がハッと目を見開いたのち、ばつが悪そうに視線を逸そらした。

　が、すぐに息を吐つくと、ソファから立ち上がり、士道の身体に優しく手を回してくる。

「──え？」

「……ごめんなさい。無神経だったわ。──あの戦いからまだ間もないんだもの。無理もないわ」

　言いながら、琴里がぎゅうと手に力を込めてくる。

「琴里……」

　士道は、琴里の腕うでが微かに震ふるえるのを感じて、唇くちびるを引き結んだ。

　──琴里は認めたがらないだろうけれど、きっとその言葉は、自分自身へも向けられたものなのだろう。

　村雨令音は琴里がもっとも信を置く部下であり、親友だった。そんな彼女が〈ファントム〉であったことが明かされ──最終的に消え去ってしまったのだ。皆の手前、気き丈じように振る舞わねばならない琴里ではあるけれど、応こたえないはずがない。

　そういえば戦いの前、士道は心に決めていた。──全てが終わったなら、力ちから一いつ杯ぱい琴里を抱だき締しめてやろうと。

　順序は逆になってしまったけれど、構うまい。士道は両手を広げ、琴里の身体をぎゅうと抱き締めた。

「……っ、士道？」

　琴里が少し驚おどろいたような声を発する。が、離はなれようとしたり、手を払はらいのけようとしたりはしてこなかった。しばしの間、互たがいに互いの身体を抱く。

　と──

「……ふむ、なるほど。そうやって自然な抱ほう擁ように持っていくのですね。さすが琴里。勉強になります」

　そんな光景を見てか、マリアが興味深げにそう言うと、どこからか取り出したメモ帳に文字を書き込み始めた。

「──っ！」

　瞬しゆん間かん、顔をカァッと赤くした琴里が床ゆかを蹴けり、マリアの手からメモ帳を奪うばい取る。

「な、何メモしてるのよマリア!?」

「ご安心を。それは情報を記録するという行動を端たん的てきに表したポーズに過ぎません。──琴里の流れるような手管は、後学のためきちんと映像で残してあります」

「まったく安心できないわよ！　すぐ消しなさい、すぐ！」

「最重要データベースに保存された記録の完全破は棄きは、如い何かに司令であろうと独断では許可されません。副司令以下二名以上のクルー、および円卓会議ラウンズの承認が必要となります。その際映像を開示することになりますがよろしいですか？」

「なんでそんな重要資料扱あつかいにしてるのよ!?」

　琴里が悲鳴じみた声を上げ、マリアが涼しげな顔でしらばっくれる。そんな様子を見て、士道は思わず笑ってしまった。

「──はは、は」

「……！　な、何笑ってるのよ！」

　琴里が頰ほおを染めたまま不満そうに言ってくる。士道は肩かたをすくめながら「悪い悪い」と返した。

「それより、朝飯まだだろ？　今作るから──って、そういえばマリアはご飯食べられるのか？」

「はい、問題ありません。このボディは、人間にできることならばほぼ可能です。抱き心ごこ地ちも抜ばつ群ぐんですよ。ふかふかっとしてキュッ、です。試してみますか？」

　言って、マリアが両手を広げてくる。士道は曖昧に苦笑しながら頰をかいた。

「はは……まあ、またの機会にな」

「ふむ……そうですか。やはり琴里のように必然性を演出しながら有無を言わさず抱きつくのが正解のようですね。──データベース登録。分類：デレさせ方。項こう目もく：琴里式」

「だから勝手に登録しないでくれる!?」

　などと、琴里がマリアの肩を揺ゆする。士道はそんな光景を笑いながら見やると、洗顔や着き替がえを済ませて朝食の準備に取りかかった。







「──では、行ってらっしゃい。士道、琴里」

　朝食のあと。身み支じ度たくを済ませた士道と琴里に、マリアが手を振ってくる。士道は靴くつの先せん端たんでトントンと玄げん関かんの床を叩たたきながら、手を振り返した。

「ああ、じゃあ行ってくるよ。買い物は帰りにしてくるから」

「はい。──しかし、せっかくリアルボディを手に入れたというのに、士道たちを見送るだけというのは口くち惜おしいですね。時期もちょうどいいですし、来月から高校に編入できるよう手続きをしておきましょうか」

「……マリア、一応〈フラクシナス〉のＡＩでしょあなた。実体化は二亜の負担にならない範はん囲いで認めてるけど、仕事はちゃんとしてもらわないと困るわよ？　精霊たちに霊れい力りよくが残っている以上、少ないとはいえ暴走の危険はあるわけだし」

　マリアが指先をくるくると回しながら言うと、琴里が半眼を作りながらぼやくように返した。

「おや、このわたしの処理能力が、それくらいで低下するとでも？　高校の勉強程度、わたしにかかればちょちょいのちょいです。通常任務をこなしながら、定期テストで学年一位を取ってみせますよ。まあ単独トップを取るためには、テスト当日、折おり紙がみを士道の名前でどこかに誘さそい出す必要がありそうですが」

「何変に目立とうとしてるのよ！　ていうかズルでしょ明らかに！」

　琴里が叫さけぶと、マリアはふうと肩をすくめながら目を伏ふせた。

「まあいいでしょう。とりあえず今のところは現状に甘んじておきます。出かける士道を見送るというのも新妻感があって悪くありません」

　マリアはそう言うと、何かを思いついたようにキッチンの方へと姿を消した。

　そして待つこと十数秒、今度は可愛かわいらしいエプロンを纏まとった姿で現れる。まるで彼女の言のとおり、新妻のような格好だった。

「改めまして、行ってらっしゃい」

「はは……ああ、行ってきます」

「まったくもう……」

　士道は、ぼやく琴里に苦笑しながら玄関の扉とびらを開けた。

　と、その瞬間、早春の柔やわらかな日差しとともに、何やら賑にぎやかな声が門の前から聞こえてくる。

「ん？」

　見やると、五河家の前に、数名の精霊たちが集まっていることがわかった。五河家隣となりの精霊マンションに住む耶か俱ぐ矢やに夕ゆ弦づる、四よ糸し乃のと七な罪つみ、六む喰くろ、そしてなぜか、市内の自宅に住んでいるはずの美み九くの姿までもが見受けられる。

　……というか何やら、美九が鬼おにごっこの鬼のように皆を追い回し、きゃいきゃいと声を上げているといった方が適当なように思えた。

「あら、今日は随ずい分ぶん賑にぎやかね」

「おーい、一体何やってるんだ？」

　士道が不思議そうに問うと、皆の注意がこちらに注がれ──その一いつ瞬しゆんの隙すきを衝ついて、美九が七罪を捕つかまえた。

「七罪さん、つぅーかまえたっ！　くーんくんくん！　すぅーんすんすんすんすん！」

「ギャ────────ッ！」

　そしてそのまま七罪の小こ柄がらな身体からだをホールドしたかと思うと、七罪の頭に顔を埋うずめ、その匂においを嗅かぐようにぐりぐりと頭を蠢うごめかせる。

　数秒後、そこには、いやに艶つや々つやした顔の美九と、精気を吸い尽つくされたかのように憔しよう悴すいした七罪の姿があった。

「あっ、だーりん！　それに琴里さんにマリアさんも！　おはようございますー。今日もいい朝ですねー！」

「お、おはよう……それで、一体何を？　美九の学校はこっちじゃないよな……？」

「あ、今日はお仕事で学校はお休みなんですよぉ。でも今日のお仕事はなかなかハードそうなので、ちょっと現場に向かう前に、皆みなさんからパワーをもらおうと思いましてー」

　言って、美九がきゃるん！　と可愛らしいポーズを取ってみせる。その様は、まさにトップアイドルと呼ぶに相応ふさわしい風格を備えていた。

「え……なに、そういうことだったの？」

「戦せん慄りつ。急に襲おそいかかってきたものだから、ゾンビにでも嚙まれたのかと思いました」

　美九の説明に、制服姿の八や舞まい耶俱矢・夕弦姉妹が、額に滲にじんだ汗あせを拭ぬぐう。

　確かに「パワーをもらう」というのは普ふ通つう、応おう援えんしてもらうとか勇気づけられるといった行こう為いを表す慣用句的表現だと思うのだが、美九の場合、もっと直接的なエナジードレイン的攻こう撃げきに思えて仕方なかった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、七罪さん……」

「むん……しっかりするのじゃ」

「……な、なんでいつも私ばっかり……」

　四糸乃と六喰に手を引かれるような格好で、七罪が美九から解放される。

　すると美九が、ビッと指を三本立てながら答えた。

「私が七罪さんを選ぶ理由は、大きく分けて三つあります！　一つ、七罪さんがとってもカワイイから！　二つ、七罪さんがとってもいい匂いだから！　三つ、他の皆さんより動きが遅おそくて捕まえやすいから」

「主に三つ目の理由だぁぁぁぁッ！」

　七罪が足をジタバタさせながら悲鳴じみた声を上げる。七罪からパワーをもらって余よ裕ゆうができたらしい美九は、「てへっ☆」と可愛らしいアイドルスマイルを浮うかべた。

「お、お疲つかれ……七罪」

「……もう慣れたわよ」

　士道が苦笑しながら声をかけると、七罪は何だかもう諦あきらめたようにため息を吐ついてきた。

「でも、そういえば七罪たちはなんでここに？」

「ああ……ちょうど出かけるところだったのよ。……琴里の卑ひ劣れつな策略で、来月から中学校に通うことになっちゃったから、必要なものを買いに……」

　七罪がぼそぼそと言うと、琴里が半眼を作りながら唇くちびるを尖とがらせた。

「誰だれが卑劣よ、誰が。──〈ラタトスク〉で揃そろえちゃってもよかったんだけど、友だちと一いつ緒しよに文ぶん房ぼう具ぐを選ぶのも楽しいじゃない？」

　ねえ？　と同意を求めるように琴里が小さく首を傾かしげる。四糸乃と六喰が、うんうんと首を前に倒たおした。

「はい……七罪さんや六喰さんと買い物にいくの、楽しみにしてました」

「むん。むくもじゃ。三人で揃いのものを買うのも面おも白しろかろう」

「む……う……」

　四糸乃と六喰の言葉に、七罪がほんのりと頰を赤くしながら黙だまり込む。賛同を示すのも恥はずかしいが、さりとて反対ではない、むしろ嬉うれしいといった様子だった。

　するとそんな様子を見てか、美九がくらっと足元をよろめかせる。

「ああ……っ、なんてキラキラした光景……心が洗われるようですぅ。──もしもし、マネージャー？　今日のお仕事キャンセルでお願いしますぅ。……え？　いえ、体調は平気ですよ？　むしろ先ほどパワーを補ほ充じゆうしたのですこぶるいいんですけど、皆さんと文房具を買いに行こうと思いましてぇ。……いやいや、歌番組の収録とお揃いのペン、どっちが大事だと思ってるんですかぁ！」

「いやどう考えても収録でしょ……！」

　七罪が美九のスマートフォンをひったくり、「……すみません、はい、仕事はちゃんと行かせますので……」と、頭を下げる。

「あぁん！　七罪さんのいけずぅ！」

　美九が身体をくねらせながら眉まゆ根ねを寄せる。するとそれを諫いさめるように、四糸乃と六喰が首を横に振ふった。

「駄だ目めですよ、美九さん……お仕事先に迷めい惑わくがかかっちゃいます」

「そうじゃぞ。揃いのペンが欲しければ買ってきてやろう。きちんと自らの務めを果たすのじゃ」

「ホントですかぁ!?　んぅーん……直接参加できないのは残念ですけど、今日のところはそれで我が慢まんしますぅ」

　美九が目をキラキラさせながらニコッと笑う。それを見てか、七罪が大きなため息を吐いてからスマートフォンを美九に放った。

　と、その動作に合わせるようなタイミングで、後方から、プップー、と軽いクラクションの音が響ひびいてくる。

「おっと……」

　往来で騒さわいでいたものだから、通行の邪じや魔まになってしまったか……と、士道は慌あわてて後方を振り向いた。他の精せい霊れいたちも、それに倣ならうように士道と同じくクラクションが鳴った方向を見る。

　が、皆はすぐにその目を丸くすることとなった。

　そこには大方の予想通り、丸っこいデザインの原付が停車していたのだが──それに跨またがっていたのが、士道たちのよく知る顔だったのである。

「二亜！」

「やっほー、朝もはよから皆さんお揃いでどったん？」

　着けていたゴーグルをヘルメットの上に持ち上げ、本ほん条じよう二亜がヒラヒラと手を振ってくる。彼女もまた、士道が力を封ふう印いんした精霊の一人であった。

「いや、俺たちは学校とか買い物に出るところなんだが……二亜こそどうしたんだ？」

「ああ、やっとこさ仕事が明けたはいいんだけど、家にロクな食べ物がなくてねぇ……コンビニ飯ってのも味気ないし、精霊マンションに来れば温かいごはんに有り付けるかなって……」

「な、なるほど……っていうかバイクなんて乗れたんだな」

　言いながら二亜が跨がる原付を見ると、二亜はあははと笑ってみせた。

「そりゃあ、あたしも大人のおねーさんだからねぇ。一応車も運転できるよ？　今度みんなでドライブでも行っちゃうー？」

　二亜がぱちりとウィンクをしながら言う。四糸乃や美九、八舞姉妹に六喰などが色めき立つ傍かたわらで、琴里と七罪が「……本当に大丈夫なの？」といった視線を作った。

　するとその疑わしげな視線に呼応するように、サンダルを履はいて外に出てきていたマリアが声を発した。

「──皆の安全を守るわたしとしては、あまりお勧すすめできませんね。そもそもちゃんと免めん許きよは持っているのですか、二亜」

「え？　失礼しちゃうねー、持ってるに決まってるじゃん！　ほら！」

　言って二亜が、財布の中から運うん転てん免めん許きよ証しようを取り出す。当然ではあるが、きちんと携けい帯たいしていたらしい。ちなみに写真は目が半開きだった。

「ふむ。ではその免許証、更こう新しんはどうしていたのですか？」

「………………、え？」

　マリアの指し摘てきに、二亜の目が点になる。

「──二亜は少なくとも過去五年間、ＤＥＭに囚とらわれていたはずです。その間、免許は失効せずにいましたか？」

「…………」

　二亜は手にした免許証をまじまじと見ると、しばしの間無言になったのち──

「…………てへっ」

　と、やたら可愛らしく舌を出してみせた。

「こっ、こら二亜！　御お主ぬし、よもや無免許運転をしておったのか！」

「危険。どん引きです……」

「いや仕方ないじゃん!?　時間感覚曖あい昧まいだったし……ていうか悪いのＤＥＭじゃね!?　あたし悪くなくね!?」

　二亜が涙なみだ目めになりながら悲鳴じみた声を上げる。それを宥なだめるように琴里がため息を吐きながら手のひらを広げた。
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「ＤＥＭが悪いのは確かだけど、警察には関係ないから。捕まる前にちゃんともう一回免許取ってらっしゃい。──ご飯食べたら、その原付はマンションに置いていくか、押して帰ること」

「……はーい」

　二亜が、悔くやしそうな顔をしながらも、仕方ないとうなずく。

　士道はそんな様子を見ながら小さく苦笑した。

「あはは……でも、なんか凄すごい偶ぐう然ぜんだな。こんな時間にみんなが集まるなんて。……折紙や狂くる三みもその辺にいるんじゃないか？」

「──呼んだ？」

「──お呼びになりまして？」

「ひゃ……ッ!?」

　突とつ然ぜん背後からそんな声が聞こえてきて、士道は思わず飛び上がった。

　見やると、いつの間にかそこに、人形のような顔の少女と、長い前まえ髪がみで左目を隠かくした少女の姿があることがわかる。──件くだんの精霊、鳶とび一いち折紙と時とき崎さき狂三である。二人とも高校の制服の上にコートを纏まとい、首にマフラーを巻いていた。

「折紙、狂三、いつの間に……!?」

「先ほどからずっといた」

「わたくしは今し方通りかかっただけですわ。随ずい分ぶんと賑にぎやかでしたので、何事かと思いまして」

「そ、そうか……」

　折紙の言う『先ほど』というのがいつを示しているのかは少々気になったが、なんだか聞いてはいけないような気がしてならなかった。頰ほおをぴくつかせながら汗を拭う。

　と、そこで士道は首を捻ひねった。

「そういえば狂三、その制服は……」

「あらあら、嫌いやですわ士道さん。もうお忘れになりましたの？　あの戦いのあと、わたくしも〈ラタトスク〉の庇ひ護ご下かに入り、また高校に通い始めたではありませんの」

「え……あ、そう……だったな」

　そう言われれば、そうだった気もする。……やはり疲れているのだろうか。士道は曖昧に頰をかいた。

「そうですわよ。しっかりしてくださいまし。──と、申し訳ありませんけれど、わたくしはお先に失礼しますわ。友人を待たせてしまっているもので」

「友人？」

　士道は意外な言葉に目を丸くした。霊れい力りよく封ふう印いん前まで、最悪の精霊とまで謳うたわれていた狂三には、あまり似つかわしくない言葉に思えてしまったのだ。

「ええ、ええ──」

　しかし狂三はさして気にする風もなく、通りの先に視線をやった。士道も、それに誘いざなわれるように同じ方向を見やる。

　すると、そこに立っていた品の良さそうな少女が、士道の視線に気づいてか、ぺこりと礼をしてきた。士道も反射的に、それに会え釈しやくを返す。

「あれが……狂三の友だち？　なんていうか……意外と善良そうな……」

「どういう意味でして？」

「あ、いや」

　狂三が半眼を作りながら顔を覗のぞき込んでくる。士道はしまった、と手で口元を覆おおった。

　が、そんな士道を見てか、狂三は愉ゆ快かいそうに笑うと、身を翻ひるがえしてヒラヒラと手を振ってくる。

「ふふ、まあいいですわ。わたくしもそう思いますもの」

　そして冗じよう談だんめかすようにそう言うと、そのまま友人の方に歩いていく。

「──待たせてしまいましたわね、紗さ和わさん」

「いえいえ。それより、いいんですか？　一緒に行かなくて」

「うふふ、構いませんわ。──わたくしがいなくても、士道さんの周りにはたくさんの女性がおられるようですし」

「あら……それはそれは」

　などと、狂三と友人が可お笑かしそうに談笑する。士道はやれやれと息を吐つきながらも、あまりに穏おだやかな狂三の横顔を見て、胸に温かなものがじわりと広がっていくような感覚を覚えた。

　するとそんな光景をキョロキョロと見回しながら、四糸乃の左手に装着されていたパペット『よしのん』が、パクパクと口を動かしてくる。

『いやー、でもホントに凄い偶然だねー。朝からまさかの全員集合しちゃうなんて。士道くん、なんか変なフェロモンでも出してる？』

「いや出してないって……」

　滅め茶ちや苦く茶ちやな濡ぬれ衣ぎぬに苦笑する。が……『よしのん』の言うこともわからないではなかった。こんなタイミングで皆みなが一堂に会することなど、今まで一度もなかった。まるで、誰だれかに集められたかのような──

「んー？」

　と、そこで何かに気づいたように、二亜が皆の顔を見回した。

「全員集合って言ってたけど……一人足りなくない？　先行ったの？」

「え？」

　言われて、士道は二亜に倣うように皆を見回した。

　五河家前の道には、精霊たちが勢せい揃ぞろいしている。琴里、四糸乃、七罪、耶俱矢、夕弦、六喰、美九、二亜、折紙、狂三、それにマリアと、狂三の友人の紗和。

　けれど確かに、足りない気がする。

　そうだ。この場にはまだ一人──




「──シドー！」




　瞬しゆん間かん、マンションの出入り口の方から、そんな元気のよい声が響いてきた。

「────」

　その声に弾はじかれるように、そちらを向く。

　すると一人の少女が、息を弾はずませ小走りになりながら、こちらへとやってくるのが見て取れた。

　陽光を受けながら軽やかに揺ゆれる髪かみは夜色。輝かがやく双そう眸ぼうは水すい晶しよう。あまりに可か憐れんなその顔の造作は、しかしそこに浮うかんだ無む邪じや気きな微笑ほほえみによって親しみやすさを帯びている。

　そう。──精せい霊れい・夜や刀と神がみ十とお香か。

　他ならぬ士道自身が名を付けた精霊が、そこにいたのである。

「十、香──」

「うむ！　すまぬシドー、少し遅おそくなってしまった……ぞ？」

　と、士道の目前までやってきた十香が、不思議そうに目を丸くする。

「どうしたのだシドー、どこか痛むのか？」

「……え？　あ──」

　言われて、気づく。──自分の目から、涙がひとすじ、零こぼれていることに。

「いや……はは、まだ眠ねむいのかな」

　などと誤ご魔ま化かしながら、目元を拭ぬぐう。

　実際、自分でも意味がわからなかったのだ。

　なぜ──十香の姿を見た瞬間、心臓が引き絞しぼられるかのような感覚を覚えてしまったか、だなんて。

「それより……学校に行こうか。遅ち刻こくしちまうよ」

「おお、そうだな！　さあ皆、待たせてしまったな。行こう！」

　十香の声に皆はうなずき──それぞれの目的地へと旅立っていった。

　空は士道たちの前ぜん途とを示すかのような快晴。通学路を征ゆく足取りは、自分でも驚おどろくほどに軽かった。

　悲しいことがたくさんあった。生しよう涯がい忘れ得ないほどに辛つらい別れもあった。

　けれど、それを考こう慮りよに入れても有り余るくらい、士道の人生は素す敵てきな出会いに溢あふれていた。

　きっとこれからも、騒そう々ぞうしく楽しい日々が続いていくのだろう。

　皆の笑顔を見ながら、士道は漠ばく然ぜんとそんなことを思った。




　　　　◇




　──それから数日後の夜。賑やかな夕食を終えて皆が帰路に就いたあと。

　片付けを終えた士道は、外したエプロンをダイニングチェアの背もたれにかけ、小さく伸のびをした。

　微かすかな疲ひ労ろうと、それを上回る充じゆう足そく感が身体からだを満たす。この感覚が、士道は嫌きらいではなかった。精霊たちによって綺き麗れいに食べ尽つくされた皿を洗っていると、さあ次はどんな料理で皆を驚かせてやろうかという、どこか悪戯いたずら心にも似た気分が芽生えてくるのである。

「…………」

　そこでふと、士道は天てん井じようを眺ながめながら無言になった。

　今の暮らしに不満などはない。ＤＥＭの動きも大人しいし、精霊たちとの日常は騒さわがしいながらも愉快なもので、いつまでもこんな日々が続けばよいと心から思うことができた。

　しかし、家事を終えたときや、話していた誰かと別れたとき──要は、一人で何もすることがなくなると、ふとした拍ひよう子しに、妙みような違い和わ感かんが脳裏を掠かすめることがあったのである。

「何か……忘れてるような……」

　と、そこでリビングの扉とびらが開いたかと思うと、白いリボンを揺らした琴里が、腕うでまくりした袖そでを元に戻もどしながら部屋に入ってきた。

「おにーちゃん、お風ふ呂ろ洗っといたよー」

　言って、琴里がにこりと微笑む。黒リボンのときの琴里は、苛か烈れつで頼たよりがいのある司令官なのだが、こうして白リボンで髪を括くくっているときは、年相応の可愛かわいい妹に変へん貌ぼうするのだった。

　その笑顔に、頭を掠めていた違和感が霧む散さんする。士道は琴里に微笑を返しながら冷蔵庫の扉に手をかけた。

「おう。ありがとな、琴里。──あ、ホットミルク飲むけど、琴里もいるか？」

「おー！　飲みたーい！」

「おお、これはご丁てい寧ねいにどうも」

　琴里が目を輝かせながら大おお仰ぎようにうなずいてくる。不思議と、二つに括られた髪がピコピコと動いているように見えた。

「……ん？」

　と、そこで士道は首を傾かしげた。精霊たちは皆帰ったし、マリアも仕事で〈フラクシナス〉にいるというのに、何やら士道と琴里以外の声が聞こえた気がしたのである。

　声のした方に視線をやる。すると、いつの間にそこにいたのだろうか、リビングのソファに小こ柄がらな少女が腰こし掛かけていることがわかった。

　一つに括られた髪に、左目の下にぽつんと打たれた泣き黒子。その顔立ちからは、どことなく士道の面おも影かげが感じ取れた。

　それもそのはず。彼女は士道──正確には真士の実の妹、崇宮真ま那なその人だったのである。

「わっ！」

「真那、いつの間に!?」

「おや、普ふ通つうに入ってきやがりましたが、気づきませんでしたか？」

　言いながら、真那があっけらかんとした様子で肩かたをすくめる。どうやら、士道が洗い物をしている間にやってきたらしい。……士道がよほど油あぶら汚よごれが落ちる様に熱中していたのか、真那に足音を殺す癖くせが付いているのかはわからなかったけれど。

　とはいえ、突とつ然ぜんの登場に驚きはしたものの、真那の来訪自体は歓かん迎げいすべきことである。士道は苦笑しながら肩をすくめると、小こ鍋なべに三人分の牛乳を注ぎ、火を点つけた。

　数分後、牛乳の白い表面から湯気がうっすらと立ち上るのを見計らって、用意していたマグカップにそれを注ぎ込む。

「あいよ、お待たせ」

「わーい、ありがとー」

「どうも。いただきます」

　琴里と真那がマグカップを手に取り、ふーふーと息を吹ふきかけてから口を付ける。そして温かいミルクを一口飲んだのち、ふはぁ……と息を吐ついた。

　その動作が、タイミングを合わせたようにぴったりだったものだから、士道は思わず笑ってしまった。

「ん？　どうかしましたか、兄様」

「ああ、いや。何でもない」

　適当な調子で誤魔化し、士道もまたホットミルクを一口啜すする。優しい甘味が口の中に広がり、穏やかな熱が喉のどへ、そして胃へと流れ込んでいった。

　と、そこで何かを思いだしたように、琴里が眉まゆをぴくりと動かす。

「真那、ここに来たってことは検査終わったんだよね？　結果はどうだったの？」

　そういえば、と士道は同調するように首しゆ肯こうしながら真那に視線を向けた。

　真那は今でこそ〈ラタトスク〉に所属しているが、もともとはＤＥＭに捕とらわれ、そこで魔ま力りよく処理を施ほどこされたことにより、絶大なる力を付ふ与よされた魔術師ウイザードである。

　だが、何のリスクもなくそのような力が手に入るはずもない。見た目からは判別が付かないが、真那の寿じゆ命みようはあと一〇年程度しかないという話だった。

　本来であれば琴里も士道も、あまり真那を戦わせたくはなかったのだが、先の戦いでは結局真那の力を借りる事態となってしまった。そのためあのあと、治ち療りようも兼かねていつもよりも入念に検査を行っていたのだ。

「ああ、それがですね──」

　真那は琴里の問いに目を少し細めると、意味深に言葉を切って胸元に手を置いた。

「……っ」

　──まさか、何か深刻な問題でも見つかったのでは？　不意の僅わずかな沈ちん黙もくに、士道は緊きん張ちようを走らせた。

　だが──

「不思議なことに……治っていやがったそうです」

「……へ？」

「治って……た？」

　次いで真那が発した予想外の言葉に、士道と琴里は同時に目をまん丸に見開いた。

「ど、どういうことだ？　治ってたって……何が？」

「だから、真那の身体がです。ＤＥＭにさんざっぱら弄いじくり回されたダメージが、噓うそみたいに消えてやがっていたそうです。仮説ですが、澪さんの霊結晶セフイラが弾はじけた際の霊れい力りよくの波が、こう、いい感じに作用したんじゃねーかと。健康に気を遣つかえば白はく寿じゆも夢じゃねーと言われました」

「そ、そういう……もんなのか？」

　怪あやしい健康器具のような説明に、思わず眉をひそめる。

　士道が説明を求めるように琴里を見ると、琴里は「うーん……」と思案を巡めぐらせるようにあごに指を当てたのち、「わっかんない！」と舌を出してみせた。

「まあでも、〈フラクシナス〉の機器でそういう結果が出たんなら、真那の身体に関しては本当なんだと思うよー。原因については調査の余地があるけど……」

「そ、そうか……」

　完全に腑ふに落ちたわけではなかったが、本当ならばめでたいことである。士道はマグカップの柄えを握にぎると、乾かん杯ぱいをするように掲かかげてみせた。

　すると士道の意図を察したらしい琴里と真那が、同じようにマグカップを持ち上げる。士道たちはふっと微笑み合うと、その縁ふちを軽くコン、と打ち合わせた。

「なんか、何もかも上手うまくいきすぎな気がするけど……まあ、いいことだよな？」

「そうだよー。ＤＥＭは崩ほう壊かい状態、精霊たちはみんな幸せ！　おまけにけんあんじこーだった真那の身体も治った！　文句言ったらバチが当たっちゃうレベルだぞー」

「そうでいやがりますよ、兄様。いやー、となれば真那ももう少し人生設計を考えねーといけませんね。このまま閃せん光こうのように駆かけ抜ぬける気でしたが、そうもいかねーようです。──さしあたって琴里さん、真那も四糸乃さんたちと一いつ緒しよのタイミングで中学校に編入させていただけますかね？　さすがにこれから生きていくにあたって、最終学歴小卒ってのはつれーです」

「おー！　もちろんだぞー。私の学校でいいよね？」

　などと、琴里と真那が楽しそうに未来の計画を語り合い始める。

　その光景に、士道は自然と頰ほおが緩ゆるむのを感じた。

　が──次の瞬しゆん間かん。

「──本当に、そう思われまして？」

「…………っ!?」

　突然、どこからともなくそんな声が聞こえてきて、士道はビクッと肩を震ふるわせた。

　それに反応を示したのは士道だけではなかった。琴里もまた士道と同じように驚きを露あらわにし、真那は表情を警けい戒かいの色に染めながら、油断なく辺りに視線を放っている。

　その声の正体に、最初に気づいたのは真那だった。不快そうに目を歪ゆがめながら、ちッ、と小さく舌打ちを零こぼす。

「──何の用でいやがりますか、〈ナイトメア〉。いえ……時崎狂三」

「あら、あら。真那さんがわたくしのことをきちんと名前で呼んでくださるだなんて。明日は雹ひようでも降るかもしれませんわね」

　そんな言葉が響ひびくと同時、部屋の床ゆかに真っ黒い影かげが蟠わだかまったかと思うと、その中から一人の少女──狂三が姿を現した。

　左目を隠かくす長い黒くろ髪かみと、フリルで飾かざられたスカートの裾すそを広げるように、くるくると舞まいながらその場に降り立ち、恭うやうやしく礼をしてみせる。その装いは制服でも霊れい装そうでもなく、彼女の佇たたずまいによく似合うモノトーンのドレスであった。

「狂三……？　一体どうしたんだ？　普通に玄げん関かんから入ってくればいいのに……」

　士道は目を丸くしながらも、さして緊張を滲にじませることなくそう言った。

　かつての狂三と対したならばもっと戦せん慄りつしたのかもしれなかったが、今は狂三も〈ラタトスク〉の庇ひ護ご下かにある精せい霊れいである。その表情からは、昔のような抜き身の刃は物ものじみた危うさは消え去っていた。

　しかしながら、かつて幾いく度どとなく刃やいばを交えた真那は、未いまだ狂三に好感情を持ってはいないらしかった。無論いきなり襲おそいかかったりはしないし、狂三が指し摘てきしたように識別名ではなく名前で彼女を呼ぶようにもなったのだが……彼女を見る視線には、まだ刺とげ々とげしい色が見受けられる。

　だが、当の狂三はさしてそれを気にする様子もなく──むしろ、その反応を楽しんでさえいるかのように──唇くちびるを笑みの形にしてみせた。

「──まあ、念のためですわ。無む駄だな抵てい抗こうかもしれませんけれど、僅わずかでもあの方にわたくしの動きを悟さとられずに済む可能性があるのなら、手を打っておくに越こしたことはありませんもの」

「あの方……？」

　勿もつ体たいぶった言い方に士道が首を傾げるも、狂三は意味深に笑うのみだった。そんな様子を見てか、真那がさらに不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らす。

　士道はそんな真那を宥なだめるように苦笑すると、質問を変えるように続けた。

「っていうか、さっき言ってたの、どういう意味だ？　本当にそう思うかって……」

「そのままの意味ですわ」

　狂三はそう答えると、芝しば居いがかった調子で両手をゆっくりと広げてみせた。

「理由はよくわからないけれど、真那さんの身体が治った。理屈はよくわからないけれど、歴史が都合よく改変された。なぜかあの戦いが終わったあと、全てが丸く収まっている……本当に、そんなことがあると思っておられますの？」

「……何が言いたいの？　確かに上手くいきすぎだとは思うけど、実際にそうなっているんだから仕方ないじゃない」

　狂三の言葉に答えたのは琴里だった。いつの間にか、髪かみを括くくっていたリボンが黒になり、司令官モードに変へん貌ぼうしている。

「まあ、そう考えるのも無理のないことですわ。……いえ、そう思ってしまうその思考自体が、世界によって運命づけられたことなのかもしれませんわね。実際わたくしも、少し前までは琴里さんたちと同じように、特に疑問を持っていませんでしたもの」

　ふむ、と狂三が思案を巡らせるようにあごに手を当てる。その回りくどい物言いに、真那が苛いら立だたしげに腕うで組ぐみした。

「要領を得ねーですね。はっきり言いやがってください」

　すると狂三は、浮うかべていた笑みをフッと消し、士道と琴里、真那の目を順に見るようにしてから、『それ』を告げてきた。

「──この世界は、わたくしたちが元いた世界ではなく、とある方の手によって作られた世界だ──ということですわ」

「………………、へ？」

　しばしの沈黙ののち。

　士道は、間の抜けた声を喉から零こぼした。

　否いな、士道だけではない。琴里も、真那でさえも、狂三が何を言っているのかわからないといったように啞あ然ぜんとした表情を作っている。

「な、何言ってるんだ狂三。ここが、俺たちの元いた世界じゃない……？」

「ええ。ＤＥＭのアイザック・ウェストコットが夢想した、隣りん界かいによる世界の上書き──彼と違ちがう形でとはいえ、それと非常に近いことを成し遂とげてしまった方がいらっしゃるのですわ」

「な……」

　アイザック・ウェストコット。その名に、士道は自分の心臓がどくんと跳はねるのを感じた。

　ＤＥＭインダストリーの首しゆ魁かいにして、始まりの魔ま術じゆつ師し。精霊を生んだ元げん凶きよう。彼の目的は、精霊の力によって、世界を魔術師たちの世界に『上書き』することだった。

　士道たちの戦いは、彼を止めるためのものだったと言っても過言ではない。

　自分たちの世界を守るために、士道や精霊たちは強大な敵に立ち向かったのだ。

　だというのに、士道たちが知らぬ間に、世界は書き換かえられてしまっていた──？

　士道は混乱する思考をどうにか整えようと、額に手を置いた。

「ちょっと待ちやがってください。仮にその話が本当だとして、なぜあなたはそれに気づくことができやがったんですか？」

　真那が、困こん惑わくするように眉まゆ根ねを寄せながら問う。

　確かにその質問はもっともだった。士道たちは狂三に言われるまで、この世界に疑問を抱いだいてすらいなかった。狂三の言うとおり、それさえも作られた世界の権能なのかもしれなかったが、だとするならば、狂三だけが世界の真実に気づくことができたというのもおかしな話である。

　が、狂三は、そんな質問は想定内であるというように首しゆ肯こうすると、ゆっくりと手を前に掲げていった。

「わたくしが真実に辿たどり着けたのも、まったくの偶ぐう然ぜんであり、副産物ですわ。けれど……間ま違ちがいや思い込みでないことは保証いたしましてよ。──お忘れになったわけではありませんでしょう？　全知の天使の貴き名を」

　言って狂三が、手のひらを表に向ける。

「──〈囁告篇帙ラジエル〉」

　そしてその名を唱えると、狂三の手のうえに、豪ごう奢しやな装丁が施ほどこされた一冊の本が出現した。

　天使〈囁告篇帙ラジエル〉。この世のありとあらゆる情報を知りうる、全知の天使である。

　もともとは二亜の有する天使だったのだが、ウェストコットに奪うばわれた二亜の霊結晶セフイラを狂三が手にしたため、今狂三は二つの天使を有する貴重な精霊となっていたのである。

「……、──」

　それを見て、士道は息を詰つまらせた。

　確かに〈囁告篇帙ラジエル〉であれば、隠された真実に辿り着くことができる。

　無論、狂三が噓を吐ついているという可能性もゼロではなかった。だが、〈囁告篇帙ラジエル〉を持っているのは狂三だけではない。澪に霊れい力りよくを分け与あたえられてから、二亜もまた〈囁告篇帙ラジエル〉を通常使用できるまでに回復していたのである。単に士道たちを驚おどろかせたかった……といった理由でもなければ、狂三が空言を吐く理由はないだろう。

　だが、そうなると、また一つわからないことが出てくる。

「い、一体……誰だれが、どうやって──」

　士道は呆ぼう然ぜんと呟つぶやくように声を発した。

　それは当然の疑問である。隣界を持つ澪も、それと同等の力を手に入れたウェストコットも、ともに先の戦いで死んでしまった。精霊たちは皆みなその力を士道に封ふう印いんされているし、言うまでもなく士道は世界の書き換えなどしていない。

　少なくとも士道が思い当たる中には、そんな大それたことができる者も、しようとする者もいなかったのである。

「…………」

　士道が答えを乞こうように視線を向けると、狂三は小さく息を吐いたのち、ジッと士道の目を見てきた。

「わたくしが答えることは容易たやすいですわ。けれど、いくら言葉を連ねたところで、それを信じていただけるかは別でしてよ」

「いや、そうは言っても、教えてもらわないことには──」

「話は最後まで聞いてくださいまし。──わたくしに問わずとも、ご自身でご覧になればよろしいのですわ」

「え……？」

　言われて目を見開くも、すぐに士道は狂三の意図に気づいた。

　士道は、その身に精霊たち全員の霊力を封印している。やろうと思えば、狂三と同様のことが可能だったのである。

「……なるほど。〈囁告篇帙ラジエル〉で、ってことか？」

「いいえ──」

　狂三は小さく言うと、〈囁告篇帙ラジエル〉を消し、指先を自分のこめかみに押し当てるような仕草をしてみせた。

「〈囁告篇帙ラジエル〉でも構いませんけれど、おすすめは〈刻々帝ザフキエル〉ですわね。【一〇の弾ユツド】で、自らを撃うってみてくださいまし。──単なる知識としてではなく、実感として記き憶おくを思い起こすことができるはずですわ」

　そう言って狂三は、どこか複雑そうな表情を浮かべた。

　恐おそらく狂三も、自ら試したのだろう。──きっと、〈囁告篇帙ラジエル〉で知った情報を信じることができずに。

「…………」

　士道は緊きん張ちように喉のどを濡ぬらしながらうなずくと、意識を集中させるように目を伏ふせた。

「──〈刻々帝ザフキエル〉──【一〇の弾ユツド】」

　そしてその名を唱えると、士道の手に一いつ挺ちようの短たん銃じゆうが握にぎられ、その銃口に、影かげが吸い込まれていった。

「士道……」

「兄様──」

　琴里と真那が、どこか不安そうな顔を向けてくる。

　正直士道も似たような心境ではあったけれど、可愛かわいい妹たちを不安がらせるのも本意ではない。大だい丈じよう夫ぶだ、というようにうなずいてから、〈刻々帝ザフキエル〉の銃口をこめかみに押し当てる。

　そして、探りたい記憶を思い描えがきながら──その引き金を、引いた。

「────」

　瞬しゆん間かん、パン、という乾かわいた音とともに、頭部に軽い衝しよう撃げきが走る。

　痛みはない。その代わり、まるで水みず瓶がめに穴を開けたかの如ごとく、頭の中に記憶が流れ込んできた。

　それは、知らないはずの光景。

　経験していないはずの、情景。

　戦いが終わった直後。澪が消えてしまったあとの戦場。士道たちの目の前に舞まい降おりる、澪の霊結晶セフイラ。

　そうだ。そこまでは記憶と相そう違いない。

　澪の霊結晶セフイラは、ここで消えてしまったはずだ──

「…………ッ!?」

　だが。

　士道の視界に、予想外のものが飛び込んできた。

　手。消えゆく澪の霊結晶セフイラに伸のばされた、手だ。

（──悪いが、これは私がいただく）

　そして──声。凜りんとした声が、脳裏に響ひびき渡わたる。

　士道は慌あわててそちらを向いた。

　そして見た。その手と声の主の顔を。

　嗚あ呼あ、それは──

「────十、香────」

　脳裏に広がる光景が、凄すさまじい光で塗ぬり潰つぶされると同時、士道は半ば無意識のうちにその名を零していた。

「え……？」

「十香さん──でいやがりますか？」

　士道の言葉に、琴里と真那が眉根を寄せる。

　しかし彼女らの気持ちもわからないではなかった。士道だって、直接自分の記憶を思い起こしていなければ、似たようなリアクションを取ったに違いない。

　それくらい、今の光景には現実感がなかったのだ。

　──十香。五年前の琴里を除けば、士道が初めて封印した精せい霊れいであり、今まで幾いく度どとなく士道を支え続けてくれた功労者だ。彼女がいなければ、士道の心はとうに挫くじけてしまっていただろうと確信を持って言えるほどに。

　だからこそ、信じられない。他ほかの誰かならまだしも、まさかあの十香が澪の霊結晶セフイラを奪い、世界を改変したなど──

「──つまりは、そういうわけですわ」

　士道の困惑を察したように、狂三が小さく肩かたをすくめる。……なるほど、確かにこれは、〈囁告篇帙ラジエル〉よりも〈刻々帝ザフキエル〉が適当かもしれなかった。

「ここは……十香が作った世界だっていうのか？　澪の霊結晶セフイラの力を使って……？」

　士道が誰にともなく言うと、狂三が目を伏せながら大おお仰ぎようにうなずいてきた。

「ええ。それは疑いようがありませんわ。ここは、十香さんが夢想した優しい世界。全すべての問題がご都合主義で解決し、全ての懸け念ねんが不自然に取り払はらわれた理想の空間でしてよ」

「一体……なんでこんなことを……？」

　士道は呆然と呟いた。

　確かにここは、ウェストコットの思い描えがいた世界とはまるで違ちがう。元の世界と同じ風景を持ちながら、どうしようもない問題が解消された夢の世界だ。ある意味では、十香らしい世界と言えるのかもしれなかった。

　だが、だからといって納なつ得とくができるというわけではない。そもそも、澪の霊結晶セフイラを奪だつ取しゆして世界を上書きしようという発想自体が、あまりに十香の人ひと柄がらとかけ離はなれている気がしてならなかったのである。

　狂三が、小さく肩をすくめながら首を横に振ふる。

「──残念ながら、そこまではわかりませんわ。ご存じの通り、全知の〈囁告篇帙ラジエル〉とはいえ、確定していない未来と、人の心の中だけは見通すことが叶かないませんの」

　確かに〈囁告篇帙ラジエル〉のもともとの持ち主である二亜も、同じことを言っていた気がする。

　とはいえ、今までの情報だけでも十分得がたいものである。士道は緊張に速くなる鼓こ動どうを落ち着けながら、狂三に小さく頭を下げた。

「……いや、ありがとう、狂三。おまえがいなかったら、俺はこの世界の違い和わ感かんにさえ気づけなかったかもしれない」

「うふふ、それはそれで幸せだったかもしれませんけれど」

「お、おまえな……」

　士道が頰ほおに汗あせを垂らしながら言おうとすると、狂三がそれを遮さえぎるように続けてきた。

「──ここは十香さんの作り上げた理想の世界。士道さんたちにとっても都合のいい世界のはずですわ。たとえそれが元の世界と異なっていようと、夢と気づかぬ者にとっては現うつつと同じでしてよ」

　戯おどけるような仕草をしながら、狂三が言う。その言葉に、真那が不服そうに鼻を鳴らした。

「そう思っていやがるなら、なんであなたは兄様に真実を話しやがったんですか？」

「だってわたくし、皆さんと違って良い子ではありませんもの」

　それは狂三に似合いすぎた返答ではあったけれど、真意を煙けむに巻くような曖あい昧まいな答えでもあった。真那が不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを歪ゆがめる。

「あなた」

「うふふ、冗じよう談だんですわ。そう恐こわい顔をしないでくださいまし」

　狂三はひとしきり可お笑かしそうに笑うと、ふっと視線を伏せた。

「──わたくしも、このぬるま湯のような世界を否定するつもりはありませんわ。いつまでも浸ひたっていられるものなら、の話ですけれど」

「……どういうこと？」

　琴里が怪け訝げんそうな顔をしながら問う。狂三は小さく息を吐ついてからあとを続けた。

「ここは確かに理想の世界。けれどそれは、澪さんの霊結晶セフイラを奪うばい、無理矢理作り上げただけのものに過ぎませんわ。──放っておけば、やがて世界は十香さんごと自じ壊かいしてしまうでしょう」

『な……ッ!?』

　──十香と、世界が、自壊する？

　狂三の発した不ふ穏おんな言葉に、士道たちは息を詰つまらせた。

「ちょっと待ってくれ。何だよそれ……ッ」

「何だよ、と仰おつしやられましても。先ほど申し上げたとおり、十香さんの真意ばかりはわたくしにも測りかねますわ」

　狂三は、狼ろう狽ばいする士道たちに対し至極落ち着いた調子で首を振った。

　……否いな。正確に言うのなら狂三も、まったく狼狽うろたえていないということはあるまい。ただ、士道たちよりも先にその真実に辿たどり着いた彼女は、ここに至るまでに全ての動どう揺ようと戦せん慄りつを済ませてきたのだろう。狂三と過ごした時間が、士道にそれを気づかせてくれた。

「……そう、か……」

　そしてそれを意識することにより、士道はどうにか落ち着きを取り戻もどした。──混乱満ちるこの場で、彼女一人に『冷静である』という負担を押しつけるわけにはいかないと思い至れたのである。

　そんな士道の思考が伝わったのだろう、狂三は小さく唇くちびるの端はしを上げてきた。

「──とにかく、わたくしの知り得た情報は以上でしてよ。あとのご対応は、プロにお任せいたしますわ」

　狂三はそう言うと、トン、トンとステップを踏ふみ、優ゆう雅がな調子でスカートの裾すそを持ち上げてみせた。その動作に合わせて、あたかも舞ぶ台たいから去っていくように、彼女の身体からだが影の中に沈しずみ込んでいく。

　床ゆかに蟠わだかまっていた影は小さく渦うずを巻き──やがてその痕こん跡せきさえ残さず消え失せた。

『…………』

　それからしばしの間、五河家のリビングにシンとした空気が流れる。

　が──その沈ちん黙もくはそう長くは続かなかった。琴里が、ポケットの中から取りだしたチュッパチャプスを口に放り込み、キッと視線を鋭するどくする。

「……とにかく、動きましょう。狂三の言葉が本当なら、一刻の猶ゆう予よもないわ。すぐにみんなを集めて対策会議よ」

「……！　ああ……！」

　琴里の言葉に、士道はこくりとうなずいた。








断章／二　Happiness









　このところ、彼女は気分が悪くなかった。

　というのも、あるときを境に、もう一人の自分から伝わってくる感情の色に、少しずつ変化が訪れ始めたのである。

　驚おどろき、喜び、楽しい、嬉うれしい──

　ついこの間までとは比べものにならないくらいに好ましい感情の奔ほん流りゆうが、絶え間なく押し寄せてくる。身を刺さすように冷たかった凍とう土どに、花が芽め吹ぶき始めたかのような感覚さえ覚える劇的な変化だった。

　恐きよう怖ふや怯おびえは鳴なりを潜ひそめ、悲ひ哀あいや寂せき寥りようも感じられない。いっとき強い怒いかりを覚えることもあったようだけれど──今はそれも、歓かん喜きや興奮の渦うずに吞のまれて影かげさえ見えなかった。

　きっと、もう一人の自分に何かよいことが起こったのだろう。

　無論、具体的に何があったのかはわからない。彼女にできるのは、もう一人の自分の心をぼんやりと感じ取ることくらいのものだったのだから。

　けれど、今の彼女にはそれで十分だった。

　もう一人の自分から流れ込んでくる温かな感情。それが感じ取れるだけで、彼女は幸福であった。もう一人の自分が嬉しいと思えば彼女も嬉しかったし、もう一人の自分が楽しいと感じれば彼女の心も弾はずんだ。

　とはいえ、もちろん──

　もう一人の自分をここまで変えてくれた『何か』。その存在を、知りたくないといえば噓うそにはなったのだけれど。








第二章　二つの舞台の幕が上がる









　──狂くる三みが士し道どうたちのもとを訪おとずれてから、およそ一時間後。

　天てん宮ぐう市上空一万五〇〇〇メートルに浮ふ遊ゆうする空中艦かん〈フラクシナス〉のブリーフィングルームには、精せい霊れいマンションや市内の自宅から集められた精霊たちが勢せい揃ぞろいしていた。

　皆みな、部屋着や寝ね間ま着きに上着を羽織ったような格好で円えん卓たくの席に着いている。まあ、一口にそう表現しても、美み九くが身につけているような可愛かわいらしいモコモコパジャマから、二に亜あが着ている、袖そでがインクで汚よごれたクタクタジャージまで、幅はば広ひろいバリエーションが揃ってはいたのだけれど。

　正直あまり緊きん張ちよう感かんのある集つどいには見えなかったが、皆を招集した時間が時間だけに仕方のないことではあった。翌朝を待つという案もあったのだが、今は一分一秒が惜おしかったし、何より十とお香かに怪あやしまれずに皆を集めるのは、十香が眠ねむっている今しかないと考えたのである。

　なお、マリアには同時並へい行こうで世界及および十香の調査を頼たのんでおり、真ま那なには万一の事態に備えて、警けい戒かい態勢で艦内に待機してもらっている。クルーたちも既すでに艦橋に招集されており、〈フラクシナス〉にはウェストコット戦以来の緊張感が満ち満ちていた。

「この世界が……十香さんによって作られたもの……ですか？」

　簡単な状じよう況きようの説明ののち。

　士道の言葉にそう返したのは、四よ糸し乃のだった。

　ふわふわの髪かみを小さく揺ゆらしながら首を傾かしげ、大きな目をさらに丸く見開いている。ついでと言わんばかりに、彼女の左手に装着されたウサギのパペット『よしのん』も、器用に似たようなポーズを作っていた。

　その表情に、戦せん慄りつや恐きよう怖ふらしきものは見受けられない。せいぜいが、困こん惑わくや当惑といった程度のものである。

　それは四糸乃に限った話ではなかった。耶か俱ぐ矢や、夕ゆ弦づる、六む喰くろ、二亜、美九、七な罪つみ──その場に集められた精霊たちの大半が、似たような表情をしている。

「一体何を言っておるのだ、士道」

「同調。どういうことですか」

「ふぁあ……むん、すまぬ……突とつ然ぜん妹いもうと御ごに起こされたものでの……」

「書き換かえられた世界──はっ、もしやあたしの原げん稿こうが白いのはそのせい!?　くっそー、元の世界ではちゃんと終わってたのになー！　書き換えられたなら仕方ないなー！」

「あっ、そういうシステムです？　じゃあもしかして、元の世界では七罪さんの方から私にハグを求めてくれていたかもしれないんですね!?」

「……ない。それだけはない」

　などと、皆が首を傾げたり、あくびをしたり、あるいはきゃいきゃいと騒さわいだりする。

　だがそれも無理からぬことではあった。士道の言うことが信じられないとか、話が理解できないというわけではなく、あまりに突とつ拍ぴよう子しがなさ過ぎて、啞あ然ぜんとしてしまっているのだろう。実際、先ほど狂三に世界の真実を告げられた士道も、最初はそんなリアクションを取ってしまっていた。

　しかしそんな中、一人いち早く状況を把は握あくし、視線を鋭するどくした者がいた。──折おり紙がみだ。

「──詳くわしく聞かせて」

　言って円卓に肘ひじを突つき、指を組み合わせながら士道に目を向けてくる。

　他ほかの皆も、そのただならぬ様子を感じ取ってか、話を止とめて士道の方に向き直ってきた。

「……ああ。実は──」

　士道は小さく咳せき払ばらいをしてから話を再開した。

　十香が、消え去る寸前の澪みおの霊結晶セフイラを奪うばったことを。

　そして──このままでは、十香は世界を道連れに自じ壊かいしてしまうことを。

「…………」

「……なんと」

「そんな……」

　話が進むに従って、皆の表情は段々と戦慄の色を帯びていった。

　そんな皆の様子を見回しながら、真しん紅くのジャケットを肩かた掛がけにした琴こと里りがすっくと立ち上がる。

「──聞いての通りよ。狂三の悪質な冗じよう談だんと思いたいところだけど、士道の〈刻々帝ザフキエル〉でも確かく認にんが取れてしまっているわ」

「い、一体なんで十香さんはそんなことをしちゃったんですかー……？」

　美九が頰ほおに汗あせを垂らしながら問うてくる。しかし、士道には首を横に振ふることしかできなかった。

「わからない……でも、十香が何の理由もなくそんなことをするとは思えない」

『…………』

　士道の言葉に、皆が押し黙だまる。その沈ちん黙もくは、皆の静かな賛意を示していた。

　そうだ。あの十香が、己おのれの欲望を満たすような目的で世界の書き換えなどを行うはずがない。何か理由があるに違ちがいなかった。

　だが、それが何なのかがわからない。このままでは、十香は世界とともに消しよう滅めつしてしまうという。まさかそんな深刻な状態を、自分で気づいていないということはあるまい。何か理由があるのだ。そんなリスクを負いながらも、澪の霊結晶セフイラを取り込まざるを得なかった理由が。

「──話を整理しましょう」

　士道の思考が袋ふくろ小路こうじに塡はまりかけたところで、琴里がパンと手を打ちながら声を上げた。

「十香は元の世界で、澪の霊結晶セフイラを奪い、この世界を作った。けれどこの世界は制限時間付きで、放ほうっておいたら壊こわれてしまう。一刻も早く十香に霊結晶セフイラを手放させ、世界を元に戻もどさせないといけないわ。──そしてそのためには、十香の目的を知ることが急務よ」

「十香の目的……か。となると……」

「推察。お腹なかいっぱいご飯が食べたい、などでしょうか」

　耶俱矢と夕弦が難しげな顔であごに手を当て、そう言ってくる。発言自体はずっこけてしまいそうなものだったけれど、二人の表情は真しん剣けんそのものだった。

「……十香らしくはあるけど……さすがにそんな理由で世界を書き換えたりしないでしょ。ていうかそれくらい元の世界でも叶かないそうだし」

　七罪が半眼を作りながら頰をかく。まあ実際、その通りではあった。

「むん……ならば十香に直接聞いてみればよいのではないかの？」

　と、次いで六喰が、目元を擦こすりながらそう言ってくる。

「それはいくらなんでも……」

　士道は苦く笑しようしながらそう返しかけたが──言葉を途と中ちゆうで止めると、むうと唸うなって腕うで組ぐみをした。確かにシンプル極きわまりない方法ではあるし、普ふ段だんの攻こう略りやくには使えない。けれど今の相手は十香なのである。その方法が有効である可能性もあながち否定はできなかった。

　琴里もそう考えたのだろう。難しげな顔をしながら唸ってくる。

「……確かに、どうしようもなくなったらそうするしかないかもしれないわね。でも、あくまでそれは最後の手段よ。そもそも、私たちが世界の真実に気づいてしまった、という事実を十香に知らせてよいものかどうかさえわからないわ。十香がこの世界を支配している以上、それを知られた瞬しゆん間かん、みんなの記き憶おくがその事実を知る前にリセットされてしまう……なんて可能性もあるわけだし」

『…………』

　琴里の言葉に、精霊たちが息を吞のむ。

　十香がそんなことをするとは考えづらかったし、考えたくもなかったが、十香が世界を書き換えてしまったのは事実なのだ。相手に圧あつ倒とう的なアドバンテージがある以上、常に最悪を想定して動かねばならなかった。

「……そうだな。でも何もしないわけにはいかない。それとなく十香に探さぐりを入れてみるしか──」

　と、士道が言いかけたところで。




「──ほう？　我が姉し妹まいたちがこのような時間に集まって何をしているのかと思えば、私の世界を砕くだく相談か」




『……ッ!?』

　不意にどこからかそんな声がして、士道たちは身を強こわばらせた。

「こ、この声は……」

「──十香……!?」

　士道がその名を呼ぶと、円卓の中央の空間がぐにゃりと歪ゆがみ、そこから、長い夜色の髪を靡なびかせた少女が姿を現した。

　その装よそおいは皆と同じような寝間着。しかしその双そう眸ぼうには普段のような無む邪じや気きさは見受けられず、ただただ冷たい輝かがやきが灯ともるのみだった。見えない椅い子すにでも腰こし掛かけているかのように空中に浮遊しながら、超ちよう然ぜんとした様子で士道を見下ろしてくる。

「どうやって辿たどり着いたかは知らぬが、大人しく夢に浸ひたっていればよいものを」

「な、何を……」

　十香らしからぬ雰ふん囲い気きと物言いに、士道は言葉を詰つまらせ──しかしそこで気づいた。

　そう。確かに今の十香は、十香の顔をしながら、十香とは思えない言動をしている。

　けれど士道は、そんなおかしな状態の十香に、心当たりがあったのである。

「まさか……反転──？」

「な──」

　士道の言葉に、琴里が目を見開く。

　そう。霊結晶セフイラの反転。精霊の心が絶望に染まったとき起きる現象である。精霊の発する霊力の属性が変化し、自我を消失──もしくはこの十香のように、別人格が現れてしまうのだ。

　そして十香はかつて数度、この反転現象を起こしてしまったことがあった。そのとき十香の身体からだを支配していたのが、この冷れい酷こくにして暴ぼう虐ぎやくたるもう一人の十香だったのである。

「反転──つまり、世界の書き換えを行ったのは、普段の十香ではなくあなたということ？」

　折紙が表情に警戒の色を滲にじませながら問うと、反転十香は肯こう定ていを示すように微かすかに目を細めた。

「……っ」

　士道は突然の事態に緊きん張ちようと戦慄を覚えると同時、不思議な納なつ得とくと安あん堵どを感じてもいた。やはり士道のよく知る十香は、霊結晶セフイラの横おう奪だつや世界の書き換えなどを行う少女ではなかったのだ──

　だが、それがわかったからといって、事態が解決に導かれるわけではなかった。

　世界の書き換えを行ったのが十香の意志でないにしろ、未いまだ反転した十香の狙ねらいはわからないままだったのである。

「……ご本人に登場願えたのなら話は早いわ。──あなたの目的は、何？　一体なぜこんなことをしたの？」

　琴里も士道と同じことを考えたのだろう。頰にひとすじ汗を垂らしながらも、強気な調子は崩くずさず、その問いを発する。

　確かにそれは最終手段であったが、士道たちの企たくらみが知られてしまった以上話は別だった。こうなってはもはや、慎しん重ちよう論は意味を成さない。一か八ばちか、直接問うてみるしかないと考えたのだろう。

　すると反転十香はしばしの間琴里の目を見返したのち、フンと鼻を鳴らしてみせた。

「なに、世界を手中に収めるのも悪くないと思ってな」

「なんですって……？」

「十香の目を通して、我が母たる女の死を見ていた。あの女は気に食わぬが、その力は別だ。どうせ消えゆくものならば、私が手に入れても問題はあるまい」

「…………」

　反転十香の言葉に、士道はその真意を推おし量るように彼女の顔をジッと見つめた。

　本当にそんな理由なのか、それとも何か別に目的があって、こちらを煙けむに巻こうとしているのか。そしてもし後者だった場合、こちらに知られたくない目的とは一体何なのか──

　そんな思考の中、ふと一つの疑問が生じる。──そう。士道が今朝会った十香は、間違いなくいつもの十香だったのだ。反転十香の目的が本当に世界を支配することだとしたなら、わざわざ十香に身体の支配権を返していた理由は一体……

「──ふん」

　と、士道がそんなことを考えていると、反転十香が鬱うつ陶とうしげに息を吐はいた。

「まあいい。既すでにここは我が世界。蟻ありの如ごとき貴様らが何を企くわだてたところで、何も変わりはしない」

　そしてそう言って、すっと右手を掲かかげる。

『……っ！』

　その動作に、精せい霊れいたちの間に緊張が満ちるのがわかった。士道もまた、ごくりと息を吞む。

（──それを知られた瞬間、みんなの記憶がその事実を知る前にリセットされてしまう……なんて可能性もあるわけだし）

　先ほど琴里が発した、そんな言葉が脳のう裏りを掠かすめる。今やこの世界は反転十香の手中。彼女にとってはそれくらい造作もないことだろう。

　そんな皆みなの戦せん慄りつを察してか、反転十香はもう一度フンと鼻を鳴らすと、指をパチンと鳴らしてみせた。

　瞬間、宙に浮ういた反転十香の姿が歪み、空気に溶とけ消えていく。

　数瞬ののち、ブリーフィングルームは、彼女が現れる前の姿に戻っていた。

「──みんな！」

　呆あつ気けに取られる皆の中、最初に声を発したのは琴里だった。

「記憶は確か!?　身体に異状はない!?　何か気になることがあったら、どんな小さなことでも言ってちょうだい！」

　焦あせった様子で皆を見み渡わたしながら、矢や継つぎ早に捲まくし立てる。

　だがそれも無理からぬことではあった。つい今し方まで士道たちの目の前にいたのは、何の比ひ喩ゆでもなく、この世界を支配する少女だったのだ。しかも彼女から見れば、士道たちは世界を乱そうとする邪じや魔ま者ものに違いない。そんな彼女が何もせずに去ったとは思えなかったのである。

　しかし、精霊たちは顔を見合わせると、ふるふると首を横に振ふった。

「い、いえ……大だい丈じよう夫ぶだと思います」

「むん、何もされておらぬのじゃ」

「……異状はない」

　が、そんな中、二亜が何かに気づいたようにハッと目を見開く。

「あーっ！　た、大変だ妹ちゃん！」

「！　どうしたの、何かされてた!?」

「あたしの胸がこんなぺったんこに！　さっきまではＦカップくらいあったのに！」

「…………」

　琴里は無言で半眼を作ると、二亜の頭にぴすっとチョップを落とした。

「あたー！　何さ妹ちゃーん、場を和なごませようとした二亜ちゃんの小こ粋いきなジョークじゃんかよー」

「時と場所を考えなさいっての……！」

　琴里は憤ふん然ぜんと肩かたを怒いからせると、もう一度皆を見回してからようやく息を吐いた。

「どうやら、何もなかったみたいね……」

「ああ……そうみたいだな」

「……何のつもりかしら。私たちは彼女にとって邪魔者のはず。それを放置して去るだなんて……」

「──考えられる可能性は、大きく分けて三つ」

　琴里があごに手を当てながら唸ると、折紙がそれに答えるように声を発した。

「一つ、私たちのことなど、本当に歯し牙がにもかけていない。屈くつ辱じよくかもしれないけれど、私たちにとってはこれが一番ありがたいパターン」

「……まあ、そうね。あとは？」

「二つ、既に特定の記憶が皆の頭から消されているが、彼女の力によって『何もなかった』と認にん識しきさせられている」

「な……」

「戦慄。しかし、あり得ない話ではありません」

　精霊たちが汗あせを滲ませる。だが確かに、反転十香の力を以もつてすれば不可能ではないことだった。

「ただし、こちらに〈囁告篇帙ラジエル〉がある以上、何らかの改変があった場合も確認は可能なはず。彼女がそれを見落とすとも思えない。もし記き憶おくを改変するならば、今私たちが抱いだいている疑念ごと消し去ればいい話。よって、私たちがこんな会話をしている時点で、この可能性はゼロではないものの、非常に低い」

「なるほど……」

「そして、三つ。──私たちを見み逃のがすことに意味がある場合。つまり、これから起こすであろう私たちの行動こそが、彼女の目的に関係している」

「────」

　折紙の言葉に、士道はどくんと心臓が跳はねるのを感じた。

　反転十香が、自分たちに何かをさせようとしている。──それならば確かに筋が通った。突とつ然ぜんの反転十香の登場にも、そして邪魔者であるはずの士道たちを放置したことにも。

　精霊たちも同じことを思ったのだろう。皆難しげな顔をして押し黙だまった。

　とはいえ、それが何かは皆かい目もく見当が付かなかった。何しろ相手は世界の主。指先一つで望みを叶かなえる、まさに〈神デウス〉の力を手に入れた最強の精霊である。何か望みがあるのなら、自分の力で叶えてしまえばよい話だ。仮に精霊たちの力が必要だとしても、力ずくなり操あやつるなりして協力させてしまえば済むだろう。

「……いずれにせよ」

　昏こん迷めいと困こん惑わくが渦うずを巻く中、皆を導くように声を上げたのは、やはり琴里だった。

「彼女の目的は杳ようとして知れないけれど、一つ確かなのは、相手の正体が明らかになったことよ。──なら、私たちのやるべきことは一つでしょう」

　ねえ、士道？　と、琴里が士道に視線を送ってくる。

　その言葉で、視線で、士道は全すべてを理解した。──それはそうだ。士道は今まで幾いく度どとなく、『それ』を繰くり返してきたのだから。

「相手が如い何かに強大であれ、それが精霊であるならば──きっと力を封ふう印いんすることができるはずよ」

　そう。それが、士道の力。澪が完全なる真しん士じを創つくるために与あたえた、霊力封印の力。

「そして、十香の身体に取り込まれた澪の力を封印しさえすれば……」

「──世界はもとに戻もどって、十香の自じ壊かいも防げる……ってことか」

「ええ。──多分、という頼たよりない言葉がおまけについてはくるけどね」

　琴里は小さく息を吐きながら肩をすくめた。まあ、こんなケースは琴里も想定していなかっただろう。確証を持てという方が無む茶ちやな話だ。

　とはいえ、他ほかに方法はなかった。士道は緊張にのどを湿しめらせながら、グッと拳こぶしを握にぎった。

「十香の力を封印するために──デートして、デレさせる」

「その通りよ」

　琴里はこくりとうなずくと、ポケットから取り出したチュッパチャプスを口に放ほうり込んだ。

「さぁ──私たちの戦争デートを、始めましょう」




　　　　◇




　翌朝。士道は精霊マンション四一〇号室──十香の部屋の前に立っていた。

　首元には最新型の通信機、そしてその先には、〈ラタトスク〉の精せい鋭えいたちが控ひかえている。

　そう。士道たちはあのあと作戦会議を続け、早さつ速そく反転十香の攻こう略りやくを開始することを決めたのである。

　無論相手は未知数の力を持つ精霊。本来であればもっとしっかりと準備期間を取り、対策を立ててから挑いどみたいところだった。

　けれどいつ十香の身体からだと澪の霊結晶セフイラが限界を迎むかえるかわからない以上、悠ゆう長ちようなことは言っていられなかったし──何より、こういうのは勢いが大事なのである。それが、琴里と士道の共通した見解だった。

『──じゃあ、早速いきましょうか士道。相手が相手だからって、あまり気負いすぎないこと。確かに彼女の力は強大だけれど、それは今に始まった話じゃないでしょう？　いつも通りのデートができればきっと大丈夫よ』

「……ああ、わかってる」

　士道は通信機越ごしに聞こえてくる琴里の声にうなずくと、すうっと深呼吸をしてから、十香の部屋のチャイムを鳴らした。

　──が、反応はない。十数秒の間待ってから、もう一度チャイムを鳴らす。

　しかしそれでも、玄げん関かんの扉とびらは微び動どうだにしなかった。それどころか、足音一つ聞こえてはこない。

「ん……？　まさか、帰ってないのか？」

『そんなはずはないわ。十香の反応は確かに部屋の中にあるもの。考えられるとすれば、まだ寝ねているか、あえて無視しているか──』

『──こちらの思いも寄らない方法で反応が誤ご魔ま化かされているか、ですね』

　琴里の言葉を補足するようにマリアの声が響ひびいてくる。確かに、今の十香にならそれくらい容易たやすいだろう。

　けれど、いや、だからこそ疑問が生じる。そこまでの力を手にした十香が、わざわざ自分の所在を誤魔化さねばならない理由とは何だろうか？

　少なくとも、士道には思い当たらなかった。もう一度チャイムを鳴らしてから、何とはなしにドアノブを握ってみる。

「ん……？」

『どうしたの、士道』

「開いてる……」

　士道は精霊マンション特有の分厚い玄関の扉を開けながら呟つぶやくように言った。

『何ですって？　じゃあやっぱり、寝ているってわけじゃないのかしら。でもいつもの十香ならまだしも、反転した十香に施せ錠じようの習慣があるかどうかは……』

「とにかく、確かめてみよう。寝てるだけなら起きるまで待てばいいけど、そもそもチャイムが呼び出し音って気づいてない可能性もあるしな」

『確かにそうね。──行ってみましょう』

　琴里の言葉に首しゆ肯こうしながら、士道は扉を完全に開き、十香の部屋の中へと踏ふみ込んだ。

　幾度か訪おとずれたことのある部屋だけれど、心なしか雰ふん囲い気きが異なる気がする。主が変わったためなのか、それともそれを原因とする士道の思い込みなのか。

　どちらにせよ、琴里の言うとおり気負いすぎてはならない。士道はこくんと唾だ液えきを飲み下してから声を上げた。

「おーい、十香。いないのか？　入るぞ？」

　そして、努めて気安いいつもの調子で声をかける。

　しかし、やはり反応はない。士道は合図を送るように首元の通信機を小こ突づいてから、靴くつを脱ぬいで部屋に上がっていった。

　と、そのまま廊ろう下かを半分ほど渡ったところで、初めて部屋の中に変化が現れた。

　左方──バスルームの方向から、カチャリという音が聞こえてきたのである。

「！　十香、いたのか。悪い、扉が開いてたから心配になって──」

　士道は用意していた言い訳の言葉を述べようとし──途と中ちゆうで止とめた。

　だがそれも当然である。何しろそこに現れたのは、長い髪かみからぽたぽたと雫しずくを滴したたらせた、一糸纏まとわぬ姿の十香だったのだから。

「──ッ!?　とッ、とととと十香……!?」

「貴様か。不ぶ躾しつけな上に喧やかましい人間よ」

　吐はき捨てるようにそう言って、十香──口ぶりからして反転十香だ──が、恥はずかしがる様子もなく腕うで組ぐみしてみせる。白い乳ち房ぶさに煙けぶった髪が微かすかに揺ゆれ、士道は慌あわてて目を逸そらした。

『マリア！』

『ご安心を。既すでに画面フィルターをかけています』

　通信機を通して、琴里とマリア、そして残念そうな男性クルーの声が聞こえてくる。しかし、今の士道に安あん堵どする余よ裕ゆうなどはなかった。十香の裸ら体たいを直視しないようにしながらのどを震ふるわせる。

「やっ、えっ……な、何してるんだよそんな格好で……!?」

「己おのれの部屋で湯ゆ浴あみをして何が悪い」

「あっはい何も悪くないです……」

　まったくもって正論だった。明らかに、家主の許可を得ずに部屋に入った士道が悪い。士道は頰ほおを真っ赤に染めながら、申し訳なさそうに頭を下げた。

　しかし反転十香はそれを気にする様子も咎とがめる様子もなく、鬱うつ陶とうしげに半眼を作りながら首を傾かしげてくる。

「──して、何用だ。折角目こぼしをしてやったというのに、それだけでは不満か。ならば構わぬ。命、身体、記憶、要いらぬものを選ぶがいい」

「ちょ、ちょっと待った！」

　反転十香がゆらりと片手を上げる。士道は泡あわを食って首を横に振ふった。

「そうじゃなくて……今日はおまえを、デートに誘さそいに来たんだよ！」

「──デェト、だと？」

　反転十香はぴくりと眉まゆの端はしを揺らすと、何やら思案するようにあごに手を置いた。

　そして数すう瞬しゆんののち、目を逸らしていた士道の胸むな倉ぐらを摑つかみ、その顔をぐいと自分の方へと向けさせる。

「わ……っ!?」

「囀さえずるな。消されたいか？」

「……！」

　冷れい酷こくな光を湛たたえた双そう眸ぼうで睨にらまれる。士道は小刻みに首を横に振った。

　すると反転十香は、フンと鼻を鳴らしてから続けた。

「デェト。デェトと言ったな。──よかろう。付き合ってやる」

「……!?　ほ、本当か!?」

　意外な反転十香の返答に、士道は思わず目を丸くした。いや、無論最初からデートを承しよう諾だくしてもらうことを目的にここにきていたわけではあるが、こうも素す直なおに受け入れてもらえるとは思っていなかったのである。

　しかし、反転十香は士道の胸倉を摑んだまま視線を微かに下に落とした。

「ああ。──だが、その無ぶ粋すいは許さぬ」

「え──？」

　瞬間。

　十香の目が見開かれたかと思うと、自分の首元でバヂッという音がして、士道は思わず目を瞑つぶった。

「痛ッ……」

　次いで、何やら細い煙けむりが立ち上り、焦こげくさい臭においが鼻を刺さしてくる。

　一いつ拍ぱく置いて士道は気づいた。首に貼はり付けていた小型通信機が破壊されたことに。

「な、何を……」

「それはこちらの台詞せりふだ。デェトとやらに誘ったのは貴様だろう。ならば小こ賢ざかしい真ま似ねなどせず、己の手のみで私を持て成してみせよ」

　言って、士道の目を睨み付けてくる。

　至し極ごくもっともな言い分である。士道は何も言えず、降こう伏ふくを示すように黙だまってうなずく他なかった。

　すると反転十香は心なしか満足げに息を吐くと、ようやく胸倉を摑んでいた手を離はなし、士道を解放した。

「けほ……っ、けほ……っ」

「さて人間。では改めて、もう一度言え」

「え……？」

「貴様が先ほど吐いた言葉だ。よもやこの僅わずかな間に忘れたとは言わぬだろうな」

　反転十香が、刺すような眼光で士道を見ながら言ってくる。士道は緊きん張ちように息を詰つまらせた。

「…………」

　思い当たる台詞といえば、一つしかない。士道は襟えり元もとを直すと、呼吸を整えてから反転十香の目を見み据すえ──言った。

「十香。今から俺と……デートしてくれないか？」

「──おお、本当か!?」

　──と。

　次の瞬間響いた声に、士道は軽い違い和わ感かんを覚えた。

　別に声こわ色いろが変わったわけではない。けれどその声は、反転十香のものにしてはあまりに無む邪じや気きで、明るすぎたのである。

　心なしか、全体的な雰囲気も柔やわらかくなっている気がする。先ほどまで険を帯びていた双眸は丸く見開かれ、眉は優やさしげなカーブを描えがいていた。それどころか、冷たさを覚えるほどに白かった頰にうっすらと朱しゆが差し、口元は歓かん喜きと興奮に耐たえきれないといった様子で笑えみの形を描いている。

　それはまるで──

「と……十香？　十香なのか？」

　士道は呆ぼう然ぜんと声を発した。

　そう。先ほどまで反転していた十香が、一瞬のうちに元の十香に戻もどっていたのである。

「む……？　どうしたのだシドー。私は私に決まっているではないか」

　十香が不思議そうな顔をして首を捻ひねってくる。士道は慌てて、誤魔化すように笑ってみせた。

「そ、そうだよな。はは……」

「そうだぞ。何を言っている……のだ……？」

　と、そこで十香が何かに気づいたように目をぱちくりさせた。そして、ゆっくりと視線を下方──髪と水すい滴てきのみが纏わり付いた自分の身体からだへと落としていく。

「な……っ!?　ななななんだこれはシドー！　なぜ私はこんな格好をしているのだ!?」

　十香は顔を真っ赤にしながら叫さけびを上げると、身体を覆おおい隠かくすようにその場にしゃがみ込んだ。

「えっ、ええっ!?　いや、それは十香が自分で──」

「馬ば鹿かを言うな！　自分で服を脱いだなら忘れるはずがないだろう！　は……っ、まさか〈贋造魔女ハニエル〉で私の服を……!?」

「ち、違ちがう！　濡ぬれ衣ぎぬだ！」

〈贋造魔女ハニエル〉であれば可能なところが苦しかったが、士道としてはそう言う他ほかなかった。必死に頭かぶりを振り、無実を訴うつたえる。

　すると十香は真っ赤な顔で士道を見上げながらも、「……むう」と唇くちびるを尖とがらせた。

「……そうか。何やらわけがわからぬが……シドーがそう言うのならば信じよう」

「と、十香……」

「シドーはおなごの服を脱がせることはあっても、噓うそを吐つくことはないからな……」

「……お、おう。ありがとう……でいいのかな？」

　士道は困こん惑わく気味に眉根を寄せながら頰をかいた。……あながち間違っていないだけに否定はしづらかった。

　とにかく、十香をこのままにしておくわけにもいかない。士道は洗面所に向かうと、バスタオルを一枚持ってきて、十香の身体にかけてやった。

「おお……ありがとうだ、シドー」

「気にすんなって。早く身体を拭ふいて着き替がえてきな」

「うむ。なにしろ、久々のデェトだからな……！」

　十香が、バスタオルを器用に身体に巻き、すっくと立ち上がりながら言う。

　士道は一瞬思案を巡めぐらせた。──確かに士道の目的は十香をデレさせ、その霊れい力りよくを封ふう印いんすることである。だが、澪の霊結晶セフイラを奪うばったのは反転十香だ。今の十香とデートすることが正解なのかどうかはわからなかった。

　とはいえ、そんな考えが過よぎったのもごく僅かな間だ。

「──おう、楽しみだな」

　十香の無邪気な笑みを向けられた士道に、そう返す以外の選せん択たく肢しは存在しなかったのである。







「──士道、士道！　応答してちょうだい！」

　空中艦かん〈フラクシナス〉艦橋の艦長席に腰こし掛かけた琴里は、マイクに向かって幾いく度ども呼び声を発していた。

　しかし、艦橋に設しつらえられたスピーカーからはノイズのような音が響ひびくばかりで、応答らしきものは一向に返ってこない。それどころか、士道に随ずい行こうしていた自律カメラからも、映像が送られてこなくなってしまった。要は、反転十香の懐ふところにいる士道と、一いつ切さいのコンタクトが取れなくなってしまったのである。

「く……一体何があったっていうの!?」

「──十香の霊力値が上がった瞬間、通信機と自律カメラが破は壊かいされました。ほぼ間違いなく、十香の仕し業わざかと」

　艦長席の隣となりに控ひかえた少女──マリアが、難しげにあごを撫なでながら言ってくる。琴里は眉根を寄せながら、くわえていたチュッパチャプスに歯を立てた。

「新しい自律カメラは？」

「それも──」

「先ほどから送っていますが、観測圏けん内ないに入った瞬間に破壊されています。恐おそらく、人員を送っても結果は同じかと」

　マリアの声を遮さえぎるように答えてきたのは、マリアの反対側に控えた副司令・神かん無な月づき恭きよう平へいであった。こちらも深刻そうな表情を作り、ノイズが表示されたメインモニタに顔を向けている。

　しかし何やらどことなく、その声の調子からは、マリアへの対たい抗こう意識が感じ取れた。実際、台詞を横取りしてからマリアに視線を送り、ニヤリと唇の端を上げていた気がする。

　その様子に、微かすかにマリアがムッとした表情を作る。

「とにかく、ここは士道に任せるしかありません。いざというときの場合を考え、戦せん闘とう配備だけはしておきましょう」

「何を言っているのですマリア。ここは士道くんの安全を確保するのが第一です。今すぐ〈フラクシナス〉で回収すべきかと」

　マリアの提言に、神無月が反論する。艦長席を挟はさんで、二人の視線が交わり、バチバチと火花を散らした。

「お言葉ですが神無月、十香が警けい戒かいをしている以上、これ以上の干かん渉しようは逆効果になり得ます。ここは様子を見るのが吉きちかと」

「おっとこれは〈フラクシナス〉ＡＩとは思えない発言ですね。ここで士道くんを失うということは作戦の失敗を意味します。ここは仕切り直すべきです」

「その頭ず蓋がい骨こつの中に茹ゆですぎたうどん以外のものが詰まっているのならもう少し考えを巡らせて欲しいものです。十香が士道に危害を加えようというのであれば、こんなことをする必要はありません。わざわざカメラと通信機を壊こわしたということは、こちらに知られたくない話があるとみるのが妥だ当とうでしょう。その程度も思い至らないのであれば、黙って五いつ河か家の玄げん関かんマットとして一生を全まつとうした方が世のためでは？」

「な……っ、ここで言葉責めとかずるいですよマリア！　そんなご褒ほう美びをちらつかせても、この艦長席隣のポジションは渡わたしませんからね！　もっとも司令から罵ば倒とうされやすく、もっとも司令から足を踏ふまれやすい！　この場所に至るまでに、私がどれだけの苦労をしたと思っているのですか！　いくら実体を得たからといって、ポッと出のメカ娘むすめに──」

「うるさい」

「きゃおん！」

　頭越ごしに飛び交かう言葉に痺しびれを切らした琴里は、両手をブンと振ふり、艦長席の両隣に裏うら拳けんを放った。左手が神無月の鳩尾みぞおちに突つき刺ささる。右側に立っていたマリアは、どうやら身体を反らして避よけたらしかった。

「とにかく、一いつ旦たん様子を見るわよ。自律カメラを近くに送るのが無理なら、遠えん距きよ離りから──」

　と、琴里が言いかけたところで、ポケットの中のスマートフォンが、軽快な着信音を響かせながら振しん動どうし始めた。

「──！」

　琴里の脳のう裏りに最初に過ぎった相手は士道である。通信機を破壊された士道が、十香の目を盗ぬすみ電話をかけてきたのではないかと思ったのだ。

「え……？」

　けれど、画面に表示されていた名前は予想外のものだった。思わず眉まゆ根ねを寄せてしまう。

「琴里？　どうかしましたか？」

「……あ、いえ、何でもないわ」

　マリアの言葉に首を振って応こたえると、琴里は着信ボタンを押した。

　するとすぐさま、電話口から聞き慣れた笑い声が響いてくる。

『──きひひ、ひひ』

「一体何のご用かしら、狂三。悪いけど、今少し立て込んでるのよ」

　琴里はスマートフォンを耳に押し当てながら、ため息交じりにそう言った。

　そう。電話をかけてきたのは、誰だれあろう時とき崎さき狂三その人だったのである。

『うふふ、ご安心くださいまし。士道さんはご無事ですわ。十香さんとのデートもつつがなく決まったようでしてよ。通信機とカメラが破壊されたのも、デートを邪じや魔まされたくないというのが主な理由であるようですわ』

「！　あなた、一体なぜそれを──」

　言いかけて、琴里は言葉を止めた。──問うまでもない。今狂三の手には、世界の真実さえも暴あばいた全知の天使があるのだから。

「あなたがその天使を手に入れたのがごく最近でよかったって、心から思うわ」

『うふふ、褒ほめ言葉と受け取っておきますわ』

　狂三が可お笑かしそうにくすくすと笑ってくる。そこはかとない恐ろしさを感じて、琴里は小さく息を吐いた。

「で、わざわざそれを教えてくれたってわけ？　ならとりあえずお礼を言っておくけれど」

『いえいえ、わたくしも琴里さんには何かとお世話になっておりますし、お互たがい様ですわ』

　狂三は冗じよう談だんめかした調子でそう言って、続けてきた。

『──でェ、もォ。用件はそれだけではありませんの。琴里さんには、今から告げる場所に、お一人で来ていただきたいのですわ』

「……どういうこと？　〈囁告篇帙ラジエル〉で調べたんだからわかっているでしょう？　今私が作戦行動中だって」

『ええ、ええ。存じておりますわ。でも、目と耳を潰つぶされた琴里さんたちにできるのは、待機することくらいのはずでしょう？　なら、しばしの時間わたくしに付き合ってくださってもよいではありませんの』

「あなたねえ……仮にそうだとしても、司令官が持ち場を離はなれるなんて──」

『──それが士道さんと十香さんのデートのため……と申し上げても、ですの？』

「……なんですって？」

　狂三の言葉に、琴里は不ふ審しんそうに目を細めた。




　　　　◇




　三月も下げ旬じゆんとなれば、だいぶ暖かな気候となってくる。琴里は別段厚手の上着を羽織るでもなく地上に降り立つと、辺りに視線を巡らせた。

「この辺りのはずだけど──」

　琴里が〈フラクシナス〉から降り立ったのは、天宮市の外れにある自然公園の一角であった。広大な敷しき地ちに木々が生おい茂しげり、遠くには木製のアスレチックや運動場などが見て取れる。狂三が指定してきたにしては、いやに平和な場所であった。

　だが、まったく違い和わ感かんがないかといえば、それも噓うそになった。──休日の朝だというのに、広場で遊ぶ子供たちや、犬の散歩をする近きん隣りん住民の姿が、一切認められなかったのである。まるで、空くう間かん震しん警報が発されてでもいるかのような様相であった。

　と──

「ふむん……？　そこにいるのは妹いもうと御ごではないか」

　琴里が周囲の様子を窺うかがっていると、不意に後方から、そんな声が聞こえてきた。

「六喰？」

　そこにいた少女の姿を見て、琴里は目を丸くした。そう。ひとけのない公園に、薄うす手でのコートを着た六喰の姿があったのである。

「一体どうしたの？　マンションにいるはずじゃ……」

「むん。確かに自分の部屋にいたのじゃが……狂三から電話がかかってきての。──主様と十香を助けたくば、今から指定する場所にこい、と」

「なんですって？」

　琴里が受けた電話の内容と同じである。どうやら六喰も琴里と同様、狂三に呼び出されたらしい。

「一体何のつもりかしら。どうして私と六喰を──」

「あーっ！」

　と、琴里が狂三の意図を測りかねて考えを巡めぐらせていると、今度はまた別の方向から、よく通る声が聞こえてきた。

「琴里さんに六喰さんじゃないですかー！　奇き遇ぐうですねー！　あっ、それとも私に会いに来てくれたんですか？　それともやっぱり運命ですか!?　どちらも素す敵てきなのでとりあえずハグさせてもらってよろしいですかねー!?」

　などと、不審者一直線な言葉を吐きながら、美九が駆かけ寄ってくる。琴里は手を突っ張るようにして美九の進行を止めると、「六喰！」と声を上げた。

「むん……！」

　琴里の意図を察してくれた六喰が、美九の脳天に手刀を落とす。それでようやく、美九は大人しくなった。

「きゃんっ！　六喰さんたら刺し激げき的ですぅ」

「まったくもう……でも美九までここにいるなんて。──もしかして、あなたも狂三に呼び出された口？」

「えっ、どうしてわかるんですかぁ？」

　美九が驚おどろいたように目を丸くしながら言ってくる。琴里は予想通りの返答に、爪つめを嚙かみながら表情を険しくした。

「美九もか。──やっぱり、士道と十香を助けたかったらここにこいって言われたの？」

「え？　いえ、『ふたりきりでお話をしたいですわ……わたくしと美九さんの今後について』って、もの凄すごく悩なやましげな声で囁ささやかれましてぇ」

「……そ、そう」

　琴里は頰ほおに汗あせを垂らしながらそう返した。……どうやら、誘さそい出し方にもバリエーションがあるらしい。というかよくその怪あやしげな文言でこんなところまで来ようと思ったものである。今度、詐さ欺ぎや美人局つつもたせに引っかからないよう講習を行った方がよいかもしれなかった。

　と、琴里がそんなことを考えていると──

「琴里……さん？」

「……あれ、みんないる……」

「ほう？　先客か。闇やみへの招待状を受け取ったのは我らだけではなかったようだな」

　六喰や美九のように、次々と精せい霊れいたちが公園に集まってきた。四糸乃、七罪、八や舞まい姉し妹まい、そして折紙に、朝だというのに眠ねむそうな顔をした二亜まで。

　十香と狂三を除く精霊、実に九名が、閑かん散さんとした自然公園に集つどう。どうやら皆みな狂三に呼び出しを受けていたようで、互いの顔を見ながら驚いたように目を丸くしていた。

　そんな様子を見ながら、琴里は不ふ機き嫌げんそうに顔を歪ゆがめた。

「……いよいよきな臭くさいわね。みんなを集めるなら、私に一言言えば済む話じゃない。なんだってまた狂三はこんな真ま似ねを──」

「──うふふ。そう邪推しないでくださいまし」

「……！」

　不意に聞こえてきた声に、琴里は小さく肩かたを震ふるわせた。

　するとそれに応えるかのように、皆の中心に影かげが蟠わだかまり、その中から、黒い外がい套とうを纏まとった狂三が姿を現す。

「狂三さん──」

「……うわ、出た」

「きゃー！　待ってましたぁー！」

　狂三の登場に、精霊たちが思い思いのリアクションを返す。狂三はそれを愉ゆ快かいそうに見み渡わたすと、ニィと笑いながら琴里に視線を向けてきた。

「ようこそいらっしゃってくださいましたわ、皆さん。一人も欠けることなく揃そろっていただけて嬉うれしいですわ」

「挨あい拶さつはいいわ。それより、話を始めてちょうだい。──私たちを集めた理由は何？　あえてバラバラに呼び寄せたのはなぜ？　士道と十香に関かかわることというのは本当？」

「あらあら、せっかちさんですわね。もう少し余よ裕ゆうを身につけないと、一人前のレディにはなれませんわよ」

「……大きなお世話よ」

　ギロリと睨にらみ付けるようにしながら言うと、狂三はくすくすと笑ったのち、芝しば居いがかった調子でくるりとその場でターンをしてみせた。

「では、一つずつご説明しますわ。──まず、皆さんに集まっていただいたのは他ほかでもありません。士道さんと十香さんのデートを無事成功させるため、ですわ」

　電話の内容と同じことを、狂三が繰くり返す。琴里を始めとする大多数の精霊は先を促うながすようにうなずいた。一部、「えーっ！　二人の今後についてじゃなかったんですかー！」とショックを受ける美九や、「……えっ、どんな原げん稿こうも一時間で仕上げる伝説のアシを紹しよう介かいしてくれるっていうから、眠気を押してきたんだけど……」と、目を擦こすりながら言う二亜のような精霊もいたが……まあ、誤差のようなものだろう。

「そして、皆さんをバラバラに集めた理由も単純なものですわ。──これから戦いを繰り広げる相手同士が仲良く戦場にやってくるというのも、おかしな話ではありませんの」

「……は？」

　愉快そうに発された狂三の言葉に、琴里は思わず間の抜ぬけた声を発した。

　否いな、琴里だけではない。他の精霊たちもまた、似たような反応を示している。狂三はそんな皆の表情が可笑しくてたまらないといった様子で、より一層笑えみを濃こくした。

「戦う……？　私たちが？　一体何を言っているのよ、狂三。何か悪いものでも食べたの？」

「うふふ、残念ながら正気ですわ。もしもこれくらいで狂くるってしまえたならば、わたくしの人生はもう少し気楽なものだったでしょうに」

　狂三が、自じ嘲ちよう気味に肩をすくめながら言う。琴里は狂三の意図を測りかねて、腕うで組ぐみしながら押し黙だまった。

　その無言を、先を促していると取ったのだろう。狂三は薄笑いのような表情を貼はり付けたまま続けてきた。

「順を追ってお話しいたしましょう。──まず、皆さんが考えているより、十香さんの状態はよくありませんわ。じきに、彼女の身体からだは世界を道連れに自じ壊かいしてしまうでしょう。それこそ、士道さんとのデートをつつがなく終えることさえ難しいかもしれませんわ」

『な……！』

　突とつ然ぜんの言葉に、琴里たちは思わず息を詰つまらせた。

　十香の命が危あやういのは既すでに知っていた。だが、まさかその期限がそこまで迫せまっていようとは──

「もしそれが本当なら、なんで最初に言わなかったのよ、狂三……！」

「あらあら、琴里さんともあろうお方が、そんなことを仰おつしやいますの？　もしそれを士道さんが知ってしまっていたならば、楽しいデートになどなりようがないのではありませんこと？」

「く……」

　煙けむに巻かれている感は否めないが、確かにその通りかもしれなかった。ギリと奥歯を嚙みしめながらも、続けろ、と言うように意気を収める。

　すると狂三は、恭うやうやしく礼をしながらあとを続けてきた。

「さて、わたくしとて、この世界に終わりを迎むかえて欲しくなどはありませんわ。そして十香さんを止められるのはこの世界にただ一人、士道さんだけ。けれど、如い何かに士道さんとはいえ、十分に時間が取れないとなれば達成は難しくなるでしょう」

「……なんか、話が見えないんだけど」

「首しゆ肯こう。つまり何が言いたいのですか」

　八舞姉妹が焦じれたように言う。すると狂三は、そんな合いの手をこそ求めていたというようにうなずいて話を続けた。

「至し極ごく簡単な話でしてよ。──残り時間が少ないのならば、増やせばよいのですわ。わたくしたちの霊力を以もつて、この世界を少しだけ長く存続させるのですわ。──士道さんが、あの十香さんをデレさせるまで」

「世界を……」

「存続、させる……？」

　四糸乃と七罪が困こん惑わく気味に眉まゆ根ねを寄せ、顔を見合わせる。狂三は「ええ、ええ」と大おお仰ぎようにうなずいた。

「幸か不幸か、ここは十香さんが作った世界──全すべてが、十香さんの支配領域でしてよ」

「──なるほど。それで、戦うという話に繫つながるということ」

　狂三の言葉に最初に理解を示したのは折紙だった。静かな、しかし確たる意志の火をその双そう眸ぼうに灯ともしながら、狂三を見つめる。

「うふふ。さすが、ご理解が早くて助かりますわ」

「え？　ど、どういうことですかぁ？」

　美九が説明を求めるように、狂三と折紙の顔を交こう互ごに見る。すると折紙が、淡たん々たんとした調子で話を始めた。

「──皆も経験があると思うけれど、霊れい装そうと天使を顕けん現げんさせていると、それだけで体内の霊力を消費していく。けれど、その霊力は無となっているわけではなく、辺りに放出された状態になる。ＣＲ‐ユニット〈ブリュンヒルデ〉の兵装〈エインヘリヤル〉などは、その発散された霊力を再収集して刃やいばとする武器」

「把は握あく。マスター折紙が使っていた槍やりですね」

「なるほどにゃあ……で、それがどうしたってわけ？」

　夕弦が首肯し、二亜が首を傾かしげる。折紙は二人を一いち瞥べつしてから続けた。

「今この世界は、十香の支配領域。つまり私たちが発散した霊力は世界に吸収され、結果的に十香の世界を存続する一助となる可能性がある。そして、もっとも効率よく霊力を消費する方法が──」

「──天使同士を討うち合わせる戦せん闘とう、ってわけね」

　琴里が言うと、折紙はこくりとうなずいた。

　すると、狂三がパチパチと手を叩たたいてくる。

「ご名答ですわ。──皆さんも、ご理解いただけまして？」

『…………』

　狂三の言葉に、皆が無言になる。とはいえそれも無理のない話ではあった。突然様々な情報をぶつけられ、皆混乱しているのだろう。

　と、そんな中、ゆっくりと挙げられる手があった。──二亜だ。

「……悪いんだけどさ、くるみん。ちょっと、あたしの〈囁告篇帙ラジエル〉でもそれ、調べさせてもらっていい？　別にくるみんが信用できないっていうわけじゃないけど……どうも突とつ拍ぴよう子しがなさ過ぎてさ」

「…………」

　すると狂三は、一いつ瞬しゆん目を細めながら二亜を見──小さく首を前に倒たおした。

「……ええ。二亜さんがそれをお望みならば、ご随ずい意いに」

「ん。じゃあ──頼たのむよ、〈囁告篇帙ラジエル〉」

　言って、二亜が手を掲かかげると、そこに光り輝かがやく一冊の本が現れた。

　二亜はその本を広げると、何かを呟つぶやきながら紙面を指でなぞり──

「……ッ、くるみん……！」

　信じられないものを見たような目で、狂三を睨み付けた。

「はい。どうかいたしまして？」

　対して狂三の反応は、至極落ち着いたものであった。穏おだやかな笑みを浮うかべながら、二亜の視線に返す。

　そんな狂三の様子を見てか、二亜が小さくため息を吐ついた。

「……損な性格してるね、きみも」

「あら、あら」

　二亜の言葉に、狂三が曖あい昧まいに笑う。そんな二人のやり取りに、琴里は不ふ審しんそうに眉を歪ゆがめた。

「何よ。何が見えたっていうの、二亜」

「……ん、残念ながら、くるみんの言ってることは本当だよ。あたしたちに今できることは、たぶんそれしかない。あとは少年が上手うまくやることを祈いのるばかりだ」

「…………」

　二亜の返答は、少し琴里の質問の意図とずれていたが──彼女の表情が、それ以上の問いを許さなかった。普ふ段だんのおちゃらけた調子が噓うそのように、その目に微かすかな戸と惑まどいと、静かな、しかし強い意志が満ちている。──こんなことを言っては失礼かもしれなかったけれど、二亜が初めて大人に見えてしまったのだ。

　が、二亜はすぐに気を取り直すようにパンと手を叩いた。

「──はい！　んじゃルール決めようぜー。とりあえず場所はここでいいわけ？」

「ええ、ええ。辺り一帯、『わたくしたち』が人ひと払ばらいをしておりますわ。近きん隣りん住民が迷い込んでくる心配はありませんわよ。──戦いは原則、霊装と天使を顕現させて行うものとし、霊力が尽つきてその二つが顕現できなくなった時点で脱だつ落らくとする、というのはいかがでして？　無論、戦いの目的が霊力の発散にある以上、無防備な相手への攻こう撃げきは御ご法はつ度とですわ」

「ヒュウッ！　デキる女は違ちがうねくるみん！」

　二亜が口笛を吹ふきながら、オーバーアクション気味に身を反らしてみせる。そのコミカルな調子に、ほんの少しだけ周囲の空気が弛し緩かんしたような気がした。

「……ああ、もう。わかったわよ。それしか手がないっていうなら付き合ってあげる。──ただ、ひとつ問題があるわ」

「問題、ですの？」

「ええ。……悪いけれど、私の霊結晶セフイラは性しよう悪わるでね。長時間力を使っていると、破壊衝しよう動どうに吞のまれて見境なくなっちゃうのよ。途と中ちゆうから一人だけ殺し合いのテンションになるのはまずいでしょ」

　琴里が肩かたをすくめながら言うと、狂三は、その懸け念ねんは既に想定していたというように微笑ほほえんだ。

「心配ご無用ですわ。──少なくとも、今この世界の中であれば」

　そしてそう言って、大仰に右手を掲げてみせる。

　するとその動作に合わせるかのように、狂三の足元に広がった影かげが蠢うごめき、彼女の身体に纏まとわり付いていった。

　──霊装。精霊を守る絶対の鎧よろいにして城。

　しかも、従来の霊装とは少し形が異なっていた。淡あわく輝くゴシックロリータ調のドレスに、修道女の如ごとき装そう飾しよくが施ほどこされている。言うなれば、狂三がウェストコットとの戦いの際に顕現させた限定霊装を、完全な形に仕上げたような姿をしていた。

「限定霊装……じゃない？　あなた、それは──」

　琴里は微かな警けい戒かいと共に視線を鋭するどくした。士道に力を封ふう印いんされた精霊は、基本的に限定的な霊装しか顕現できないはずである。しかし、今狂三が纏ったドレスから発される濃のう密みつな霊力は、明らかに完全な霊装のそれであった。

「うふふ、そう恐こわい顔をしないでくださいまし。わたくしが何かしたわけではありませんわ。──皆みなさんも、霊装を顕現させれば、同じことができるはずですわよ」

「……どういうこと？」

　琴里が怪け訝げんそうに問うと、狂三はゆったりとした足取りでステップを踏ふみながら返してきた。

「この世界は、十香さんが作り上げた、完かん璧ぺきで歪いびつな空想の世界。真那さんの身体からだが完治し、紗さ和わさんが生き返っている優やさしい世界。あらゆる条理が、わたくしたちに都合よく改変されているようですわ。──琴里さんを蝕むしばむ破は壊かい衝動が解消されていることは、〈囁告篇帙ラジエル〉でも確かく認にん済みでしてよ」

「……なるほどね」

　琴里は目を細めながら腕うで組ぐみした。そして皆に意志を確認するように、精霊たちの顔をぐるりと見回す。

「──だそうよ。皆、協力してもらえるかしら？」

　琴里が言うと、精霊たちは一いつ斉せいに力強くうなずいてきた。

「了りよう解かいした」

「はい、もちろんです……！」

「むん。主様と十香のためであれば、断る理由はあるまい」

「ですねぇ。あ、霊装と天使を顕現できなくなった人への攻撃は禁止ですけど、介かい抱ほうはセーフですよね？　ね？」

　折紙、四糸乃、六喰が同意を示し、美九が何やら楽しげに身体を揺ゆらす。

　琴里が苦く笑しようしていると、次いで八舞姉し妹まいがニッと口元を笑えみの形にしてみせた。

「呵か々か、それを抜ぬきにしても面おも白しろいではないか！」

「同調。精霊の中で誰だれが一番強いか──興味がなかったと言えば噓になります」

　言って、耶俱矢と夕弦が互たがいに視線を交じらせる。その目には、好こう奇き心しんと闘争心が輝きとなって灯っていた。

　どうやら、モチベーションこそそれぞれではあるものの、皆異存はないようだった。より細かなレギュレーションを定めようと、狂三の方に向き直る。

　が、そこで七罪が、弱々しく手を挙げてきた。

「……あのー……」

「あら、どうかしたの、七罪」

「……いや、霊力を発散して世界を存続させること自体には文句ないんだけど……私絶対弱いから、できれば戦いたくないっていうか……もっと平和的な方法ない？　いっせーので少しずつ霊力撃うち合うとか……」

　申し訳なさそうに肩をすぼませながら、七罪が言ってくる。

　まあ、全員が全員、八舞姉妹のように競争好きなわけでもない。こういう意見が出てくるのも当然ではあった。

　しかし、そんな七罪の言葉に、狂三が大仰に頭かぶりを振ふる。

「ああ、ああ、いけませんわ。そんなぬるま湯に浸ひたったようなやり方では、限界まで霊力を絞しぼり出すことはできませんもの。それに──」

「……それに？」

「それでは面白くないではありませんの」

「本音出やがったなチクショウ……！　霊力発散すればいいなら、わざわざそんな危険な真ま似ねする必要ないじゃん！」

　七罪が髪かみを搔かき毟むしりながら悲鳴じみた声を上げる。しかし狂三は気にした様子もなく「ここまできたら諦あきらめてくださいまし」と楽しげに言った。

「とはいえ……確かに七罪さんの言うことにも一理あるかもしれませんわね」

「えっ？」

「──如い何かに世界を救うという大義名分があるとはいえ、皆さん仲のよろしい間あいだ柄がら。どこかで遠えん慮りよが出てしまう可能性がありますわ。本気で天使を交かわし合うには、もう一つ動機というか、心を突つき動かす何かが必要かもしれませんわね」

「心を突き動かす何か……？」

「ええ、ええ。有り体ていに言ってしまえば『ご褒ほう美び』ですわ」
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　狂三が指を一本立てながら言ってくる。八舞姉妹を始めとする面々が、「ほう……？」と興味深げに目を細めた。

「ご褒美……ね。一体何がいいのかしら？〈ラタトスク〉で用意できそうなものなら手配するけど」

「うふふ。琴里さんのお手を煩わずらわせるまでもありませんわ」

　狂三はそう言うと、心底楽しげに唇くちびるを歪めた。




「そうですわね──『士道さんへ想おもいを伝える権利』、というのはいかがでして？」




『な……ッ!?』

　狂三の言葉に。

　精せい霊れいたちの目が、一斉にカッと開かれた。

「わたくしが知る限り、士道さんにきちんと想いを伝えた方はおられないご様子──

　であれば、ちょうどいいではありませんの。たとえその答えが如何なものだとしても、他の方々に一歩先んじて、あの煮にえ切らない士道さんに告白できるチャンスというのは、命を賭として勝ち取るに足るものではございませんこと？」

『…………』

　精霊たちは無言で視線を交じらせると、一斉にごくりと息を吞んだ。

「士道に……告白……？」

「他ほかの誰より、早く──」

「……もしも負けたら──」

「私じゃない誰かが、士道に──？」

　もはや、それ以上言葉は要いらなかった。

　それくらいにわかりやすく、精霊たちの間には静かな、しかし猛たける炎ほのおが燃え上がる。

　そんな皆の気き炎えんを察してか、二亜がニッと頰ほおを歪めると、開戦を宣言するかのように口笛を吹いた。

「──ヒュウ、みんなやる気出てきたみたいじゃん？　少年ととーかちゃんもよろしくやってるみたいだし──

　あたしたちも、戦争デートとしゃれ込もうじゃないの」

　そうして、恐おそらく過去最大規模となるであろう精霊たちの戦いが──幕を開けた。








断章／三　Despair









　絶望が、押し寄せてくる。

　そうとしか表現しようのない強い感情の波が、彼女を襲おそった。

（──────）

　これまでも、もう一人の自分の感情が強く揺ゆさぶられることはままあった。激しい悲しみを覚えることもあれば、強い怒いかりに我を忘れそうになったこともある。

　しかしそれらはあくまでも、己で律することのできる範はん囲いの感情だった。事実もう一人の自分は、すぐにそれを収め、また穏おだやかな感情の旋せん律りつを奏で始めていた。

　──けれど、これは違ちがう。

　もう一人の自分の存在そのものに罅ひびが入るかのような感覚。今まで享きよう受じゆしてきた幸せを、全て失ってしまうかのような喪そう失しつ感かん。かつて恐きよう怖ふと悲ひ哀あいに支配されていた頃ころでさえ、ここまで強い絶望を感じたことはなかった。一体、もう一人の自分に何が起こったというのか──

（……ッ）

　そこで、彼女はあることに気づいた。

　もう一人の自分の心。今まで漠ばく然ぜんと感じ取るしかできなかったそれが、段々と明確な実像を帯びてきたことに。

　そして、理解する。──もう一人の自分の心が、彼女のいる領域にまで堕おちてきてしまったことを。

（────）

　彼女は、思わず手を伸のばした。正確に言えば、手を伸ばすよう意識を傾かたむけた。

　するとその手に──長らく何も触ふれていなかった手に、何かの感かん触しよくを覚えた。

　嗚あ呼あ、それは手だ。触れた瞬しゆん間かん、彼女は理解した。自分は今、もう一人の自分の手を取ることができたのだと。

　そう。それはまるで、もう一人の自分と入れ替かわりになるように、自分の意識が表層に引き上げられるかのような感覚で──







「…………」

　次の瞬間。

　彼女は、久ひさ方かた振ぶりに己の目で世界を見、己の耳で音を聞き、己の肌はだで風を感じていた。

　以前見た風景とはまるで違う。暗い部屋。堅けん牢ろうな建造物。自分を生んだ精せい霊れいの姿はなく、その代わり、数名の人間が自分を取り囲んでいた。

「……なんだ、ここは」

　彼女はぽつりと呟つぶやいた。長らく声を発していなかった喉のどが、微かすかに痛む。

「…………」

　彼女は不ふ機き嫌げんそうに眉まゆ根ねを寄せながら──段々と思い出していった。つい先ほどまで自分が、もう一人の自分の中にいたことを。そしてそれと入れ替わりになるように、現世に現れたことを。

　そして──もう一人の自分が、深い、深い絶望を感じていたことを。

　その場にいた人間たちを睥へい睨げいし、彼女は、次なる行動を定めた。

　──暴ぼう虐ぎやく。彼女はもう一人の自分の無念を晴らすように、思うさま暴れ回った。この中の誰だれかが、もしくは全員が、もう一人の自分を絶望させたのだ。ならば許さぬ。全てを薙なぎ伏ふし、安あん寧ねいを取り戻もどす。

　けれど──そんな中に一人、おかしな男がいた。

　妙みような行動を取る男であった。こちらに向かってくるというのに敵意がない。こちらに呼びかけるように、名前のようなものを叫さけんでくる。

　ついに──自ら剣けんを捨てたかと思うと、彼女の唇くちびるに自らの唇を押し当ててきた。

「な……貴さ──」

　彼女は荒あれ狂くるう驚きよう愕がくの中、意識がもとの場所へと引き戻されるのを感じた。








第三章　精霊デート・オブ戦争・スピリツト









「──ふふふふ、ふふふふ、ふーふふん♪」

　楽しげな鼻歌を歌う十とお香かを伴ともないながら、士し道どうは天てん宮ぐう市の大通りを歩いていた。

　昨日から学校が春休みに入ったからか、昼前だというのにいつもより少し人通りが多い気がする。日差しは柔やわらかく、風はほんのりと暖かい。商店街の店先には新生活を応おう援えんする旨むねの書かれたポスターが貼はられ、否いや応おうなく、出会いと別れが混在する新たな季節の訪おとずれを感じさせていた。

　そんな街並みを歩く十香の装よそおいも、淡あわい色のアウターにロングスカートという、春らしい格好である。あのあと待つことおよそ三〇分、髪かみを乾かわかし着き替がえを済ませた十香は、なんとも素す敵てきなお嬢じようさんに変へん貌ぼうを遂とげていたのだった。

「…………」

　そんな至し極ごく当然の出来事に、士道はふと不思議な感かん慨がいを覚えてしまった。何しろ精せい霊れいマンションに住み始めたばかりの頃ころは、ドライヤーを武器の類たぐいと勘かん違ちがいして、温風が出てくると同時に霊力を逆流させかけていたのである。

　いや、それどころか、最初は服の着方だって怪あやしかった。シャツを前後逆に着るのは序の口、ベルトを投とう擲てき武器と勘違いしてガラスを割ってしまったこともあるし、トレーナーを『穿はいて』いたことさえある。

　一事が万事、人間としての十香の生活は、苦難の連続だったように思う。何も知らないに等しい世界に突とつ然ぜん放ほうり込まれたようなものなのだ。〈ラタトスク〉のサポートが付いていたとはいえ、戸と惑まどうことは多かっただろう。

　けれど十香は、一度間違えたことを繰くり返すことはほとんどなかったし、間違いを恐おそれることもまた、なかった。知らないことばかりの世界の中で、学んでいくことを楽しんでいた。──彼女の滑こつ稽けいな失敗に苦く笑しようしていた士道が、いつしかその姿勢に、一種の尊敬を抱いだくようになっていたほどに。

　……そんなことを思い出してしまうのもまた、春の陽気のせいなのだろうか。士道はぽりぽりと頰ほおをかきながら、楽しげに隣となりを歩く十香をちらと見た。

　どう見ても、普ふ段だんの十香である。少なくとも、反転した十香が演技をしているとは思えない。

　澪みおの霊結晶セフイラを奪うばったのは反転十香である。これは恐らく間違いない。しかし同じ身体からだを共有している以上、十香とキスをすればその霊力を封ふう印いんすることができるのだろうか。だが──

「──シドー」

　と、不意に名前を呼ばれ、士道は思わず肩かたをビクッと震ふるわせた。

「お、おう、なんだ？」

　状じよう況きようが状況だけに仕方のないこととはいえ、デート中に女の子を放って長々と考え事をするなど、御ご法はつ度ともいいところである。声を上うわ擦ずらせながらもそう返す。

　しかし十香はさして気にした様子もなく、どこか懐なつかしげな表情をしながら前方を指さした。

「覚えているか？　確かこの辺りだ」

「え……？」

　言われて、士道は十香の示した方向を見やった。

　とはいえ、何か特別なものがあるわけでもない。ただの街路だ。十香が気に入りそうな食事処どころもなければ、パッと目に付くモニュメントなどもなかった。

　しばしの間考えを巡めぐらせるも、やはり何も思い当たらない。士道は申し訳なさそうな顔をしながら十香に向き直った。

「……すまん。ここ、何かあったっけ？」

「なんだ、忘れてしまったのか。──いや、無理もないか。あのときは道も建物も壊こわれてしまっていたからな」

「あのとき？」

　十香の言葉に士道は再度周囲を見回し──「あ」と短く声を発した。

「もしかしてここ……十香と初めて会った場所か？」

　そう。去年の四月一〇日。まだ精霊も〈ラタトスク〉も知らなかった頃、士道はこの辺りを訪れていたのである。

　空くう間かん震しん警報が鳴る中、琴こと里りの携けい帯たい電でん話わの反応が街中にあることを知った士道は、無人の街をひた走り──精霊に、出会った。

　全すべての始まりの場所。それがこの、何の変へん哲てつもない街路だったのである。

「おお、思い出したか！」

　十香が嬉うれしそうに声を弾はずませてくる。そうしてどこか遠い目をしながら、人の行き交かう道に視線をやった。

「早いものだな……あれからもう一年近く経たつのか」

「ああ……そうだな」

　士道は感慨深げに息を吐つくと、十香と同じように街路を見つめた。

　一年。たったそれだけの間に、士道の人生は一変してしまったと言っていい。

　まあ、正確に言うならばもっと前から精霊に関かかわっていたわけではあるが──士道が士道として精霊と出会ったのは、琴里を除けばあのときが初めてだった。

　と、士道がそんなことを思っていると、不意に十香が士道の前方に回り込んできた。

　そしてキッと視線を鋭するどくし、剣けんを構えるような格好を取りながら士道を睨にらみ付けてくる。

「──おまえも……か」

「……！　っふ……」

　突然の十香の言葉に、士道は小さく噴ふき出してしまった。けれどすぐにその意図を察し、力なくよろめいてみせる。

「──君、は……」

「……名、か。──そんなものは、ない」

「…………」

「…………」

　そして言葉を交わしたあと、しばしの無言が続き──

「…………ぷっ」

「……ふふ、はははっ」

　やがてどちらからともなく、堪こらえきれないといった調子で笑い始めた。

　通りで突然笑い出したものだから、通行人たちが不思議そうな顔をしながら視線を送ってくる。けれど、士道と十香はしばらくの間笑いを止めることができなかった。ひとしきり笑い続けたのち、ようやく肩を上下させながら呼吸を落ち着ける。

「なんだよ、いきなりやめろって」

「シドーこそ、よく覚えていたな」

「覚えてるさ、そりゃあ──」

　士道は滲にじんだ涙なみだを拭ぬぐいながら、改めて十香の顔を見た。

　あの日の出来事は、それこそ昨日のことのように思い出せる。精霊やＡＳＴ、〈ラタトスク〉と関わり始めた起点の日であるし──何より出会った少女に、いきなり殺されかけたのだ。忘れろと言われても忘れられるものではない。

　そしてそれ以上に──その少女の悲しそうな顔が、ずっと目に、心に残っていたのだ。

　士道は思った。あの子に、あんな顔はさせたくないと。今思えばその気持ちこそが、士道が精霊を助け続けられた原動力なのかもしれなかった。

「…………」

　──あのとき、今にも泣き出してしまいそうな顔をしていた少女が、今目の前で快活に笑っている。

　それだけで、士道の一年には何ものにも代えがたい価値があった。士道はふっと目を伏ふせると、細く息を吐き出した。

　するとそんな士道の袖そでを、十香がぐいと引っ張ってくる。

「──シドー。せっかくの機会だ。行きたいところがあるのだが、付き合ってはくれないか？」

「え？　もちろんいいけど……どこに行くんだ？」

「ふふ……それは行ってのお楽しみだ」

　士道の言葉に、十香が悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。




　　　　◇




「──、──、──、──────」

　数度に分けて吸った息を、細く、長く吐き出していく。

　呼吸というのは、身体に酸素を取り込むためだけの行こう為いではない。

　たとえば、集中。古今の武道においても、精神統一に息い吹ぶきを用いる事例は少なくない。中には特とく殊しゆな呼吸法によって痛みを分散させたり、一いち撃げきに込める力を高める作用さえ認められる。

　折おり紙がみが今陣じん取どっているのは、自然公園の西せい端たんに位置する小さな林の中だった。まばらに生えた木々の中で、積み重なった落ち葉の上に座しながら、心を落ち着けていく。

　心は澄すんだ水面みなも。呼吸はそれに波は紋もんを描えがく小さな水すい滴てきとイメージする。

　波紋一つない水面は美しいが、それは死と同じである。生きている以上、人の心は僅わずかな刺し激げきで揺ゆれ動く。それを無理矢理抑おさえ込もうとするのは強さではない。むしろ、乱れた心に耐たえられないと言っているも同じである。

　ならば完かん璧ぺきな水面を作ろうとするのではなく、波紋の描かれた状態を是ぜとし、受け入れる。戦いの前、折紙はそうして精神を集中させていた。

　かつてＡＳＴであったときも。

　精霊としてＤＥＭと戦うときも。

　そして──今このときも。

　──どれくらいそうしていただろうか、やがて公園に、一二時を知らせる時計の音が鳴り響ひびく。

「──〈神威霊装・一番エヘイエー〉」

　折紙はその音に目を開けると、ゆっくりと立ち上がり、呟つぶやくように言った。

　するとそれに合わせて、折紙の身体に光が纏まとわり付いていき──白々とした輝かがやきを放つ、花はな嫁よめ衣い装しようの如ごとき霊れい装そうを形作っていった。

「……なるほど、確かに完全な霊装が顕けん現げんしている」

　純白の衣ころもに鎧よろわれた自分の身を見下ろしながら、折紙はぽつりと呟いた。

　──狂くる三みに呼び出された精せい霊れいたちが自然公園に集まったのが、今からおよそ一時間前。戦いのルールを定めたのち、精霊たちはそれぞれ、自然公園の中に散らばっていた。

　範はん囲いはこの自然公園。時間は無制限。各おの々おの自由に公園内を移動し、出会ったならその場で戦い合う。霊装及および天使を顕現できない状態になった精霊は脱だつ落らくとし──最後まで残った一人を勝者とする。

　そう。こののどかな自然公園は今、一〇名もの天災が集つどう危険な戦場と化していたのである。

「…………」

　折紙はすっと目を細めると、頭の中で精霊たちの戦力を分ぶん析せきした。

　無論、誰だれ一人として、油断できる相手はいない。

　確かに七な罪つみや美み九く、二に亜あなどは、直接的な火力面では一歩劣おとるかもしれない。だがこれは、一人ずつ舞ぶ台たいに上がっての戦いではなく、広大なフィールド上で行われるバトルロイヤルなのである。姿を自在に変えられる七罪はどこから攻せめてくるかわからないし、共きよう闘とうの可能性がある以上、美九の〈破軍歌姫ガブリエル〉も脅きよう威いであった。二亜に至っては、既すでに全員の動向を把は握あくしていると見て間ま違ちがいない。

　八や舞まい姉し妹まいはタッグを組むのか、それとも個別に戦うつもりなのか。どちらにせよ、あのスピードは無視できないし、精霊の中でも屈くつ指しの防ぼう御ぎよ力を持つ四よ糸し乃のも、戦い方によっては優勝争いに絡からんでくるだろう。

「……でも」

　──そんな中でも特に危険なのは、残りの三人だ。折紙は警けい戒かいを強めるように拳こぶしを握にぎった。

　まずは六む喰くろ。彼女の持つ天使〈封解主ミカエル〉の力は、数ある天使の中でも特に規格外だ。下手をすれば一撃で勝負が決まってしまいかねない上、空間に『孔あな』を空けてどこからでも現れるというのだから始末が悪い。

　とはいえ、付け入る隙すきがないではなかった。彼女は性格的にあまり卑ひ怯きような手段を使いたがらないし、霊れい力りよくを限界まで使わねばならないという目的がある以上、【閉セグヴア】で相手の力を封印して終しゆう了りよう、という真ま似ねはしないはずだ。

　その点で言うと、この戦いにおいて、より厄やつ介かいなのは狂三だった。

　時を操あやつる〈刻々帝ザフキエル〉と、それによって生み出された無数の分身体を持ち、さらには二亜と同じく〈囁告篇帙ラジエル〉によってこちらの動きをつぶさに知ることができるときたものだ。しかも彼女の性格からいって、六喰のような隙も期待できない。できることなら、折紙と遭そう遇ぐうする前に誰かと潰つぶし合っていて欲しいところだが──

「…………いや」

　そこまで考えたところで、折紙は首を横に振ふった。

　確かにこれはバトルロイヤル。そして優勝者に士道への告白の権利が与あたえられる以上、決して負けるわけにはいかない。

　だが前提としてこれは──士道を助けるための戦いでもあるのだ。

　戦力を温存するのは好手ではあるが、それでは意味がない。全力を尽つくして戦い抜ぬき、その結果として勝利を摑つかまねば、仮に優勝したとしても、憂うれいなく士道に思いの丈たけをぶつけられるとは思えなかったのである。

　まあ、士道と十香のデートのためというのは少し気に障さわるが──

「……っ」

　瞬しゆん間かん、折紙はぴくりと眉まゆの端はしを揺らした。

　理由は単純。折紙の前に、一人の精霊が現れたからだ。

「──あら、ごきげんよう折紙。こんなところで会うなんて奇き遇ぐうね」

　などと、気安い口調で言いながら、和装のような霊装を纏まとった小こ柄がらな少女が空から舞まい降りてくる。

　鬼おにの如ごとき二本の角。天てん女によを思わせる羽衣。──そして、全身を覆おおう真しん紅くの炎ほのお。

「──琴里」

　折紙は油断なく腰こしを落としながらその名を呼んだ。

　そう。〈ラタトスク〉司令にして士道の妹、五いつ河か琴里が、完全な霊装を以もつてそこに降臨したのである。

　先ほど折紙が頭の中でリストアップした、特に危険な三人の精霊。──その、最後の一人。十香がいない今、恐おそらく純じゆん粋すいな火力で折紙と張り合える唯ゆい一いつの精霊である。

　加えて、狂三の言葉が正しければ、唯一の弱点であった心を蝕むしばむ破は壊かい衝しよう動どうも鳴りを潜ひそめている。つまり今の琴里は、精霊になってから初めて、何の制限も軛くびきもなく、思うまま力を振るうことができる状態にあるということだ。

　それがどれほど恐ろしいことかは、改変前の世界で刃やいばを交えたことのある折紙には痛いほどよくわかった。

　しかし──

「──〈絶滅天使メタトロン〉」

　折紙は視線を鋭するどくすると、静かにその名を唱えた。

　するとそれに応こたえるように虚こ空くうから羽状の天使が幾いくつも姿を現し、折紙の頭上で円を作るように浮ふ遊ゆうする。

　確かに琴里の力は強大。けれど折紙もまた、あの頃ころの折紙とは違ちがうのだ。トンと地を蹴けり、琴里と同じ位置まで身体からだを浮遊させる。

　琴里はそんな折紙の意志を感じ取ったのか、どこか楽しげにニッと唇くちびるの端を上げながら右手を掲かかげた。

「〈灼爛殲鬼カマエル〉」

　そしてそう言って、炎を帯びた巨きよ大だいな戦せん斧ぷを顕現させる。──天使〈灼爛殲鬼カマエル〉。琴里の持つ、全すべてを灰かい燼じんと化す炎の天使である。

「因果な関係よね、私たちも。せっかく仲間になれたっていうのに、またこうして向かい合うことになるなんて」

　琴里は小さく息を吐ついてからそう零こぼすと、フッと微笑んでみせた。

「でも、こうなった以上手加減はしないわよ。かかってきなさい、新米精霊さん」

「──望むところ」

　折紙は短く答えると、両手を前方に掲げ──〈絶滅天使メタトロン〉の砲ほう門もんを琴里に向けた。







　──開戦の合図に定めた一二時の時計の音が鳴ってから数分。早くも公園の西側の方から、凄すさまじい爆ばく音おんが轟とどろいた。

「きゃ……っ!?」

　空気を、大地を震ふるわす轟ごう音おん。そして木々の間から輝いた閃せん光こうに、鳥たちがバサバサと羽音を鳴らして一いつ斉せいに逃にげていく。大型アスレチックの陰かげに隠かくれていた四糸乃もまた、思わず身を竦すくませてしまった。

『ひゅー、いきなりすっごいねぇ。今のは折紙ちゃんかな？』

　四糸乃の左手に着けられたウサギのパペット『よしのん』が、短い手で器用にあごを撫なでながら言ってくる。四糸乃は音のした方向を恐る恐る覗のぞきながら、戸と惑まどいがちに首を前に倒たおした。

「やっぱり……すごい。もしあんな攻こう撃げきを撃うたれたら……」

　そう呟いて、四糸乃はぶるっと身を震わせた。

　無論、四糸乃も完全な霊装を顕現させてはいる。レインコートを思わせるウサギの耳付きフードは、可愛かわいらしい外見に反して、戦車砲程度ならば傷一つ付かないくらいの堅けん牢ろうな強度を誇ほこっていた。

　けれど、それを差し引いてなお、〈絶滅天使メタトロン〉の火力は圧あつ倒とう的だった。何しろ、四糸乃のそれより遥はるかに強固な十香の完全霊装にさえ容易たやすく穴を開けたという話である。もしも見つかってしまったなら、いくら〈氷結傀儡ザドキエル〉で氷の壁かべを作ろうと、あっという間にやられてしまうだろう。

「ど、どうしよう、よしのん……」

『まあまあ、落ち着こうよ四糸乃。バトルロイヤルなんだし、いきなりあんな強い子とやる必要ないってば。まずは勝てそうな相手から各個撃げき破はしていこう』

「勝てそうな相手……？」

『そうそう。……ってまあ、みんな強いんだけどね。折紙ちゃんは見ての通りだし、琴里ちゃんも超ちよう火力＆超回復だし、美九ちゃんもお歌の効果ヤバいし、耶か俱ぐ矢やちゃん夕ゆ弦づるちゃんなんてまず追いつけないし、六喰ちゃんとか超チートだし、七罪ちゃんなんて全天使コピーできちゃうし、狂三ちゃんは天使二つ持ってるし、二亜ちゃんも漫まん画がが上手うまい』

　言って『よしのん』が、『たはー、参ったねー』と笑う。四糸乃は眉を八の字にしながらその場にへたり込んだ。

「やっぱり……私なんかが敵かなう相手じゃないよね。……せめて、十香さんと士道さんのデートのために、できるだけ霊力を使って……」

『こりゃっ！』

　と、四糸乃はそこで、頰ほおに柔やわらかい感かん触しよくを覚えた。

　四糸乃の言葉を遮さえぎるように、『よしのん』がモフモフウサギパンチを繰くり出してきたのである。

「よ、よしのん……？」

『やる前から何諦あきらめてんのさ四糸乃！　そんなんじゃ、勝てるものも勝てなくなっちゃうよ！』

「で、でも……みんな本当に強くて、私なんかじゃ……」

　四糸乃が不安そうに言うと、『よしのん』は小さく首を振りながら両手を広げてきた。

『オーケイ、一いつ旦たん強いの弱いのは置いとこうじゃないの。──四糸乃はさ、士道くんのことどう思ってる？』

「え……？」

　突とつ然ぜん発された問いに、四糸乃は目を丸くした。

「ど、どうって……それは……いい人だと思うし、感謝してるよ。士道さんに助けてもらえなかったら、こんな風に暮らせてなかったし、みんなとも出会えなかったし……」

『うんうん、そうだねぇ。──で、好き？　嫌きらい？』

「そ、それは…………、好き……だよ」

　四糸乃は、頰を赤く染めながら俯うつむきがちにそう答えた。すると『よしのん』が器用に腕うで組ぐみしながらうんうんとうなずく。

『だよね。そうだよね。──さて、この戦いで勝った子は、そんな士道くんに告白できちゃうわけだ。……まあ、「告白できる権利」ってのもなんかおかしな話だけど、みんながみんなのこと好きだったから、良くも悪くも関係性が安定してたんだよね』

『よしのん』は顔を上げると、『でも』と続けた。

『狂三ちゃんの提案で、それが崩くずれようとしている。もちろん誰だれかが告白したからって、士道くんがそれを受け入れるとは限らないけど……もしもって可能性はゼロじゃないよね？』

「それ、は……」

　言われて、四糸乃は唇を震わせた。

　──四糸乃は、今の生活が好きだった。士道がいて、琴里がいて、精せい霊れいのみんながいて、毎日楽しく笑って過ごせるこのときが、本当に大好きだった。

　もちろん、時が経たつにつれ、皆も、それを取り巻く環かん境きようも、少しずつ変わっていくのだろう。進学や就職は言うに及およばず、細かな変化は挙げていけばきりがない。人間として生きていく以上、それらは避さけ得ないことに違いなかった。

　やがていつかは、士道も誰かと結けつ婚こんするのだろう。その相手は精霊の中の誰かかもしれないし、今はまだ見ぬどこかの誰かなのかもしれない。となれば、今までのような関係性ではいられないだろう。士道には、愛する伴はん侶りよがいるのだから──

「…………っ」

　そんな想像が頭を掠かすめた瞬間、四糸乃の胸にちくりと痛みが走った。

「…………だ」

『え？』

「…………や、だ。……やだよ、そんなの」

　四糸乃は、絞しぼり出すように震える声を発した。

『よしのん』に言われて初めて気づいた。──士道が、誰か一人を特別に愛してしまうことが、こんなにも辛つらく感じられるなんて。士道の隣となりに自分がいないことが、こんなにも苦しいだなんて。

　だが──それよりも強く、胸に去来する感情があった。

　仮に四糸乃が士道に想おもいを伝えたところで、士道がそれに応えてくれるとは限らない。

　けれど、一声も上げぬまま、自分がこんなにも士道のことが好きだと伝えられもしないまま、誰かに士道の愛を独どく占せんされるだなんて──絶対に嫌いやだった。

『──よっし、よく言った！　それでこそ四糸乃だ！』

『よしのん』が、零れかけた四糸乃の涙なみだを拭ぬぐうように、両手を目元に押し当ててくる。

『勝てるからやる、勝てないからやらないんじゃない。女の子には、戦わなきゃならないときがあるんだよ！』

「うん……！」

　四糸乃は目を数度しばたたかせると、力強くうなずいた。

　すると『よしのん』が、ニイッと口元を歪ゆがめてくる。

『──さ、じゃあここからは具体的な方法だ。バトロワな以上、みんなが潰つぶし合うまで隠れて、最後に美味おいしいトコをかっさらうのがいいと思うんだけど──』

「よ、よしのん……」

　先ほどまでの熱い調子とは一転、狡こう猾かつな提案をしてくる『よしのん』に、四糸乃は思わず苦く笑しようした。

　と──

「〈破軍歌姫ガブリエル〉──【輪舞曲ロンド】！」

『……！　四糸乃、危ない！』

「…………っ！」

　次の瞬しゆん間かん、四糸乃は『よしのん』の声に弾はじかれるように跳ちよう躍やくした。

　すると一瞬前まで四糸乃が隠れていた大型アスレチックの周囲に、銀色の金属柱のようなものがいくつも現れたかと思うと、凄まじい『音』を発し始めた。

「これは──」

　四糸乃は、頰を汗あせが伝うのを感じた。飛び退のくのが少しでも遅おくれていたなら、その『音』に身体を縛しばられてしまっていたに違いない。

　こんな芸当ができる精霊は一人しかいなかった。着地と同時、声のした方向に目をやる。

「美九さん……！」

　四糸乃が名を呼ぶと、いつの間にかそこにいた美九が、ステージ衣い装しようのような霊れい装そうを揺ゆらしながら、悔くやしげに身を捩よじった。

「あぁん！　惜おしいですぅ。もう少しだったのにー」

『んもー、油断も隙すきもないんだからぁ』

　言って『よしのん』が、肩かたをすくめるように両手を動かす。

『──さぁて四糸乃、早さつ速そく初戦だ。準備はいーい？』

『よしのん』の言葉に、

「……うんっ！」

　四糸乃は、力強くうなずいた。




　　　　◇




「え？　来たかった場所って……ここか？」

　十香に引っ張られながら歩くことおよそ三〇分。士道は到とう着ちやくした場所に聳そびえた建物を見上げて、意外そうに目を丸くした。

　それはそうだ。何しろそこは──

「うむ。──学校だ」

　十香が満足げに微笑ほほえみながら首しゆ肯こうしてくる。──そう。十香が士道を連れてきたのは、士道たちが通う都立来らい禅ぜん高校だったのである。

「って、なんでまた。いつも普ふ通つうに来てる場所じゃないか。それこそつい一昨日も……」

「いいのだ。ほら、早く入るぞ」

　有う無むを言わさぬ調子で、十香が腕うでを引っ張ってくる。

「あ、ちょっと待てって」

　十香がそんなに強く希望するのであれば、あえて断る理由はないのだが、今はもう春休み期間中である。実際、校舎正面の正門は堅かたく閉ざされていた。

「とりあえず通用口から入ろう。忘れ物を取りにきたって言えば多分入れてくれるだろ」

「おお、ではそうするとしよう」

　士道は十香を連れて通用口から学校の敷しき地ち内に入ると、簡単に手続きを済ませ、校舎の中へと入っていった。

　いつもの上うわ履ばきではない、来らい賓ひん用のスリッパをペタペタと鳴らしながら、誰もいない廊ろう下かを歩いていく。

　なんというか、不可思議な感覚だった。平日はほぼ毎日通っている場所だというのに、そこに人ひと影かげがないというだけで、まるで見知らぬ空間に迷い込んだような気分になるのである。

　とはいえ十香の目的は、そんな非日常感を楽しむことではないようだった。どこか明確な目的地があることを窺うかがわせる迷いのない歩調で、のしのしと無人の校舎を進んでいく。

　そしてそのまま階段を上がり、ようやく十香が足を止めた。

　士道たちのクラスである、二年四組の教室の前で。

「──ふふ、懐なつかしいな」

　言って十香が教室に入り、ゆっくりとした足取りで、机と机の間を歩いていく。

　その言葉に、士道は首を傾かしげた。ここは通い慣れた学校の中でも、もっとも長くの時間を過ごしている場所である。懐かしい、という表現はあまり適当でないような気がした。

　だが、二人しかいない静かな教室を見ているうち──士道の脳のう裏りに、かつて見た光景が浮うかんできたのだった。

「あ──」

　そう。先ほど訪おとずれた街路が十香と初めて会った場所だとするなら、この教室は、〈ラタトスク〉に精霊との対話役を任じられた士道が、十香と再会した場所だったのである。

　あのときは空間震警報が鳴っていたため、教室に生徒の姿はなかった。その光景が、今の静かな教室と被かぶって見えたのだ。

　そんな士道の表情を見てか、十香がふっと唇くちびるを緩ゆるめながら、黒板の方へと歩いていく。

「思い出したか？　ここは──」

　そしてそう言いながら、白のチョークを一本手に取り、黒板に文字をしたためていった。

　──彼女の名である、『十香』の二文字を。

「おまえが、私を私にしてくれた場所だ」

　十香が士道の目を見つめながら、にっこりと微笑んでくる。

　嗚あ呼あ、そうだ。十香。彼女の名は、あのとき士道が付けたものだったのである。

「シドーは名のない私に名前を付けてくれた。一体幾いく度どこの名に救われたかわからない。本当に──感謝している」

「いや、そんな。俺は……」

　まっすぐな瞳ひとみでそう言われ、士道は恐きよう縮しゆくするように頰ほおをかいた。

　確かにその名を付けたのは士道であるし、十香が気に入ってくれて何よりだとも思うのだが……その名の由来は、『初めて会ったのが四月一〇日だったから』という単純極きわまりないものだったのである。

　とはいえそれも仕方のないことではあった。あんな極限状態、かつ限られた時間の中で、そう凝こった名前など思いつけるはずもない。

　……まあ、三〇日に出会った女の子に『澪』と名付けた崇たか宮みや真しん士じのことを考えるに、持って生まれてしまったセンスであることは否定できなかったけれど。

　しかし、由来がどうあれ、もはや彼女に十香以外の名など考えられなかった。彼女とともに過ごした一年という月日は、それくらい強く、鮮せん烈れつに、『十香』を『十香』たらしめていたのである。

「…………」

　けれどそれを自覚した瞬間、士道は心臓をきゅうと締しめ付けられるかのような感覚に襲おそわれた。

　十香と初めて遭そう遇ぐうした街路。そして、十香に名を付けた教室。

　十香との出会いの道程を追体験するかのような今日の道筋が、士道に言いようのない不安を覚えさせたのである。

　──まるで十香が、自分の死期を悟さとっているようだ──なんて。

　考えすぎであることはわかっているのだ。きっと、初めて出会った場所に差し掛かかったものだから、懐かしくなってこの教室を訪れたくなったとか、そういった理由だろう。

　けれど、このまま放ほうっておいたなら、その不ふ穏おんな妄もう想そうが現実となってしまいかねない。士道はすうっと息を吸うと、十香に向き直った。

「──十香」

「む？　どうしたシドー」

　十香が不思議そうに目を丸くしてくる。

　士道は意を決して、唇を開いた。

「聞いてくれ。実は──」

　そうして、二人以外誰だれもいない教室の中、士道は告げた。

　十香の中にはもう一人、別の十香がいることを。

　澪の霊結晶セフイラをその十香が奪うばい、この世界を作り上げたことを。

　そして──このままでは、十香はこの世界とともに死んでしまうやもしれないことを。

「なんと……」

　一通り話を聞き終えた十香は、目を見開きながら、そんな声を発した。

「私の中にもう一人の私が……？」

「……ああ。にわかには信じられないと思うけど、噓うそや冗じよう談だんじゃない。信じてくれ」

　士道が言うと、十香はふるふると首を振ふった。

「馬ば鹿かな。私がシドーの言うことを疑うはずがないだろう。それに──」

　十香が目を細めながら、自分の胸むな元もとに手を置く。

「──もう一人の私。ぼんやりとではあるが……心当たりがないではない」

「そうなのか？」

「うむ。私が辛つらくてどうしようもないとき──恐おそろしい、しかし頼たよりになる何かが、ここにいてくれるような気がするのだ」

　とはいえ、と十香が手を下ろしながら顔を上げる。

「……だからといって、具体的にどうすればよいのかは皆かい目もく見当が付かん。やはりその私を表に出してから封ふう印いんをせねば駄だ目めなのか？」

「……わからないっていうのが正直なところだ。仮にそうだとしても、もう一人の十香がどうやったら表に出てきてくれるかどうかも……」

「むぅ……」

　十香は難しげな顔をしながら腕うで組ぐみをした。

「……澪の霊結晶セフイラとやらが私の体内にあること自体は確かなのだな？　そして、もう一人の私はその力を以もつて、この世界を作り変えた……」

「ああ、それは確かなはずだ」

「ふむ。ならば……」

　十香はそう言うと、手と手を組み合わせ、眉み間けんに皺しわを寄せながら、まるで祈き禱とう師しのように「ふんむむむむ……」とうなり始めた。

「と、十香……？」

「──とあぁぁぁぁぁっ！」

　そして、裂れつ帛ぱくの気合いとともにカッと目を見開く。突とつ然ぜんのことに、士道は思わず身体からだをビクッと震ふるわせてしまった。

「……むう、駄目か」

　しばしの沈ちん黙もくのあと。十香が残念そうにため息を吐つきながら、組み合わせていた手を解ほどく。

「な、何をしようとしてたんだ、今」

「いや、私の中に澪の霊結晶セフイラがあるというなら、私にもその力が使えるのではないかと思ってな。『もう一人の私よ出てこい！』と念じたつもりだったのだが……」

　言いながら、十香が自分の身体を見下ろしたり、手を握にぎったり開いたりしてみせる。……見たところ、何も変化はないようだった。というか話が繫つながっている時点で、別人格になっていないことは明白だった。

「はは……まあ、そう上手うまくはいかない……よ、な……」

　と。

　頰をかきながら苦く笑しようしていた士道は、半ば無意識のうちに言葉を途と切ぎれさせた。

　理由は単純。十香の身体がぼんやりと輝かがやいたかと思うと、徐じよ々じよにその光が十香の身体から離はなれていき──人の形を作り始めたからだ。

「こ、これは──」

「！　なんと……」

　士道と十香の驚きよう愕がくの中、その光はやがて一人の少女の姿となって、そこに顕けん現げんした。

　──夜色の髪かみに水すい晶しようの瞳。漆しつ黒こくの騎き士し鎧よろいとドレスが一体となったような霊れい装そうを纏まとった──十香と瓜うり二ふたつの少女に。

「……何？」

　少女──反転十香はうっすらと目を開けると、怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せたのち、目の前にいた士道を睨にらみ付けてきた。

「──人間。貴様、一体何をした」

　そして殺意を隠かくすこともなく、剣けん吞のんな調子でそう言ってくる。小動物くらいならば気絶してしまいかねないそのプレッシャーに、士道は思わず一歩後ずさった。

「い、いや、俺は何も……」

「ふざけるな。何もしていないのに私が表に出ることなどあり得まい。隠し立てするつもりなら──」

「おお！」

　反転十香はそこで言葉を止めた。否いな──正確に言うならば、すぐ隣となりから響ひびいた十香の声に、止めさせられたような調子だった。

「おまえがもう一人の私か！　初めまして……ではないな？」

「な──」

　十香に肩かたを摑つかまれ、反転十香が初めてその表情に困こん惑わくめいた色を覗のぞかせる。しかし十香は構う様子もなく、目をキラキラさせながら続けた。

「ううむ、もう一人の私よ出てこいと願いはしたが、まさかこういう形で出てくるとは。しかし確かに私にそっくりだな……だが少し違ちがうような気もするぞ。髪の結い方か？」

「待て。……待て」

　十香の勢いに押されかけていた反転十香が、十香を制するように手の平を広げる。

「どういうことだ。なぜ私とは別に十香がいる。……まさか、あの女の力を使って私を具現したというのか」

「よくわからんが、たぶんそういうことだ！」

「…………」

　笑え顔がおで言い切った十香に、反転十香が無言になる。その表情からは、まさか十香とこういう形で顔を合わせることになるとは思わなかった、という感情がなんとなく察せられた。

「……なんと無駄なことを。私は戻もどる。貴様らは勝手に遊んでいろ」

「！　ちょ……待ってくれ！」

　言って目を伏ふせた反転十香を、士道は声を裏返らせながらも呼び止めた。

　一度は十香の中に引っ込んでしまった反転十香と再会できたのである。この機を逃のがすわけにはいかなかった。

「なんだ。私を呼び止めるとは、殺されたいのか」

「い、いや、そうじゃなくて……」

　ギロリと睨み付けられ、士道はたじろいだ。今反転十香を逃すわけにはいかない。けれど、一体どんな言葉をかければよいものかわからなかったのである。

　判断を誤れば、反転十香はまた十香の中に消えてしまう。それどころか下手を打ったなら士道が殺されてしまいかねなかった。何か、何かいい手は──

　と、士道が思案を巡めぐらせていると、十香が何かを思いついたように声を上げてきた。

「聞いてくれ私よ！　私は今、シドーとデェトしているのだがな」

「……、む？」

　反転十香が微かすかに目を細める。十香ははしっと反転十香の手を取ると、目を輝かせながら続けた。

「よかったら私も、一いつ緒しよに行かないか？　きっと楽しいぞ！」

「……！」

　十香の言葉に、士道は「それだ！」と拳こぶしを握った。

「ナイスアイディアだ十香！　俺と、十香と、おまえ、三人でデートしよう！」

　十香が意識していたとは思えないが、それはまさに最適解と呼べる答えであった。

　確かに本来であれば精せい霊れいとのデートは一対一が好ましい。だが、十香と反転十香は二人で一つの存在であるようだし──何より、反転十香の十香に対する態度は、士道に対するそれよりも幾いく分ぶん柔やわらかいような気がしたのである。

「……なんだと？」

　だが反転十香は、射殺すような目で士道を睨ねめ付けてきた。

「貴様と十香のデェトなのだろう。ならば二人のみで行け。私を巻き込むな」

　反転十香が十香の手を振り払はらう。すると十香は、途と端たんに悲しそうな顔をした。

「駄目……なのか？」

「ぐ──」

　反転十香が、世界を支配する精霊らしからぬ、困った顔をする。その様子を見て、士道は思わず頰ほおを緩ゆるめてしまった。

「……何がおかしい。死にたいのか、人間」

「あ、いや……スイマセン」

　やはり士道に対する態度は、十香へのそれと異なり冷れい酷こくそのものだった。大人しく頭を下げる。

　すると反転十香はしばしの間士道を睨み付けたのち、小さく舌打ちをして、諦あきらめたように息を吐いた。

「……仕方あるまい。少しだけだぞ」

「本当か!?」

　反転十香の返答に、十香がしょげていた顔を明るくし、再び反転十香の手を握ってブンブンと振った。されるがままの反転十香の姿を見て、士道はまたも笑みを零こぼしそうになってしまったが──反転十香の鋭するどい眼光に射い竦すくめられて、慌あわてて口元を手で覆おおった。

　反転十香は不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らすと、ふっと目を伏せた。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の纏まとっていた霊装が淡あわく輝き、普ふ通つうの服へと姿を変えていく。

　まあ、春らしい格好の十香に対してその装よそおいは、黒を基調としたシックなものではあったのだけれど。

「おお、格好いいな！」

「ふん。我が世界を歩くのにわざわざ装いを改めねばならん道理はないが──まあ、ここは十香の顔を立てて、貴様らのやり方に合わせてやろう」

「はは……そりゃ光栄だ」

「笑うな。殺すぞ」

「こら私、そんなことを言うものではないぞ」

「む……」

　十香に注意され、反転十香が口を噤つぐむ。

　その様子がまた妙みように可お笑かしくて、思わず笑いそうになってしまう士道だったが、どうにか堪こらえて顔を上げた。

「と、とにかく……よろしくな。ええと……」

　頰をぴくぴくと動かしながらもそう言い──士道は言葉を止めた。

　理由は単純なものである。彼女の名をどう呼べばよいかわからなかったのだ。

　今まではそのまま『十香』、もしくは『反転十香』と呼んでいた。しかし今はすぐ隣に本来の十香がいるのである。さすがにややこしいかもしれなかった。

　士道の表情からそんな思案を察したのだろう。反転十香がふんと鼻を鳴らしてくる。

「名か。……確か十香の名を付けたのも貴様だったな。──よい。任せる。好きなように呼べ」

「え──」

　言われて、士道は絶句した。まさか、十香に続いて反転十香にまで名を付けることになるとは思っていなかったのである。

　しかも、十香は十香で「おお！　それはいいな！」と期待の眼まな差ざしで士道を見つめてきている。プレッシャーが半はん端ぱではなかった。

「えっ、ええと……じゃあ……」

　士道は必死に思考を巡らせ──

「──天てん香か……でどうかな？」

　数秒ののち、その名を発した。

　すると十香が、おおっと手を叩たたいてくる。

「さすがシドーだ、いい名だな！　どう書くのだ？」

「ええと……」

　言われて、士道はチョークを手に取ると、黒板に書かれた『十香』の名の隣に『天香』と書いてみせた。

「おお、格好いいではないか」

「ふん」

　十香が言うと、反転十香──天香が小さく鼻を鳴らし、右手をひゅん、ひゅん、と振ふってみせる。
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　次の瞬間、天香の指先の軌き跡せきをなぞるように、黒板に巨きよ大だいな傷きず跡あとが刻まれる。士道は思わず「わっ！」と身を反らした。

　一いつ瞬しゆん、士道の付けた名前が気に入らなかったのかとも思ったが……どうやら違うようだった。よく見るとその刃じん創そうは、歪いびつではあるが巨大な『天香』の字を形作っていたのである。

「……ふん。まあいいだろう」

　天香が面めん倒どうそうに、しかし拒絶はせずにそう言ってくる。

　咄とつ嗟さに考えた名前ではあったけれど、どうやらとりあえずは認めてもらえたらしい。士道はほうと安あん堵どの息を吐ついた。

　……『十香』の『十』を英語読みしただけ──つまり『ＴＥＮ香』である──という名の由来は、墓まで持っていかねばならないなあと思う士道だった。

「こら天香、名をもらって嬉うれしいのはわかるが、教室を壊こわしては駄だ目めだぞ。皆みなが授業を受けるとき困ってしまうではないか」

「…………む」

　と、十香に言われ、天香が微かに眉まゆをひそめたのち、指を鳴らす。

　するとそれに合わせるようにして、黒板に刻まれた大きな刃創がみるみるうちに修復されていった。

「おお、えらいぞ天香」

　十香がよしよしと天香の頭を撫なでる。天香は居い心ごこ地ち悪そうにそれを払いのけると、士道に視線を向けてきた。

「──して」

　天香が腕うで組ぐみしながら、あごを上げるようにして言ってくる。士道は、十香と天香のやり取りを微笑ほほえましく感じてしまったのを察されたかと思い、微かに肩を揺ゆらした。

　しかし、別にそういうわけではないらしい。天香の目に浮うかぶのは怒いかりや不満ではなく、士道を値ね踏ぶみするかのような色だった。

「デェトと言ったな。一体どこへ行くつもりだ」

「おお、それは私も気になるぞ。私の我が儘ままで寄り道をさせてしまったが、今日は何をするつもりだったのだ、シドー」

　天香が冷たい目で、十香がキラキラした目でそう問うてくる。士道は同じ貌かおから発されるオーラの温度差に戸と惑まどいつつも、気を取り直すようにコホンと咳せき払ばらいをした。

「ああ……今日は、十香──と天香に、見せたいものがあったんだ」

　士道が言うと、十香と天香は不思議そうな、あるいは不ふ審しんそうな顔をして目を見合わせた。




　　　　◇




「ひ……っ、ひぃぃぃぃぃぃぃぃ──ッ!?」

　七罪は情けない叫さけびを上げながら、自然公園外がい縁えん部の道を逃にげ回っていた。

　だがそれも当然だ。何しろ後方からは──

「──不満。逃げ回ってばかりでは勝負になりませんよ」

　全身に凄すさまじい風を纏わせた夕弦が、木々を薙なぎ倒たおしながら迫せまってきていたのである。

　その様はまさに意思を持った竜たつ巻まき。夕弦は逃げ惑う七罪の背にぴったりと張り付きながら、公園の風景を一変させていった。街灯が拉ひしやげ、ベンチが舞まい、カーペットを持ち上げるように地面が剝はがされていく。

　しかも吹ふき荒あれているのはただの風ではない。天使〈颶風騎士ラフアエル〉によって巻き起こされた、霊れい力りよくを帯びた暴風だ。さして強度が高いとは言えない七罪の霊装では、巻き込まれた瞬間ボロ雑ぞう巾きん状態になってしまいかねなかった。

「無茶言うなぁぁぁぁっ！　こんなんフツーに死ぬでしょぉぉぉっ！」

　七罪は悲鳴を上げながら自分の不運を呪のろった。まさかバトル開始の合図が鳴ってすぐ、こんな暴風娘むすめに見つかってしまうとは。

　普ふ段だん大人しげな印象がある夕弦ではあるが、実は精霊の中でもトップクラスに血の気が多く、好戦的な精霊である。否いな、もっと正しく言うならば、比べっこが好き──と言った方がいいだろうか。常つね日ひ頃ごろはその目が耶俱矢に向いているためあまり気にならなかったが、こうして戦場で相対して初めて、その恐おそろしさが実感できた七罪だった。

　とはいえ、このまま逃げ回っているだけでは、いつか捕つかまってボロ雑巾コースである。七罪は必死に逃げ回りながら、喉のどよ潰つぶれよと言わんばかりに叫びを上げた。

「はッ、〈贋造魔女ハニエル〉──【千変万化鏡カリドスクーペ】！」

　その声に応こたえるように、七罪が手にしていた箒ほうき型の天使〈贋造魔女ハニエル〉が輝かがやきを放ち、その姿を変容させていった。巨大な剣けんの天使──〈鏖殺公サンダルフオン〉へと。

　そう。鏡の天使〈贋造魔女ハニエル〉は、他ほかの天使の姿と力を模すことができるのである。

「と、とりゃぁぁぁぁぁっ！」

　七罪はその柄つかを両手で握にぎると、ぐるんと身体からだの向きを変え、その勢いのまま〈贋造魔女ハニエル〉を振り抜ぬいた。

　光を帯びた剣の軌跡が斬撃となり、風を切り裂さきながら夕弦へと伸のびていく。

「反応。ふ──ッ」

　しかし夕弦はその斬撃が届く寸前で身を翻ひるがえすと、紙かみ一ひと重えで避よけてみせた。せっかく切り裂いた風の壁かべも、数秒とかからず元に戻もどってしまう。

「無む駄だ。なかなかの一いち撃げきでしたが、それくらいで夕弦は討うち取れませんよ」

「噓うそぉ!?」

　七罪は目を剝むくと、またも必死に竜巻から逃げ始めた。

　その後もどうにか竜巻から逃のがれながら、〈贋造魔女ハニエル〉を変化させて反はん撃げきを試みるも、夕弦には通じなかった。

〈絶滅天使メタトロン〉の光線も、〈灼爛殲鬼カマエル〉の砲ほう撃げきも、挙げ句〈封解主ミカエル〉による死角からの攻こう撃げきさえも、夕弦は神がかった反射神経と見事な身のこなしでかわしてみせたのである。

　しかしそれも道理ではあった。如い何かに天使の力を真ま似ねられる〈贋造魔女ハニエル〉とはいえ、元の天使の権能を一〇〇パーセント再現できるわけではない。加えてそれを扱あつかうのが、恐らく精せい霊れいの中で基き礎そ能力がもっとも低い七罪ときたものだ。ＡＳＴやＤＥＭの一いつ般ぱん魔術師ウイザード程度ならまだしも、一つの天使を極限まで使いこなす精霊に敵かなうはずもない。

　まさに、究極の器用貧びん乏ぼう。権けん謀ぼう術数を巡めぐらせながら立ち回って、初めて最大効果を発揮する天使である。精霊と真正面からぶつかってしまった時点で、七罪に勝ちの目などなかったのだ。

「うな……っ!?」

　どれだけ公園を逃げ回った頃ころだろうか、油断からか、体力の限界からか、七罪は木の根に足を取られ、派手にその場に転んでしまった。顔面から地面に突つっ伏ぷし、勢い余ってごろんと一回転する。

　そして夕弦が、そんな隙すきを見逃すはずもなかった。夕弦の身体を包んでいた風が大きく膨ふくれあがったかと思うと、七罪を包むように左右にその手を広げていく。

　強したたかに打ち付けた鼻はな頭がしらをさすりながら顔をあげたときにはもう、七罪は夕弦の作り出した竜巻の中に捕とらわれてしまっていた。

「な……っ、なななな……」

「捕ほ獲かく。もう逃げられませんよ。さあ、尋じん常じように勝負です」

　言って夕弦が、ペンデュラムのような天使──〈颶風騎士ラフアエル〉【縛める者エル・ナハシユ】を構えてみせる。

　二人がいる場所はまさに台風の目。その場こそ無風だが、周囲には凄まじい風が渦うずを巻いている。もはや七罪に逃げ道はなかった。観念して、震ふるえる手で〈贋造魔女ハニエル〉を構える。

「賞賛。その意気やよし、です。──では、いきますよ」

「ひ……ッ！」

　──が、夕弦が七罪を見み据すえ空を蹴けった瞬しゆん間かん。

「──隙ありぃぃぃぃぃぃぃ────ッ!!」

　突とつ如じよそんな声が響ひびいてきたかと思うと、夕弦の作った竜巻の直上から、もう一つの竜巻が降ってきた。

「反応。く──」

「へ……？」

　夕弦が眉まゆ根ねを寄せながら身を捻ねじり、【縛める者エル・ナハシユ】を縦横に走らせて自分の身を鎧よろう。

　一いつ拍ぱく置いて、七罪はようやく気づいた。──夕弦を攻撃した者の正体に。

「ほう、避けたか。だが褒ほめはせぬぞ。我が半身ならば、これくらいの攻撃で沈しずむはずがないからな！」

　高らかに言って、その場に現れた少女が、顔を得意げな笑えみの形にする。──その、夕弦と瓜うり二ふたつの顔を。

　そう。夕弦の双ふた子ごの姉し妹まいにして、夕弦と同じ天使の片割れを持つ精霊・耶俱矢が、巨大な突とつ撃げき槍やり【穿つ者エル・レエム】で以もつて夕弦を攻撃したのである。

「応戦。意外ですね。耶俱矢が七罪を助けるとは」

「は！　勘かん違ちがいするな。我われは、夕弦が獲え物ものを前に油断していないかを確かめてやっただけのこと。それに──」

　耶俱矢が【穿つ者エル・レエム】の先せん端たんを夕弦に向けながら、ニッと微笑む。

「──夕弦を打ち負かしたとき、他の精霊から受けたダメージが原因で負けたという言い訳をされては敵わぬからな！」

　耶俱矢の言葉に、夕弦がフッと口元を緩ゆるめた。

「愉ゆ快かい。少し会わない間にユーモアのセンスが磨みがかれたと見えます。──いいでしょう。相手をしてあげます。七罪は耶俱矢を倒したあとに──」

　と、地面の方を見やった夕弦がそこで目を丸くする。

　理由はすぐに知れた。耶俱矢に気を取られていた隙に、七罪の姿を見失ったのだろう。

「呵か々か！　どうやら逃げられたようだな！」

「……悔かい恨こん。耶俱矢のせいです。この鬱うつ憤ぷんは、耶俱矢を華か麗れいに葬ほうむり去って晴らすことにします」

「面おも白しろい、やってみせよ。──あのとき付かなかった決着、今こそ付けてくれるわ！」

　耶俱矢と夕弦が身体に風を纏まとわせ、同時に空を蹴る。

　二つの暴風はぶつかり合い、絡からみ合い、辺りに破は壊かいを撒まき散らしながら、空へと消えていった。

「………………………………ぷはっ」

　──八舞姉妹がいなくなってから数分後。

　周囲の安全が確かく認にんされたところで、ベコベコに拉げた状態で地面に横たわっていた街灯が淡あわく輝き──七罪の姿へと変へん貌ぼうしていった。

　如何に耶俱矢に気を取られていたからといって、夕弦の作った風の壁がある以上、七罪があの場から逃げられるはずはない。七罪は一いつ瞬しゆんの隙を衝つき、〈贋造魔女ハニエル〉で壊れた街灯に変身していただけだったのである。

「た……助かった……」

　七罪はぶわっと汗あせを垂らしながら息を吐はくと、他の精霊に見つからぬようこそこそと林道に走っていった。







　情報を制する者は世界を制する。

　その言葉に異を唱えるつもりはなかったし、実際ある意味では正しいとも思っているのだが──どれだけ情報を握っていてもどうしようもないこともある。自然公園の端はしで木こ陰かげに隠かくれた二亜は、渋しぶい顔を作りながらそう思った。

「んー……どうしたもんかにゃあ……」

　書の天使〈囁告篇帙ラジエル〉の紙面を指でなぞりながら、大きなため息を吐つく。

　それはそうだ。先ほどから〈囁告篇帙ラジエル〉を使って皆みなの動向を探さぐっているのだが──調べれば調べるほど、絶望的な戦力差を突きつけられてしまうのである。

「うっわ何さ妹ちゃんとオリリンの戦い。ほぼ怪かい獣じゆう大戦争じゃん。かぐやんゆづるんもやっべぇ。こんな中に参戦するのなんて、ミキサーの中にダイブするようなもんじゃん……」

　などと呟つぶやきながら、額に脂あぶら汗あせを滲にじませる。

　確かに〈囁告篇帙ラジエル〉は規格外の力を持った天使である。この世のありとあらゆる事象を『識しる』ことのできるその権能は、何の冗じよう談だんでもなく世界のバランスを崩くずしかねない。

　けれどそれは天使の権能を総合的に見た場合の話であって、単純な殴なぐり合いっことなると、話は変わってくるのであった。

　恐らく二亜自身の素すの戦せん闘とう能力は、精霊の中でも一、二を争うほど低い。〈囁告篇帙ラジエル〉の力で皆の力量や動向をつぶさに知ることができたとしても、イコールそれを倒せるわけではないのである。

〈囁告篇帙ラジエル〉の権能である未来記き載さいも、かなり時間と手間がかかる上、完全な霊装を顕けん現げんした精霊に十全の効果を発揮するとは思えない。となると、僅わずかでも二亜に勝ち筋があるとすれば──

「……なんですか、その卑ひ屈くつな小悪党のような目は」

　二亜がちらと視線を送ると、隣となりに立っていたマリアが、胡う散さん臭くさいものを見るような半眼で返してきた。

　そう。先ほどから二亜の隣には、マリアが腕うで組ぐみしながら控ひかえていたのである。

　とはいえ、わざわざ〈フラクシナス〉から連れてきたわけではない。〈囁告篇帙ラジエル〉を使って、マリアをもう一人実体化させた。マリアとしての意思を共有する、いわば子機のようなものである。

　マリアは〈フラクシナス〉のＡＩだ。が、その身体を実体化するに当たって〈囁告篇帙ラジエル〉の権能を使用しているため、半分は二亜の能力でできていると言っても過言ではなかったのである。

「──なら、あたしを手伝ってくれても、レギュレーション違い反はんにはならないよねぇ……？」

　二亜は目をパチパチさせながらしなを作って、マリアにしなだれかかろうとした。が、手が触ふれる寸前でマリアが一歩身を引き、それをかわす。

「確かにそうかもしれませんが、その作戦にはひとつ、大切なものが欠けています」

「え？　なに？」

「わたしのやる気です。──なぜ好きこのんで二亜の手伝いなどしなければならないのですか」

　マリアが不ふ機き嫌げんそうな顔で吐き捨てるように言ってくる。二亜は不満げにブンブンと手を振ふった。

「えー！　いいじゃんかちょっとくらい手伝ってくれてもー！　念願のリアルボディを手に入れられたのはあたしのおかげでしょー!?」

「訂てい正せいを求めます。二亜ではなく〈囁告篇帙ラジエル〉のおかげです」

「あたしとラジえもんは一心同体だしー!?　そんなこと言ってると実体化のための霊れい力りよく貸してあげないぞー！」

「ご自由に。現在〈バンダースナッチ〉の技術を応用した自律稼か働どう型端たん末まつの開発を進めています。〈囁告篇帙ラジエル〉ほどの精度とはいきませんが、じきに顕現装置リアライザのみで皆と触れ合うことが可能となるでしょう。──二亜が一人でどこまで戦えるか見物です。骨くらいは拾ってあげましょう」

「ん、んもー！　小こ粋いきな二亜ちゃんジョークじゃーん！　マリアちゃんたら真ま面じ目めなんだからぁ☆」

　二亜は頰ほおに汗を垂らすと、人差し指でマリアの鼻をちょんとつついた。

「……まったく、情けない限りですね」

　するとマリアはくすぐったそうに眉根を寄せたのちそう言うと、はあとため息を吐いてきた。

「仕方ありません。少しだけ力を貸してあげます」

「！　マジで!?」

　二亜が目を輝かがやかせながらずいと身を乗り出すと、マリアはそんな二亜の顔を手で押さえながら「ただし」と続けてきた。

「条件があります。優勝賞品である士道への告白権。勝利の暁あかつきには、わたしもその権利をいただきます。──わたしを『二亜の能力の一部である』という解かい釈しやくで使おうというのなら、その権利も認められて然しかるべきでしょう」

「えっ、マリアも少年への告白権、欲しいの？」

　マリアの言葉に、二亜は目を丸くした。

「いけませんか？」

「い、いや……駄だ目めじゃないけども。なんて言うつもり？」

「そうですね。──『あなたの脳をデータ化して永遠に一いつ緒しよにいたい』とか」

「こわっ！　実現可能っぽいところが余計こわっ！」

「小粋なマリアジョークです。冗談が通じない人ですね」

　先ほどの二亜の言葉を真ま似ねるように、マリアが言ってくる。どうやら意い趣しゆ返がえしのつもりだったらしい。

　……それにしては目が笑っていないのが少し気にはなったけれど、あまり指し摘てきしてはいけないような気がしてならなかった。

「──とはいえ、二亜」

　と、マリアが話題を変えるようにコホンと咳せき払ばらいをしてくる。

「その協定自体、無む駄だになる可能性も高いです。仮にわたしが助力をしたからといって、それだけで勝てるほど精せい霊れいは甘くありません」

「え？　いやまあ、そりゃそうかもしれないけど……」

「確かに〈囁告篇帙ラジエル〉は、非常に強力な天使です。諜ちよう報ほう目的としてならば最強と言ってもいいでしょう。ですが、その権能も完全無欠ではありません。相手の位置を常に把は握あくしながら、わたしでヒットアンドアウェイを繰くり返すのが常道です。二亜自身は決して表に出てはいけません。精霊とかち合った瞬しゆん間かん、終わりだと思ってください」

「ちょちょちょ、突とつ然ぜんどうしたのさマリア。始まる前からそんな弱気な──」

　二亜が眉まゆをひそめながら言うと、マリアは表情を変えないまま、ちょいちょい、と二亜の後方を指さした。

「ん……？」

　二亜はその指の先を目で追うようにぐるりと後方を向き──

「──ふむん。話は終わったかの、二亜、マリア」

　そこにいた少女の姿を見て、しばしの間身体からだを硬こう直ちよくさせた。

　女によ仙せんを思わせる霊れい装そうを纏まとった、髪かみの長い少女である。右手に鍵かぎのような形をした錫しやく杖じようを握にぎり、左手を腰こしに当てながら、二亜を悠ゆう然ぜんとした調子で眺ながめてきている。どうやら律りち儀ぎに、二亜とマリアの会話が終わるのを待っていたらしい。

　──星ほし宮みや六喰。その少女の名を認識した瞬間、二亜は全身にぶわっと汗が噴ふき出すのを感じた。

「む……ッ、むむむむむムックちん……!?　なんでここに──」

　言いかけて、二亜はハッと息を詰つまらせた。

　確かに先ほど皆の位置を調べたとき、六喰は遥はるか離はなれた場所にいた。けれど、空間に『孔あな』を空ける〈封解主ミカエル〉にかかれば、距きよ離りという壁かべはないに等しい。まさに、〈囁告篇帙ラジエル〉の天敵とも呼べる権能であった。

　だからこそ二亜は、〈囁告篇帙ラジエル〉で常に彼女の動きを把握していなければならなかったのだ。〈囁告篇帙ラジエル〉は全知の権能を持つ天使であるが、使用者が求める情報を、使用者が触れている間しか与あたえてくれないからだ。

　だが二亜は、マリアを仲間に引き込むのに夢中になり、数秒の間〈囁告篇帙ラジエル〉から手を離してしまっていた。

　たかが数秒。されど数秒。結果二亜は六喰の動きを感知するのが遅おくれ、接近を許してしまったのである。

「では早さつ速そく始めるのじゃ。天使を構えるがよい。マリアも二亜の力の一部、無論手を貸しても構わぬぞ」

　言って〈封解主ミカエル〉を構え、その先せん端たんを二亜に向けてくる。

「ちょ……ッ！」

　二亜は手の平を広げると、六喰を制止するように前に突つき出した。

　とはいえ、そんなものに効果がないことは二亜が一番よくわかっていた。必死で思考を巡めぐらせる。相手は六喰。並み居る精霊の中でも、恐おそらく二亜にとって最悪の相手。マリアが時間を稼かせいでいる間に逃にげおおせようとしても、〈封解主ミカエル〉がある限り無駄に終わるだろう。

　だからといって正面切って戦うなどというのは論外だった。自じ慢まんではないが二亜は弱いのだ。──ならばどうする。どうすればこの場を生き延びられる。どうすれば──

「──ゆくぞ、二亜」

　六喰が地を蹴けるように姿勢を低くする。二亜はヒッと息を詰まらせながら地面に尻しり餅もちを突き──裏返った声を上げた。

「ま、待ったムックちん！　あたしたち……手を組まない!?」

「……ふむん？」

　苦し紛まぎれの二亜の提案に、六喰は不思議そうに首を傾かしげた。




　　　　◇




「でぇぇありゃぁぁぁぁ────ッ！」

「応戦。ていやー！」

　──二つのハリケーンが、自然公園を蹂じゆう躙りんしていた。

　八舞耶俱矢と八舞夕弦。ともに風の天使〈颶風騎士ラフアエル〉を持つ双ふた子ごの精霊が、その渾こん身しんの力を以もつて幾いく度どもぶつかり合う。一いち撃げき一撃を交かわし合うたび、風が啼なき、空が嘶いななき、天が軋きしんだ。

　その様はまさに意思を持った災害。精霊が精霊たる所以ゆえんを、二人は全身を以てこの上ないほど明確に知らしめていた。

　これほどまで派手に戦っているのだ。恐らく他ほかの精霊たちにも八舞姉し妹まいの戦いは知られてしまっているだろう。巻き込まれるのを嫌きらってか、今のところ茶々を入れてくる者はいなかったが、この戦いが終結したとき、疲ひ弊へいした勝者を狙ねらって誰だれかが現れる可能性は十分あった。

　けれど、耶俱矢も夕弦も、一いつ切さい力を抜ぬいたりはしなかった。後先など考えない。今この瞬間に自分の全すべてを使い尽つくすかのように、相手に霊力をぶつけ合う。

　確かに士道への告白権というのも魅み力りよく的なご褒ほう美びではあった。耶俱矢も夕弦も士道を憎にくからず思ってはいるものの、具体的にその気持ちを伝えたことはなかったのである。

　だが、今はただひたすらに──己おのれの半身と戦うのが楽しくて仕方なかった。

　──嗚あ呼あ、思えばそれは、一〇〇度に渡わたって競きそい合ってきた中でも初めての感覚かもしれない。

　二人はかつて、どちらが八舞の主人格となるかを競って、幾度も力を比べ合ってきた。

　けれどそれは、互たがいが互いを生き残らせようとする、『殺し合い』ならぬ『生かし合い』であったのだ。

　負けた方が勝ちという歪いびつな勝負。そしてそれが終着したとき、どちらかが消えてしまうという逃のがれ得ぬ運命。そんな悲しい戦いを、八舞姉妹は繰り返してきた。

　しかし──今は。

「うおおおおおおお──ッ！」

「旋せん風ぷう。とおっ」

　そんな憂うれいなどなく、己の全力をぶつけ合える。

　その奇き跡せきに、二人は途と方ほうもない感謝と感激を覚えていた。

「呵か々か！　そろそろ息が上がってきたのではないか？　動きが遅おそくなってきたぞ」

「指摘。それはこちらの台詞せりふです。先ほどより風の勢いが衰おとろえていますよ」

「ほざきおる」

　耶俱矢は笑いながらそう返すと、どこか感かん慨がい深げに続けた。

「──よもやこんな機会が巡ってこようとはな。覚えているか。あの或ある美び島とうでのことを」

「当然。忘れられるはずがありません。──もちろん、士道のおかげで最後の勝負に決着を付けなくてよくなったことも」

「ん……士道には感謝してる。おかげで私と夕弦は、どっちも消えることなく二人でいられるようになったんだから」

「首しゆ肯こう。そうですね。感謝してもしきれません。ですが──」

　夕弦の言葉に応こたえるように、耶俱矢が大おお仰ぎようにうなずく。

「応とも、あの最後の勝負に決着が付かなかったことだけは心残りであった。──だが、今なら」

「同意。ようやく、決着を付けられます」

　二人は同時にニッと笑うと、身体に纏まとっていた風を払はらい、静かに天使を構え合った。

　──二人の間に、合図は必要ない。耶俱矢と夕弦はまったく同じタイミングで空を蹴ると、超ちよう高こう速そくで互いに向かって突とつ進しんしていった。

　が──その瞬間。

「な……!?」

「驚きよう愕がく。これは──」

　二人は目を剝むくと、狼ろう狽ばいに満ちた声を漏もらした。

　しかしそれも当然だ。何しろ二人がぶつかり合おうとした瞬間、空にぽっかりと『孔』が空いたかと思うと、その中から──

『──マリア大隊、突とつ撃げきです』

　何百人という数のマリアが現れ、二人に突撃してきたのだから。

「ちょ……っ!?　マリア!?」

「困こん惑わく。何が起こっているのですか。意味が──」

　耶俱矢と夕弦は困惑と狼狽の中、マリアの波に押し潰つぶされていった。




　　　　◇




「う……っ、おおおおおお！　すっげー！　やったよマリア、ムックちん！」

〈囁告篇帙ラジエル〉の紙面に触ふれながら、二亜は興奮した調子で声を上げた。

　頭の中には〈囁告篇帙ラジエル〉を通して、マリアの大群に吞のみ込まれる八舞姉妹の姿が流れ込んできている。あれだけの暴ぼう威いを振ふるった耶俱矢と夕弦でも、隙すきを衝ついて数で押し切れば勝利できることが証明されたのである。

　とはいえ、この結果は二亜のみでは成し得ないことであった。〈囁告篇帙ラジエル〉から六喰に向き直り、その手をがっしと握る。

「やっぱ思った通りだ！　全知の〈囁告篇帙ラジエル〉に〈封解主ミカエル〉が加われば怖こわいものなしってね！　あたしとムックちんのコンビは最強だよ！」

　言って、六喰の手を握ったままブンブンと振る。

　そう。先ほど運悪く六喰と遭そう遇ぐうしてしまった二亜ではあるが、二亜は自分の能力の有用性をアピールし、一時的な協力関係を作ることに成功していたのである。

　そしてその効果は見ての通りだった。──〈囁告篇帙ラジエル〉で対象の居場所と動向を探さぐり、〈封解主ミカエル〉で『孔』を空けて、ありったけのマリアを送り込む。ただそれだけの、単純極きわまる戦法である。

　シンプルではあるが──否いな、シンプルであるからこそ、強い。二亜は思わず頰ほおが緩ゆるむのを感じた。

「いやー……マジか、マジか。初戦敗退濃のう厚こうかと思ってたけど、あたしまさかの優勝候補？　参っちゃうね。少年になんて言おう。『毎朝あたしに味み噌そ汁しるを作ってくれ』？」

　などと、小声でえっへっへと笑う。

　が、二亜はすぐに表情をもとに戻もどした。功労者である六喰が、何やら浮うかない顔をしていたのである。

「ん？　どーしたのよムックちん。ムックちんのおかげで見事な大勝利だよ？」

「むん……そうなのかも知れぬのじゃが、なんというか……勝った気がしなくての。本当にこんなやり方でよいのじゃろうか……」

　言って、六喰が顔を俯うつむかせてしまう。二亜は慌あわてて言葉を続けた。

「いやいやいや、勝ちは勝ちだって！　そんなの気にしてちゃ勝ち残れないよ！　ムックちんだって少年への告白権欲しいでしょ？」

「……それは……そうなのじゃが……」

　六喰がむむぅとうなるような声を上げる。二亜は頰に汗あせを垂らしながら一歩後ずさった。

「……うーん、ムックちん思ったより武人だったかぁ……でも今さら方針変へん更こうできないし……」

　そして、六喰に聞こえないくらいの声こわ音ねでそう呟く。すると隣となりにいたマリアがぼそっと零こぼしてきた。

「まあ、直接対決路線に切り替かえるなら〈囁告篇帙ラジエル〉は必要性が薄うすいですし、同盟破は棄きされた瞬しゆん間かん、いの一番にやられるのは二亜ですしね。──というか、仮にこの作戦が上手うまくいったとして、最後に残った六喰をどう倒たおすつもりなのですか？」

「う……っ」

　マリアに言われ、二亜は言葉に詰つまった。

　確かにその通りなのである。同盟を持ちかけ時間を稼ぐことには成功したものの、勝者が一人である以上、最後は戦わねばならない定めなのだ。そして直接対決となれば、おそらく二亜に勝ちの目はあるまい。二亜は渋じゆう面めんを作りながら考えを巡らせた。

「……ある程度人数を減らしたら、適当に理由を付けて強敵にムックちんをけしかけて、疲つかれたところを後ろから殴なぐるとか……」

「なるほど、非常に二亜らしい狡こすい手ですね。ある程度人数を減らした段階で『うぬはもう用済みなのじゃ』とならなければよいですが」

「ぬぐ……っ！　ムックちんはそんなこと言わないもん！　あたしたち同盟の絆きずなはそんなことじゃ崩くずれないやい！」

「堂々と裏切りを画策している人が何を言っても説得力に欠けますね」

「──さっきから何をごちゃごちゃと言っておるのじゃ」

「きゃん！」

　突とつ然ぜんマリア以外の声がして、二亜は尻尾しつぽを踏ふまれた子犬のような悲鳴を上げた。見やると六喰が、不ふ審しんそうに眉まゆを歪ゆがめながらこちらを見ていることがわかる。

「な、なななんでもないよ！　それよりほら、次行こ次！　さーって、今バトってる子たちは……っと」

　二亜は勢いで誤ご魔ま化かすと、再び〈囁告篇帙ラジエル〉の紙面を指でなぞり始めた。そして、今まさに戦っている精せい霊れいたちを検けん索さくする。一人でいる者よりも、相手に気を取られている者の方が隙を衝きやすいためだ。

「んー……オリリンと妹ちゃん、あとはよっしーとみっきーか。ふむふむ、じゃあよっしーみっきーの方に行ってみようか！　マリア、メンバースタンバイ！　ムックちんはあたしの合図で『孔あな』を空けて！」

　二亜の号令に、マリアがため息交じりに首肯し、六喰がどこか浮かない顔をしながらも〈封解主ミカエル〉を構える。不満はあるものの、一応は二亜の指示にしたがってくれるつもりらしかった。

　とりあえずそれに安あん堵どしながら、二亜は精神を集中させた。四糸乃と美九の戦せん闘とうを観察しながら、二人の隙を探る。

　と──その瞬間であった。

「……っ、むん……!?」

「な──」

　六喰とマリアの目が、驚愕を示す形に見開かれたのは。

「え……？　どしたの二人とも。何かあっ──」

　二亜は〈囁告篇帙ラジエル〉での観察を中断すると、二人が見ている方を向き──同じように、目を見開いた。

　だがそれも無理からぬことだろう。何しろそこには、

「──六喰！　二亜、マリア！」

　今まさに十香とデートしているはずの、士道の姿があったのだから。




　　　　◇




　──自然公園のアスレチック広場には今、春先とは思えない極ごつ寒かんの冷気が立ちこめていた。

　吐はく息は白く、地面には霜しもが降り、まるで冷れい凍とう庫の中にいるかのような空気が肌はだを刺さす。

　それらは全すべて、四糸乃の天使〈氷結傀儡ザドキエル〉の力の余波であった。四糸乃が駆かる巨きよ大だいなウサギ型の天使が冷気を操あやつるたび、辺りの気温がぐんと下がっていくのである。

　けれど、そんな中──

「いぃぃぃぃぃ────やっほぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　美九はただ一人、雪をも解とかすような熱い血潮を滾たぎらせていた。

「〈破軍歌姫ガブリエル〉──【行進曲マーチ】、【行進曲マーチ】、もひとつおまけに【行進曲マアアアアチ】ッ！」

　身体からだの周りに顕けん現げんさせた光り輝かがやく鍵けん盤ばんに指を走らせ、勇ゆう猛もうな曲を奏かなでていく。音の天使〈破軍歌姫ガブリエル〉の権能を利用した、高こう揚ようの歌。その曲を奏でるたび、美九の身体に、はち切れんばかりの活力が満ちていった。

「え、ええ……っ!?」

『ちょ……っ、なんなのさあれー！　あんなのアリー!?』

　四糸乃と、〈氷結傀儡ザドキエル〉に宿った『よしのん』が動どう揺ようの声を上げる。

　それはそうだろう。精霊の中でも身体能力が高いとは言えない美九が、先ほどから四糸乃の放つ氷ひよう弾だんや氷柱つららをことごとくかわしているのだから。

「うっふふー！　いつまでも昔の私のままだと思ってもらっちゃ困りますよー！　アイドルは自己研けん鑽さんを怠おこたらないからこそアイドルたり得るんですからぁー！」

　言って、美九はぱちりとウィンクをした。

　そう。あのとき──ＤＥＭ日本支社での戦いで士道に窮きゆう地ちを救われてから、美九はアイドル活動の傍かたわら、精霊として自分なりの戦い方を研究し続けてきたのである。

　共きよう闘とうする精霊たちがいるときはその手助けをすればいい。美九よりも強い精霊たちは何人もいるのだ。彼女らの力を底上げする方が効率がよいと判断すれば、美九はそれに徹てつした。

　けれど、精霊が美九一人しかいないとき、もう二度と士道を危険に晒さらすことがないように──さらに言うなら、今度は美九が士道を守れるように、一人で戦い抜ぬける方法を模も索さくしていたのだ。

「〈破軍歌姫ガブリエル〉──【独奏ソロ】！」

　叫さけび、美九は指をパチンと鳴らした。瞬間、それに応えるように地面から光り輝く一本の銀ぎん筒とうが姿を現す。

〈破軍歌姫ガブリエル〉を構成する一パーツである。普ふ段だんならばそこから『音』を発して相手を操ったりするのに使うのだが──

「──ハッ！」

　美九は、その銀筒を引き抜くと、まるでカンフー映画の主人公が棍こんを振るうように華か麗れいに振り回し、構えを取ってみせた。

『えぇっ!?　なぁにそれぇッ!?』

『よしのん』が慌てたように言って、氷の障しよう壁へきを形作る。

　しかし美九はフッと口元を歪めると、目にも留まらぬスピードで、回転を加えた銀筒を繰くり出した。

「ひょぉぉぉぉぉぉ──っ！」

　銀筒の先せん端たんが、連続して氷の壁かべに打ち付けられる。しかもそれはただの刺し突とつではない。一いち撃げきを見み舞まうごとに銀筒は幻げん想そう的な『音』を奏で──その音が不可視の衝しよう撃げき波はとなって、四糸乃を襲おそったのである。

　今までのようにただ無む秩ちつ序じよに衝撃を撒まき散らすのではない、指向性を持ち、研とぎ澄すまされた破は壊かいの『音』。強化された美九の膂りよ力りよくとともに繰り出された連撃は、堅けん牢ろうな四糸乃の氷を容易たやすく砕くだいてみせた。

「きゃ──!?」

『うっそぉ！』

　四糸乃たちが悲鳴を発し、後方へ離り脱だつする。美九はニッと笑い、汚よごれた頰を親指で拭ぬぐった。

『く……っ、やるねぇ美九ちゃん。やっぱり士道くんへの告白権はおっきいのかな』

『よしのん』が油断なく構えを取りながら、くぐもった声で言ってくる。美九はもちろん、というように首しゆ肯こうした。

「そりゃあそうですよぉ。あのシャイなだーりんがどんな反応をしてくれるのか……想像しただけでたまりませんー！　ごはん三杯ばいはいけちゃいます！」

　美九がグッと拳こぶしを握にぎりながら叫ぶと、四糸乃は頰ほおに汗を垂らして苦く笑しようした。

　そんな様子を見ながら、美九はふっと頰を緩ゆるめる。

「でも──別に私は、だーりんを独り占じめしたいってわけじゃないんですよぉ。私、だーりんと同じくらい皆みなさんのこともだーい好きですし。だーりんが結けつ婚こんするっていうなら、一夫多妻制の国にいってみーんなお嫁よめさんにしてくれてもいいくらいです。あっ、何なら私がだーりん含ふくむ皆さんをお嫁さんにするのもアリですよ？」

「み、美九さん……」

『えー、じゃあなんでそんなにやる気満々なのさー』

　四糸乃が再度苦笑し、『よしのん』が唇くちびるを尖とがらせるような口調で言ってくる。美九は銀筒を構えながら続けた。

「なに言ってるんですかぁ。さっき言ったように、だーりんの反応を見るのは楽しみですし、力ちから一いつ杯ぱいやらないとだーりんと十香さんのデートのお助けにならないじゃないですかぁ。それに──」

「……それに？」

　四糸乃が不思議そうに首を傾かしげてくる。美九はビカッと目を輝かせながら続けた。

「──霊れい力りよくが切れて霊装を顕現できなくなったら負け……っていうことは、負けた子はだーりんに封ふう印いんされたときみたいに、生まれたままの姿になるってことですよねぇ!?

　そんなの──何としても最後まで勝ち残るしかないじゃないですかぁ！」

　美九が力強く熱弁を振ふるうと、四糸乃たちはなぜか一歩後ずさった。

「そ、そうですか……」

『っひゃー……なんだか一発で美九ちゃんの強さの謎なぞが解けちゃったぜ』

　言って、何やら一層警けい戒かいを強めるように姿勢を低くする。

　が、美九に二人を逃にがすつもりはなかった。〈破軍歌姫ガブリエル〉の銀筒を構えたまま、ガッ！　と踵かかとを地面に突つき立てる。

「〈破軍歌姫ガブリエル〉──【輪舞曲ロンド】！」

　すると次の瞬しゆん間かん、美九の足元──ではなく、四糸乃と『よしのん』を囲うように無数の銀筒が姿を現し、四糸乃たちを拘こう束そくするように放射状に『音』を響ひびかせた。

「！　よしのん！」

『わかってる！』

　四糸乃と『よしのん』が寸前でそれを察知し、上空に飛びあがる。

　しかし、それこそが美九の狙ねらいであった。すうっと息を吸い、空中の四糸乃目がけて思い切り『声』を発する。

「──わッ！」

「きゃ……っ！」

『ぬわーっ！』

　広こう範はん囲いに放たれた『音』は、威い力りよくこそ低いものの避よけることは困難である。四糸乃と『よしのん』が身体に衝撃波を浴び、一瞬身を竦すくませる。

　美九はその隙すきに、トン、トンと虚こ空くうを蹴けるようにして空に飛び上がると、手にした銀筒を振り上げた。

「いっきます──よぉッ！」

「……っ！」

　四糸乃が眉まゆをぴくりと動かすと同時、冷気が渦うずを巻き、氷の壁が生まれる。しかし美九の『音』を込めた一撃は、その氷を一瞬で粉ふん砕さいした。

　氷が生成され、美九がそれを砕く。そんな攻こう防ぼうを繰り返すうち、段々と氷の生成速度が美九のスピードに追いつかなくなっていった。

『四糸乃！　このままじゃ駄だ目めだ！　やられちゃうよ！』

「わかってる……！　だから──」

　氷の粒つぶが弾はじける中、四糸乃たちが何やら言葉を交かわし合う。恐おそらく、美九の猛もう攻こうから逃のがれる算段でもしているのだろう。

「そうは──いきませんよっ！」

　美九はそう言うと、幾いくつ目めかの壁を砕くと同時、〈破軍歌姫ガブリエル〉の銀筒を振り上げた。

　そしてその先端に、幾いく重えにも破壊の『音』を集め──

「──【交響曲シンフオニー】！」

　ハンマーのように振り下ろすことで、一気に衝撃を発散させた。

「きゃぁぁぁぁぁぁっ！」

『わぎゃーっ！』

　周囲に凄すさまじい轟ごう音おんが撒き散らされ、〈破軍歌姫ガブリエル〉の攻撃をまともに食らった〈氷結傀儡ザドキエル〉と四糸乃の霊装が、光の粒となって弾け飛ぶ。

　──美九の、勝利である。美九は凄まじい達成感に、身を打ち震ふるわせた。

「！　やりましたぁぁぁっ！　私、一人でもちゃんと戦え──」

　が、美九はそこで言葉を止めた。

　それはそうだ。何しろ霊装が消え、半はん裸ら状態になった四糸乃が、弱々しく地面にへたり込みながら、

「美九さん……い、痛くしないでください……」

　と、涙なみだを湛たたえながら上うわ目め遣づかいで言ってきたのである。

「よ……っ、よよよよ四糸乃さん……！」

　その悩なやましげな姿と声に、美九の理性は一瞬にして蒸発した。

「だ、だだ大だい丈じよう夫ぶですよ！　痛くなんてしませんよぉぉ！　でもそんな格好でこんなところにいたら風か邪ぜを引いちゃいますからね！　私が責任を持って安全な場所に連れていってあげますぅぅ！　さ、こっちへ──」

　と。

　そう言いながら四糸乃に近づいていった美九は、そこでようやく、四糸乃の指から、光る糸のようなものが伸のびていることに気づいた。

「あの……ごめんなさい、美九さん」

「へ？」

　次の瞬間、美九は背後に現れた巨きよ大だいな影かげに押し潰つぶされ、意識を失った。





──残存精せい霊れい、一〇人中、九人。










断章／四　Reunion









　例のおかしな男と再会を果たしたのは、それからしばらくあとのことだった。

　もう一人の自分──あの男には『十とお香か』と呼ばれていたか──の心が乱れたかと思うと、またも自分の意識が表層に引きずり出されていったのである。

　とはいえ、十香の心から流れ込んできた感情は、かつてのときのような強きよう烈れつな絶望とは少し異なっていた。寂せき寞ばく……忘失──何か忘れてはいけないものを忘れてしまったかのような、得体の知れない不安感とでも言おうか。正体のわからない苦しみに耐たえかねているといった様子だった。

　──目を覚ました場所は、以前のような戦場の中ではなく、多くの人間たちが犇ひしめく街中であった。

　そして彼女は、紆う余よ曲きよく折せつを経て例の男──士し道どうと再会を果たし、少しの間、話をした。

　まあ、折おり紙がみとかいう女に乗せられ、六む喰くろとかいう女と勝負をさせられたりと、いろいろ面めん倒どうなことはあったのだが……収しゆう穫かくらしきものもないではなかった。

　見たところ士道は、善良な人間であった。少なくとも、十香を絶望させようとする意図はないようである。けれどおかしなことに、恐おそらく十香の絶望や悲しみは、全てこの男に関連することが原因で発生している。士道が傷つけば十香もまた身を切られるような痛みを感じ、士道が苦しめば十香もまた心が重くなった。

　……なんとも不思議な現象。それを認識した彼女は、去り際ぽつりと言葉を零こぼした。

「──私を」

「え……？」

　士道が、呆ぼう然ぜんと目を見開きながら言ってくる。彼女は冷れい淡たんな双そう眸ぼうで彼を見下ろしながら続けた。

「『十香』を、あまり、悲しませるな」








第四章　最後に立っていた者は









　ほんのりと暖かい風が頰ほおを撫なでる。

　つい数日前まではコートが手放せなかったというのに、天てん宮ぐう市の街並みには、そこかしこに新しい季節の息い吹ぶきが見て取れた。色づき始める芝しば生ふに、木々に芽め吹ぶいた蕾つぼみ……あとはまあ、舞まい始めた花粉にマスクが手放せなくなった人々。そんなものが積み重なって、街の景色が段々と、春の色に染まっていく。

　学校をあとにした士し道どうたちは、そんな風景を眺ながめながら道を歩いていた。

　いつも歩く通学路や、駅前の通りに向かうのとは別の方向である。学校から離はなれていくに従って、段々と大きな建造物や車道が少なくなっていき、代わりに木々や野原など、自然の景色が増えていった。

　十とお香かと天てん香かは、それぞれ士道の隣となりを歩いている。十香の方は物もの珍めずらしそうに辺りを見回しながら、「おおシドー、なんだあれは？」と楽しげに言ってきたりするのだが、天香の方はむすっと唇くちびるを引き結んだまま、あまり言葉を発さなかった。

　が──どれくらい歩いた頃ころだろうか、天香が不意に眉まゆをぴくりと動かしたかと思うと、その場で足を止めた。そして、何やら遠くを眺めるように顔を上げる。

「──この感覚は……ふん、なるほどな。〈囁告篇帙ラジエル〉の宿主は勘かんがいいとみえる」

「え？」

　天香が何かをぽつりと呟つぶやく。士道は思わず聞き返した。

　が、天香は不ふ機き嫌げんそうに眉を歪ゆがめると、士道に睨にらみ付けるような視線を返してきた。

「何でもない。私に構うな。貴様は十香のみを見ていればよい」

「いやいや、そういうわけにはいかないだろ。せっかく三人でのデートだっていうのに……」

「ふん」

　士道が頰に汗あせを垂らしながら苦笑すると、天香はまたも鼻を鳴らしてきた。

「それより、見せたいものとやらにはまだ着かんのか。あまり十香の時間を無む駄だにするな」

　そして、不満そうにそう言う。するとそれを聞いていた十香が、ふるふると首を横に振ふった。

「無駄などではないぞ、天香。こうして、シドーやおまえと知らない道を歩いているだけで、私は楽しいのだ。──デェトとは何かをするからデェトなのではない。誰だれかといて楽しいと思ったなら、その瞬しゆん間かんこそがデェトなのだ」

「────、そうか」

　まさか十香からそんな言葉を返されるとは思っていなかったのか、天香が小さく目を見開く。十香はそんな天香の表情の変化に気づいているのかいないのか、自信ありげにえっへんと胸を反らしてみせた。

「デェトに関しては私が先せん輩ぱいだからな！　天香にいろいろと教えてやろう！　なんといっても先輩だからな！」

「……ふむ。ならば見せてもらおう。デェトの真しん髄ずいとやらを」

　天香はそう言うと、士道の方を一いち瞥べつしてきた。

「──というわけだ。命拾いしたな人間」

「えっ、今俺生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわだったの？」

「今、ではない。全てのやりとりに命がかかっていると思え。少しでも十香に不快な思いをさせてみろ。その瞬間首と身体からだを仲なか違たがいさせてやろう」

「ええ……」

　あまりに物ぶつ騒そうな物言いと、それを冗じよう談だんと思わせない気き迫はくに圧おされて、士道は一歩後ずさりそうになった。が、そこでそんな天香に、十香が眉根を寄せる。

「こら天香、そんなことを言ってはいけないぞ。それに、デェトとはお互たがいに『楽しい』を持ち寄るものなのだ。シドーにばかりそんな要求をするものではない」

「……そうか。ならばやはり、私が随ずい行こうする必要はあるまい。私は十香や人間に与あたえる享きよう楽らくを持ち合わせてはいないのだからな」

「何を言う。先ほども言っただろう。──私たちは、おまえと一いつ緒しよにいるだけで『楽しい』のだ。なあ、シドー」

　十香が同意を求めるように微笑ほほえみかけてくる。士道は大きくうなずいてそれに返した。

「ああ。もちろんだ」

「……ふん」

　天香が視線を逸そらしながらそう言ってくる。あまりに無愛想ではあったけれど、それは彼女なりの同意らしかった。

　十香もそう判断したのだろう。満足げにうなずきながら続けてくる。

「うむ、わかればいい。では仲直りだ。シドーにごめんなさいをしよう」

「……なんだと？」

　十香の言葉に、天香が渋じゆう面めんを作る。

　が、十香のにこにこ顔には逆らえなかったのか、もの凄すごく嫌いやそうな顔をしながら士道に視線を向けてくる。

「ゴ、メ、ン、ナ、サ、イ」

「……お、おう」

　こんなにも一言一言に殺意が込められた謝罪はいまだかつて聞いたことがなかった。こちらを射い殺ころすような眼光とともに発された言葉に、士道は背中を濡ぬらしながら首しゆ肯こうした。

　とはいえ、気圧されてばかりもいられない。士道は気を取り直すように咳せき払ばらいをすると、二人に向き直った。

「──さて、十香、天香。実はそろそろ目的の場所に着くんだ。で、二人にお願いがあるんだけど……」

「む？　なんだ？」

「…………」

　十香が表情を明るくしながら、天香が無言のまま、士道を見てくる。士道はそんな二人に、それぞれ右手と左手を差し出してみせた。

「ここから目的の場所に着くまで、目を瞑つぶっていてくれないか？　──二人を、驚おどろかせたいんだ」

「おお！　それは面おも白しろそうだな！」

　士道が言うと、十香はすぐさま目を瞑り、士道の手をがっしと握にぎってきた。

　反して、やはり天香は不服そうな顔をして士道を睨んでくる。

「私はいい。貴様と十香だけで──」

『天香』

　が、士道と十香が同時に名を呼ぶと、天香は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔こそしたものの、素す直なおに目を閉じ、士道の手に自分の手を乗せてきた。

「よし、じゃあゆっくり進んでいくぞ。足元に気を付けてな」

　言いながら、二人を導くように手を引き、後ろ向きに歩いていく。

　とはいえ、目を瞑っているというのに二人の足取りは確かなものだった。何なら、後ろ向きに歩く士道よりも歩調が早いくらいである。よほど士道を信しん頼らいしているのか、それとも視覚を閉ざしたくらいで歩けなくなるほど柔やわな感覚器ではないのか……恐おそらく十香は両方、天香は後者だろう。

　士道は二人に追い越こされてしまわぬよう後方を振り向きながら歩みを進めると、道の角を曲がったところで足を止めた。

「──さ、二人とも。着いたぞ。目を開けてくれ」

　そしてそう言って、二人に合図を送るように、手に少しだけ力を入れる。すると十香と天香は示し合わせたように同時に足を止めると、これまたまったく同時に瞼まぶたを開いていった。

　そして──

「──ふぁ──」

「────」

　二人は、開けた目を、そのまままん丸に見開いた。

　だがそれも無理からぬことではある。きっと士道でも、初めてこんな景色を見たなら、似たようなリアクションを取ってしまうに違ちがいなかった。

　──そう。視界いっぱいに広がる、見事な桜並木を見たならば。

　一体幾いく本ほんあるのかも知れない桜の木に、開花したばかりの花が咲さき乱みだれている。その様は豪ごう壮そうにして流りゆう麗れい。絢けん爛らんにして──儚はかなげ。見る者の目を奪うばう幻げん想そう的な光景であった。

　瞬間、一いち陣じんの風が吹ふく。木々の合間を通り抜ぬけた風は、天を仰あおぐように伸のびた枝を微かすかに揺ゆらし、無数の花びらを一いつ斉せいに散らしてみせた。

「おお……！」

「…………」

　桜さくら吹雪ふぶきとはよくいったものである。夥おびただしい数の花びらは薄うす紅べにの奔ほん流りゆうとなって、まさに吹雪の如ごとく、目を剝むく十香たちを吞のみ込んでいった。

「な、なんだこれは……、花──なのか？」

　髪かみや肩かたに桜の花びらを載のせた十香が、興奮したように頰を紅潮させる。士道は花びらを手で払ってやりながら、ふっと微笑んでみせた。

「ああ。桜っていうんだ。──ずっと、十香に見せたかった」

　士道はそう言って、桜の木を見上げるように顔を上げた。

　そう。十香とのデートと言われて、士道の脳のう裏りに浮うかんだのが、ここだったのである。

　理由は単純なもので──十香が、見たことのない風景だと思ったからだ。

　去年の四月一〇日に出会ってから、士道は十香とともに様々な景色を見てきた。学校、街並み、海、紅葉、そして雪景色──そのたび、十香は目をキラキラと輝かがやかせてくれたのである。

　けれど、十香の霊れい力りよくを封ふう印いんしたときには既すでに、天宮市近辺の桜は全て散ってしまっていたため、この風景だけはまだ見せられていなかったのだ。

　とはいえ、それも怪け我がの功名かもしれなかった。今まで十香に見せられなかったからこそ、十香はその初めての瞬間を、天香と迎むかえることができたのだから。

「──どうだ、天香。綺き麗れいだろ」

「…………む」

　士道が声を掛かけると、ぼうっとした様子で桜を見上げていた天香が小さく肩を揺らし、視線を逸らしてきた。

「私よりも、十香に聞け。十香が楽しめているのであれば、私はそれで──」

　そこまで言ったところで、天香は言葉を止めた。

　背後から忍しのび寄った十香が、

「とおっ！」

　と、拾い集めた桜の花びらを、紙吹雪のように天香の頭上に放ってみせたからだ。

　無数の花びらがぶわっと舞まい上がり、ひらひらと天香に降り注ぐ。みるみるうちに、天香は花びらまみれになってしまった。

「ははは、隙すきありだ！」

「…………やったな？」

　一瞬にして花の妖よう精せいのような姿になった天香は、半眼を作りながらもどこか楽しげにそう言うと、水に濡れた犬のようにぶるぶるっと身体を揺すり、身体に付いていた花びらを舞わせた。

「はっ」

　そして目にも留まらぬ早はや業わざで花びらを拾い集めると、お返しとばかりに十香に桜吹雪をお見舞いする。瞬またたく間に、十香の長い髪が薄紅の花か弁べんで飾かざられた。

「うわぷ……っ！」

「ふ、これでおあいこ──」

　と、またも天香が言葉を止める。

　とはいえその理由は考えるまでもなかった。十香と天香がじゃれている間に花びらを拾い集めていた士道が、背後から天香に花びらシャワーを浴びせたからだ。

「ふっ、背中がお留守だぜ、天香」

「貴様」

　天香はギロリと士道を睨にらみ付けると、道に転がる小石を拾い集めながら、逃にげる士道を追ってきた。

「ちょ……っ、なんか俺のときだけ報復が重くないか!?」

「黙だまれ。私を舐なめた罪、その命で贖あがなうがいい」

「と、十香ー！　たーすけてー！」

「うむ、待っていろシドー！　すぐに次の花びらを集めるからな！」

「な……、おのれ、卑ひ怯きようだぞ人間」

　などと、桜舞う並木道で、三人の追いかけっこは始まったのだった。




　　　　◇




「な──」

　木々が生おい茂しげる林の中、六む喰くろは目を見開き、言葉を失っていた。

　それはそうだ。不意に名を呼ばれ振ふり向いてみると──そこに、十香とデートしているはずの士道の姿があったのだから。

　六喰だけではない。その向かいにいた二に亜あとマリアもまた、表情を驚きよう愕がくの色に染めている。

　六喰は構えていた〈封解主ミカエル〉を下ろすと、士道の方に向き直った。

「主ぬし様……こんなところで一体何をしておるのじゃ？　十香とデートしているのではなかったのか？」

　六喰が問うと、士道は感かん慨がい深げに息を吐ついたあと、言ってきた。

「ああ。十香とのデートは無事終わったよ。もう安心だ」

「！　なんと、本当か？」

　士道の言葉に、六喰はまたも目を丸くした。すると、士道は優しげに微笑みながら続けてくる。

「──事情は琴こと里りに聞いた。みんな、俺と十香のデートのために頑がん張ばってくれたんだってな。本当に──ありがとう。俺が頑張れたのも全部、みんなのおかげだ」

「主様……」

「でも、もう大だい丈じよう夫ぶ。もう戦う必要なんてないんだ。さ、みんなのところに──」

「──ちょーっと待った」

　と。そこで士道の言葉を遮さえぎるように、二亜が声を発した。右手の指で〈囁告篇帙ラジエル〉の紙面を撫なでながら、士道に鋭するどい眼光を向けている。

「二亜……？　どうしたのじゃ？」

　六喰が不思議そうに言うと、二亜は「んっんっんっ」と奇き妙みような含ふくみ笑いを漏もらしながら士道に指を突つきつけた。

「なんか、やーったらと話ができすぎだと思ったよ。念のため〈囁告篇帙ラジエル〉で調べてみてよかった。──少年に化けて騙だまし討うちしようなんて、なかなかずっこい手を考えるじゃない。ねえ、なっつん？」

「なんじゃと……!?」

　六喰は息を詰つまらせると、再度士道の顔を見た。その顔は紛まぎれもなく士道のものであったが──二亜の言葉を突きつけられた瞬しゆん間かん、小さく眉まゆ根ねに皺しわが寄るのが見て取れた。

「……く……っ」

　それを見てか、二亜がニッと唇くちびるを笑みの形にする。

「相変わらず見事な変身だねぇ。でも、ムックちんだけならまだしも、あたし相手にそれは悪手じゃないかにゃあ？　なっつんならそれくらいわかりそうなもんだけど──」

　そこまで言ったところで、二亜が何かに気づいたように「ああ」と眉を揺らした。

「なるほど、よっしーを助けるためか。あのままだと、次にやられるのはよっしーとみっきーだったもんね。よっしーと仲良しななっつんとしては見過ごせなかったわけだ。うーん、こいつはラッキー。思わぬ獲え物ものが釣つれちゃったね。ふーははは！」

　二亜は悪役のような調子で笑い声を上げると、再度指を士道──に化けた七な罪つみに向けた。

「ここに現れたのが運の尽つきよ！　六喰先生、お願いしやす！」

「そこまで煽あおっておいて最後は六喰頼だよりなのですね」

　二亜の背後にいたマリアが半眼を作りながら言う。が、二亜は取り合わず（額に汗あせが滲にじんではいたが）、信頼に満ちた視線を六喰に向けてきた。

「ふむん……」

　しかし、六喰はすぐには動けなかった。

　反論をしないところから見ても、あの士道が偽にせ者ものであるというのは間ま違ちがいないのだろう。となればもちろん、士道の姿を使って六喰を謀たばかろうとした七罪への怒いかりもないではない。だが──

「……確かに」

　と、そんな六喰の心境を察したかのように、七罪が士道の姿のまま、士道と同じ声を発した。

「馬ば鹿かなことをしたんでしょうね、私は。〈囁告篇帙ラジエル〉がある以上、どんなに上手うまく化けたとしても正体がバレるのは必定だもの。──でも、ね」

　七罪はカッと目を見開くと、六喰の顔を見つめてきた。

「私は私の行動を後こう悔かいしてない。たとえここでやられたとしても本ほん望もうよ。──あんたはどうなの、六喰。二亜の手に乗って最後まで勝ち上がって、それで告白権を獲かく得とくしたとして、堂々と胸を張って士道の前に立てるの？」

「……っ、むく、は──」

　言われて、六喰はずきんと胸が痛むのを感じた。

　先ほどからずっと心に引っかかっていたことを言語化され、目の前に突きつけられたかのような感覚。偽者であるとわかっていても、士道の姿と声でそれを告げられるのは非常に応えるのだった。

　──実のところ、別に六喰は士道に告白したいことがあるというわけではなかったのだ。士道は六喰を受け入れ、家族になろうと言ってくれた。六喰にとってはそれが全て。この上何かを求めるつもりなどなかったのである。

　ならばなぜ六喰が告白権を得ようとしているかといえば──それは、誰にも告白権を使わせたくないから、に尽きる。

　六喰は士道が大好きで、だからこそ、いつまでも変わらぬ士道でいてほしかった。誰だれかしか見ない士道になってほしくなかった。

　けれど、今の六喰は、そんな士道の前に立てるのだろうか。

　別に二亜のやり方を否定するつもりはない。こういった戦いで誰かと手を組むことは常道。勝ち残るために最善を尽くそうとする姿勢はむしろ美しい。

　だが──六喰の性しようには合わない。ただ、それだけだった。

「ちょ……ちょちょちょ！　なにしてくれてんのさなっつん！　偽者キャラは正体バレたら『ちっ、バレたか！』って逃げるなり倒たおされるなりしなきゃ駄だ目めっしょ!?　なにムックちん籠ろう絡らくにかかってんの!?」

「……はっ、言ったでしょ。バレるのなんて最初からわかってたって。でも、六喰が二亜のやり方に合わないってのもなんとなくわかってた。──六喰！　もっと自分に正直になれよ！」

「少年の口調で喋しやべるのズルいからやめぇぇぇぇぇいっ！　騙されるなムックちん！　あたしと天下取ろうぜ！」

「──二亜、二亜」

　と、そこでマリアが二亜の肩かたを指先でトントンと叩たたく。二亜は鬱うつ陶とうしげにそれを一いち瞥べつした。

「なにさマリア！　今忙いそがしいんだけど!?」

「もしかしたら、非常事態かもしれません」

「いやだからそれはわかってるから！　マリアもムックちん引き止めてくんない!?」

「いえ、そうではなく。別件です」

「……え？」

　マリアの言葉に、二亜が眉根を寄せる。

「へっ、へへ……」

　それに次いで何かを察したように、士道に化けた七罪が小さな笑みを浮うかべた。

「……ああ、ごめんね六喰。あんまり気に病やまないで。私の言ったこと、だいたい勢いと出任せだから。ただ──時間稼ぎができればよかったのよ」

「なんじゃと……？」

「へ……？」

　六喰は訝いぶかしげに首を傾かしげた。それに合わせるように、二亜もまた不ふ審しんそうに眉を歪ゆがめる。

　すると、七罪はゆっくりと天を仰あおぐように顔を上に向けた。

　六喰と二亜はその視線に導かれるように上を向き──

「むん──」

「あ……っ」

　いつの間にかそこに現れていた人ひと影かげを見て、目を丸くした。

　だがそれはそうだろう。何しろそこにいたのは、

「く、か、か……やってくれた喃のう、やってくれた喃」

「憤ふん激げき。覚かく悟ごは……できているのでしょうね」

　ボロボロになった霊れい装そうを纏まとい、その表情を憤ふん怒ぬの色に染める、耶か俱ぐ矢やと夕ゆ弦づるだったのだから。

「ひ……っ、か、かぐやん、ゆづるん……!?　マリア大隊にやられたんじゃ……ていうかなんでここが──」

　二亜がそこで言葉を止める。

　恐おそらく、六喰と同じく気づいたのだろう。──近くに生えていた木の上部が、『二亜はここ→』とでかでかと記された看板に変へん貌ぼうしていたことに。

　こんなことができる精霊は一人しかいない。二亜が顔をさぁっと青くしながら七罪を見た。

「な……なっつぅぅぅぅん！」

「あはは……耶俱矢と夕弦がまだギリギリ脱だつ落らくしてないのは調べがついてたからね。こうしとけば、仕返しにきてくれるでしょ？」

　言いながら、七罪がその手に本の形をした天使を出現させる。──〈囁告篇帙ラジエル〉を模した〈贋造魔女ハニエル〉だ。どうやらそれで、八や舞まい姉し妹まいの無事を確認していたらしい。

「は、謀はかったな、なっつん！　ずるいぞー！　自分の力で正々堂々勝ち抜ぬこうって気き概がいはないのかーっ！」

「どぉぉぉの口がほざきおるかぁぁぁッ！」

「報復。容よう赦しやはしません。夕弦たちの決着を邪じや魔ました罪、その身で贖あがなってもらいます」

　耶俱矢と夕弦が怒ど気きを露あらわに叫さけび、空を蹴けって二亜に襲おそいかかる。

「ひぃぃぃぃぃんっ！　助けてマリアぁぁぁぁぁっ！」

　二亜は情けない悲鳴を上げながら、木々の合間を縫ぬうように逃にげ去っていった。

　それからしばらく悲鳴と怒号、あとは凄すさまじい風圧に木が薙なぎ倒される音が響ひびいていたが──やがて、静かになる。二亜が仕留められたのか、それとも逃げおおせたのかはわからなかったけれど、八舞姉妹もこちらに戻もどってくる様子はない。

「……むん」

　六喰は小さく息を吐つくと、未いまだ士道の姿をしたままの七罪の方へと歩いていった。

「……っ！」

　七罪は一瞬ビクッと肩を震ふるわせるも、観念したように構えを取ってきた。

「……まあ、そうなるわよね。……いいわ。けしかけたのはこっちだし、駄目で元々、せいぜい霊力発散して散ってやるわよ」

　七罪が諦あきらめたように言ってくる。が、六喰は無言のままその姿を見つめると、両手を広げ、その身体からだをぎゅうと抱だき締しめた。

「な……っ、えっ？　ちょっと……？」

　その行動がよほど意外だったのだろう、七罪が狼ろう狽ばいに満ちた声を発してくる。六喰は細く息を吐いてから、小さく言葉を零こぼした。

「──うぬの言葉が時間稼ぎのための出任せであったとしても、それによって気づかされたことは事実じゃ。礼を言う。──むくは、むくが心から誇ほこれるような勝利を摑つかみ取ることにするのじゃ」

　六喰はそう言うと、七罪から身体を離はなした。

「……たとえ偽者であろうと、主ぬし様に二度刃やいばを向けることはできぬのじゃ。──次また会うことがあったなら、別の姿で現れるがよい。そのときは全力で仕合おうぞ」

　そしてふっと微笑ほほえみ、地を蹴るようにして空へと舞っていった。──己おのが全力を振ふるうに相応ふさわしい戦場を、求めて。







「……、……、……」

　一人その場に残された七罪は、しばしの間息ができずにいた。

　肋ろつ骨こつを突つき破って出てくるのではないかと思えるほどに心臓が激しく脈打つ。指先が痺しびれ、視界さえも霞かすみかける。

「…………っはぁぁぁぁぁぁ……」

　六喰の姿が見えなくなってようやく、七罪は大きく息を吐いた。それと同時、身体が淡あわく輝かがやき、士道の姿から元の姿へと変貌する。

「……なんかちょっと今日、九死に一生得すぎじゃない……？　マジ今度こそリタイアかと思った……」

　言いながら、七罪は自分の身体を見下ろし、ペタペタと触さわった。──今し方抱きつかれた、六喰の感かん触しよくを反はん芻すうするように。

「…………おっぱい、すっご」

　七罪はぽつりと呟つぶやくと、他ほかの精霊に見つからぬよう、茂しげみの中に消えていった。




　　　　◇




「ひ……っ、ひ……っ！」

　二亜は息を切らしながら、木々が生おい茂った林道を走っていた。

　後方からは、耶俱矢と夕弦が巻き起こす暴風と、無数のマリアたちがぶつかり合う音が響いてきている。

　そう。マリアに足止めを頼たのむことによって、二亜はどうにか、命からがら八舞姉妹から逃げ延びていたのである。

　とはいえ、何も安心はできなかった。不意打ちでも完全には倒しきれなかった二人である。如い何かにマリアの数が多いからといって、これで仕留められるとも思えなかった。そしてマリアの壁かべが破れた瞬しゆん間かん、耶俱矢と夕弦は精霊最速のスピードで以もつて二亜を追ってくるだろう。そうなれば一巻の終わりである。

　だからこそ二亜は急いでいるのだ。──六喰に代わる、新たなパートナーを見つけるために。

「今、誰が残ってる……!?　教えてラジえもーん……！」

　などと上うわ擦ずった声を上げながら〈囁告篇帙ラジエル〉を顕けん現げんさせ、逃げる足は止めぬままその紙面をなぞっていく。

　こと諜ちよう報ほうにおいて〈囁告篇帙ラジエル〉の権能は強力無比。絶対に乗ってくる精霊はいるはずだった。できれば誰かと一戦交え、疲ひ弊へいしている精霊が望ましい。その方が助力を乞こわれる可能性が高いからだ。六喰のように気性や信条から共きよう闘とうを嫌いやがる者はいるだろうが、〈囁告篇帙ラジエル〉の力を欲しがらない者などいない。上手うまく話を運びさえすれば──

　──と。

「うわぷっ！」

　そんなことを考えながら走っていた二亜は、不意に何かにぶつかり、尻しり餅もちをついてしまった。

　一瞬、木か何かかと思ったが──違ちがう。二亜が感じた感触は、もっと柔やわらかく、それでいてしなやかなものだった。

「あったたた……何よ一体──」

　そこで、二亜は言葉を止めた。

　今、自分がぶつかったものの正体に気づいて。

「──あら、あら、二亜さん。そんなに急いでいかがされましたの？」

　左右不均等に結われた黒くろ髪かみに、白磁の肌はだ。その身に纏うは十じゆう字じ架かのあしらわれた禍まが々まがしくも美しい紅あかと黒のドレス。

　そこに立っていた少女は、一度見たら忘れ得ぬ時計の眼を笑みの形にしながら、優やさしく微笑みかけてきた。

「──ッ！」

　その表情は柔らかく、その声音は和なごやか。なのに二亜は、襟えり元もとから氷を放ほうり込まれるかのような錯さつ覚かくに襲われてしまった。

「く、くるみん……」

「ええ、ええ」

　二亜が震える声で名を呼ぶと、少女──時とき崎さき狂くる三みは、戯けるような調子でうなずいてみせた。

「さて、あまり争いを好まないわたくしではありますけれど、出会ってしまったなら戦わねばならないのがこの戦場の掟おきて──」

　狂三が芝しば居いがかった調子で悲しむように言ってくる。二亜は小さな声で「……ハハ、ナイスジョーク……」と呟いた。

「念のため聞いておきますけれど、何か、言い残すことはございまして？」

「え、ええと、くるみん。一応聞くけど、あたしと共闘したりとか──」

「──何のために、ですの？」

　言って、二亜と同じく〈囁告篇帙ラジエル〉を持った精霊は、にぃッと凄せい絶ぜつな笑みを浮うかべた。





──残存精霊、一〇人中、八人。






　　　　◇




「……二亜だ」

「確認。二亜ですね」

　マリアの大群を退けた耶俱矢と夕弦は、その先の林道で、潰つぶれたカエルのように地面に突っ伏ぷした女性を見下ろしながらそう呟いた。

　霊装を剝はがれた半はん裸ら状態で、時折足の先がぴくぴくと蠢うごめいている。どうやら気絶しているようだったが、時折うなされるようにうんうんと唸うなっていた。なんとも見事な負けっぷりである。

「途と中ちゆうでマリアたちが消えてったからまさかとは思ったけど……私たちの前に誰だれかにやられちゃったってこと？」

「推測。恐らくそういうことかと。まあ、マリアの反乱にあったという可能性もなくはありませんが」

「あー……」

　耶俱矢は「それもなくはないか……」というように唸ったあと、悔くやしそうに地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「くっそぉー……どこの誰だし。私たちの獲え物ものを横取りするなんて。絶対仕返ししてやろうと思ったのに」

「吐と息いき。仕方ありません。二亜を倒たおした誰かには関係のない話です」

「まあそれはそうなんだけどさぁ……ああもう、吞のん気きに寝ねちゃって」

「注意。霊れい装そうが顕現できていないということは、二亜は既すでに脱落しています。お尻ぺんぺんしたい気持ちはわかりますが、脱落者に危害を加えるのはルール違い反はんですよ」

「わ、わかってるし」

　夕弦に言われて、耶俱矢が気勢を収める。

「…………」

「…………」

　耶俱矢と夕弦は、しばしの間二亜の背を眺ながめると、どちらからともなく顔を上げ、同時に互たがいを見た。

「──さて、図はからずも邪じや魔ま者ものがいなくなってしまったわけだが」

「首しゆ肯こう。このままでは振り上げた拳こぶしの下ろしどころがありません」

「であれば」

「当然」

　耶俱矢と夕弦は示し合わせたかのように同じタイミングでニッと笑うと、これまた同時に地を蹴けり、距きよ離りを取って天使を構え合った。

　耶俱矢の握にぎる巨きよ大だいな突とつ撃げき槍やり【穿つ者エル・レエム】。

　夕弦の操るペンデュラム【縛める者エル・ナハシユ】。

　最速の天使〈颶風騎士ラフアエル〉を構成する二つの武器は、双そう方ほう度たび重かさなる戦いによってその表面に細かな罅ひびが走っていた。

　否いな、それだけではない。二人が纏まとった拘こう束そく衣いのような霊装も、それぞれの肩かたに顕現した片かた翼よくも、ところどころが千切れ、砕くだけ、断面から淡い霊力の輝きを覗のぞかせている。

　双方限界が近いことは、言葉を交かわさずとも理解できていた。

　無論、共闘という選せん択たく肢しもないではない。他の精霊たちの状じよう況きようはわからなかったが、全員が万全の状態でいるとは考えづらい。であれば、八舞姉し妹まいのコンビネーションで勝ちをもぎ取れる可能性はゼロではなかった。

　──けれど耶俱矢と夕弦は、一瞬の逡しゆん巡じゆんもなくこの選択肢を選んだ。

　確かに士道への告白権というのは魅み力りよく的である。耶俱矢も夕弦も、まだ士道に伝え切れていない想おもいが胸の中に詰つまっていた。照れ臭くささや、どんな答えを返されるだろうかという恐おそれ、あるいは他の誰かへの遠えん慮りよ。そんなものの積み重ねの中で、大事にしまい込んでいた淡い気持ち。それを吐と露ろすることができるかもしれないきっかけというのは、本当に得がたいものだった。

　しかし、それ以上に。

　血どころか存在を分けた自らの半身が、自分以外の誰かの手によって脱だつ落らくしてしまうという結末は──どうしても耐たえられなかったのである。

「──いくよ、夕弦」

「応戦。望むところです」

　二人はぐっと足を踏み込むと、まったく同時に地を蹴った。

　瞬間、周囲の木々がざぁっとざわめく。微かすかに地面が震ふるえ、一いつ拍ぱく遅おくれて辺りに衝しよう撃げき波はが発された。

　仮にこの勝負に立会人がいたとしても、そんな周囲の変化でしか、二人の動きを感じ取ることはできなかっただろう。

　それくらいに──耶俱矢と夕弦の動きは疾はやすぎた。双方、霊力の限界が近づいているとは思えないほどに。

　けれど二人は互いの動きを正確に捉とらえると、極限まで圧縮された意識の中で、無数の攻こう防ぼうを交わしていた。

　耶俱矢が【穿つ者エル・レエム】をドリルのように回転させながら繰くり出す。すると夕弦は【縛める者エル・ナハシユ】を渦うずのように回転させ【穿つ者エル・レエム】に巻き付ける。二つの力が相そう克こくし合い、一瞬にして双方の天使は弾はじけ飛んだ。

「ふ──っ！」

「────ッ」

　しかし二人は止まらない。耶俱矢と夕弦は固めた拳にありったけの霊力を込めると、力ちから一いつ杯ぱい相手を殴なぐり付けた。

　二人の腕うでが綺き麗れいにクロスし、双方の身体からだに突つき刺ささる。

「か、は……ッ！」

「苦く……悶もん……」

　二人の一撃が炸さく裂れつした箇か所しよから凄すさまじい衝撃波が巻き起こり、既にボロボロになっていた二人の霊装を一気に吹ふき飛ばす。

　半裸状態になった耶俱矢と夕弦は、ふらふらと姿勢を崩くずすと、そのまま仰あお向むけに倒れ込んだ。

　双方大の字になり、頭と頭を隣となりに並べるような格好で。

「はぁ……っ、はぁ……っ」

「……、ふ──はぁ……」

　しばしの間、二人の胸元が激しく上下し、荒あれた息いき遣づかいが辺りを支配する。

　そして、やがてそれが収まった頃ころ──耶俱矢が、空に向かって笑い声を上げた。

「は、はははは……っ、あーあ……やーっぱこうなるかぁ。一瞬いけるかと思ったんだけどなぁ……」

　それに合わせるように、夕弦もまたふっと笑みを作る。
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「同意。夕弦もです。【穿つ者エル・レエム】を砕いた瞬間、いけるやもと思いました」

「ええ？　そこまで一いつ緒しよ？　ってことはええと、これで……」

「概がい算さん。封ふう印いん後のものを別とすれば、これで一〇〇戦二五勝二五敗──五〇分けです」

　夕弦が言うと、耶俱矢がまたも笑った。

「次こそ──私が勝つからね」

「小こ癪しやく。返り討うちにしてあげます」

　耶俱矢と夕弦は互いに視線を交じらせると、よろよろと腕を上げ、拳をコンと打ち合わせた。





──残存精霊、一〇人中、六人。






　　　　◇




　──桜並木でひとしきりはしゃぎ終えたあと。士道たちはその道のほど近くにある甘かん味み処どころを訪おとずれていた。

　少々はしゃぎすぎたため一休みしたくなったというのもあるが、主な理由は、遊んでいる最中、十香のお腹なかがコロコロコロコロ……と鳴り始めたからである。本格的な昼食はまた別に食べるとして、とりあえず小腹を満たそうと、手近な店に入ったのだ。

　なかなかに風ふ情ぜいのある造りの店構えである。店先に、朱あかい毛もう氈せんの敷しかれた縁えん台だいと野の点だて傘がさが設しつらえられており、舞まい散る桜と相まって、なんとも風流な風景を作りだしている。士道たちはそんな景色の一部となりながら、先ほど購こう入にゆうした品が運ばれてくるのを待っているところだった。

「──あ」

　と、風に運ばれた桜の花びらがふわりと舞い、士道の湯飲みに張られた緑茶の表面に微かな波は紋もんを描えがく。

　それを見てか、隣に座っていた十香が目を丸くした。

「おお、シドーのお茶に桜が舞ってきたぞ！　むう、綺麗だな……私のお茶にもこないだろうか」

「はは、そればっかりは桜に聞いてみないと……」

「──ふん」

　と、士道が言いかけたところで、天香が小さく鼻を鳴らした。

　瞬しゆん間かん、ぶわっと風が巻き起こり、桜の花びらが二枚、十香の湯飲みに舞い降りる。

「おおっ！　私の方にも来たぞ！　しかも二枚だ！」

「……天香、今何かしたか？」

「何のことだ？」

　士道が汗あせを滲にじませながら問うと、天香はとぼけるように目を伏ふせた。……あまりにわざとらしすぎる。ここは彼女の世界。これくらいは造作もないことだろう。

　まあ、とはいえそれを追つい及きゆうしたところで仕方がない。十香も喜んでいるようだし、よしとしておこう。そう判断して、士道は苦笑をするにとどめた。

「──お待たせしましたー」

　と、そこで和服を着た店員が、お盆ぼんに皿を載のせてやってくる。十香がその声に反応してパァッと顔を明るくした。

「おお、来たか！　待ちわびたぞ！」

　店員も、そんな大だい歓かん迎げいをされるとは思っていなかったのだろう。あははと笑いながら、縁台の上に皿を並べていく。

　その皿の上に載った丸いお菓か子しを見て、十香が目を、そのお菓子の如ごとくまん丸に見開いた。

「おお!?　これはなんだシドー」

「桜さくら餅もちだよ。ほんのりピンク色で綺麗だろ。中にはあんこが入ってるんだ」

「ほうほう、桜……ということはあの花の色を模しているわけだな。なるほど、綺麗だ。それで、そちらの方は何というのだ？」

　言って、十香が天香の方に置かれた皿を指さす。そこには、十香のもとに置かれたものとは少し違ちがう形をした和菓子が載っていた。

　十香の方は丸い形、天香の方は平たい生地で餡あんを円えん筒とう状に包んだような形である。

「ああ、天香の方も桜餅だよ」

「なに？　しかし随ずい分ぶんと形が違うようだが」

「道明寺と長命寺──要は関西風と関東風だな。両方あったから、せっかくだし味比べしてみたらどうかと思ってさ」

「おお、それはいいな！　さっそく食べてみよう！」

「──待て」

　と、十香が弾はずむ声で言ったところで、天香が桜餅の載った皿を手にしながら、ギロリと士道を睨にらんできた。

「どうした、天香？」

「この菓子に張り付いているものは木の葉ではないのか？　貴様、斯か様ようなものを十香に食させる気か」

　言って、桜餅の表面に巻かれた桜の葉を指さしてくる。士道は得心がいったように苦笑した。

「最初は確かに面食らうよな。桜の葉の塩しお漬づけだよ。ちゃんと食べられるから安心していいぞ」

「……本当だろうな？」

「もちろん、本当──むぐっ!?」

　そこで士道は言葉を止めた。否──正確に言うなら止めさせられた。

「ならば貴様から食してみせよ」

　と、天香が桜餅を、士道の口に突っ込んできたのである。

「……！　……!?」

　突とつ然ぜんのことに驚くも、天香に疑わしげな目でジッと見つめられては、咳せき込むこともできなかった。どうにか呼吸を落ち着かせて、口の中に放ほうり込まれた桜餅を咀そ嚼しやくする。桜餅自体の味がいいことが不幸中の幸いだった。

　するとそこで十香が、不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「むう、ずるいぞ天香。一人だけ『あーん』をするとは。──シドー、私も『あーん』だ！」

「……っ!?」

　言って、十香が楊よう枝じで桜餅を刺し、士道に差し出してくる。士道としてはどうにか天香の桜餅を飲み込みきってから頂ちよう戴だいしたいところだったのだが──

「…………」

　──なぜ十香の桜餅を食べない？　死にたいのか？　というような天香の視線を浴びせられては、拒こばむことはできなかった。半ば無理矢理、二つ目の桜餅を頰ほお張ばる。

「おお、どうだシドー、美味おいしいか!?」

「……、……」

　さすがにすぐには口が開けなかった。笑顔で首しゆ肯こうすることで肯定を示す。すると十香が、満足げに笑みを作った。

「うむ、それはよかった！　では天香、私たちもいただこう！」

「……ふむ」

　どうやら半ば無理矢理ながらも士道が毒味をしたことで納なつ得とくしたらしい。天香が桜餅に楊枝を刺す。

　が、そこで十香が手を合わせながらぺこりと礼をするのを見てか、その手を止めた。

「いただきますだ！」

「…………」

　一いつ旦たん持ちあげかけた桜餅を皿に落ち着け、天香が十香に倣ならうように手を合わせる。

「いただきますだ」

　そして、十香と同じようにそう言ってから、桜餅を矯ためつ眇すがめつ眺ながめ、口に入れた。

　するとそこで、一足早く桜餅を頰張っていた十香が、目をカッと見開く。

「！　おお、これは美味しいぞ……！　甘くて、少しだけしょっぱくて、なんだかふうわりといい匂においがして……初めて食べる味だ！」

「はは、お気に召めしたなら何よりだ。──天香の方はどうだ？」

「……悪くはない」

　士道が問うと、天香は目を逸そらしながらそんなことを言ってきた。

　眼光は鋭するどく口調はぶっきらぼうなままであるが、なぜだろうか、その表情はどこか満足げに見える気がしてならなかった。

　一いつ拍ぱく置いて、気づく。天香のその反応は、出会ったばかりで人に不信感を持っていた頃の十香とそっくりだったのである。

「…………」

　それに気づくと同時、士道はふと思ってしまった。──確かに粗そ暴ぼうな振ふる舞いの多い天香ではあるが、やはり彼女も、私利私し欲よくのために世界を改変してしまうような精せい霊れいには見えない、と。

「……なんだ人間。何か文句でもあるのか」

「あ、いや……」

　どうやら無言のまま天香を見つめてしまっていたらしい。誤ご魔ま化かすようにそう言って視線を逸らす。するとそれに合わせるようにして、士道の右みぎ隣どなりから、楊枝に刺さされた桜餅がぬっと飛び出してきた。

「天香！　こちらの桜餅も美味しいぞ。食べてみるのだ！」

「……、む」

　天香は目の前に差し出された桜餅に視線を落とすと、自分もまた手元にあった桜餅を楊枝で刺し、十香の方へと差し出した。

　必然、士道の前で二人の手がクロスするような格好になる。

「おお、ありがとうだ！」

　十香が顔を輝かがやかせ、ぱくっと差し出された桜餅を頰張る。すると天香もそれに倣うように、十香の差し出した桜餅に食いついた。

　士道の顔の真ん前で、二人がもぐもぐとお菓子を咀嚼する。なんとも不思議な光景に、士道は思わず苦笑してしまった。

「むう……！　こちらも美味しいな！　先ほどとはまた違った食感が楽しいぞ！」

「……うむ、なるほど」

　十香が満面の笑みを浮うかべながらうなずき、天香は何やら難しげに眉まゆ根ねを寄せる。二人の反応はそれぞれ違ったけれど、どちらも満足していることはなんとなくわかった。

　と──

「……っ!?」

　次の瞬間、遠くの方から不意に何かが爆ばく発はつするかのような音がして、士道は身体からだを震ふるわせながらそちらを向いた。

「な、なんだ、今の音……」

「──気にするな」

　驚きよう愕がくする士道とは対照的に、天香は至し極ごく落ち着いた様子でそう言ってきた。

「お節せつ介かい者どもがはしゃいでいるに過ぎん。貴様は十香とのデェトを続ければよい」

「へ……？　天香、今のって──」

　士道は困こん惑わくしながら天香を見た。確かに今の彼女ならば、世界で起こっていることを把は握あくしていても不思議ではない。だが、お節介者とは一体……

　と、士道がそんなことを考えていると、十香がきゅっと手を握にぎってきた。

「十香？」

　士道が驚いて顔をそちらに向けると、十香は先ほどの轟ごう音おんに狼狽うろたえた様子もなく、穏おだやかな笑みを浮かべてきた。

「──なあシドー、次は私に任せてはくれないか？　この街には天香に見せたい場所がたくさんあるのだ」

「そ、それは構わないけど……」

「そうか！　ならば行こう。さあシドー、天香の手を取ってくれ」

　言いながら、十香が縁えん台だいから立ち上がる。士道は「へ？」と目を見開きながら天香の方を見た。すると天香が、不ふ機き嫌げんそうに睨み返してくる。

「だから、私はいいと言っているだろう。二人で──」

「──いいではないか。……こんな機会は、もうないのだから」

　天香の言葉を遮さえぎるようにそう言って、十香がどこか寂さびしげに微笑ほほえむ。

「────っ」

　それを見て、士道はきゅうと心臓が引き絞しぼられるかのような感覚を覚えた。

　すると次の瞬しゆん間かん、士道の左手がむんずと摑つかまれる。どういう風の吹ふき回しか、先ほどまで難色を示していた天香が、自分から士道の手を取ってきていた。

「……ふん。行くなら早くしろ、人間。デェトの時間は限られているぞ」

「あ、ああ……」

　士道は呆あつ気けにとられながらも、十香と天香に手を引かれ、立ち上がった。奇くしくも、先ほど二人を桜並木に連れてきたときとは逆の構図である。

　それに気づいてか、十香が嬉うれしそうに目を輝かせた。

「よし、では行こう！　まずはこちらだ！」

　言って、十香が足取りも軽く歩き始める。天香もまた、十香に並ぶように足を動かした。右手が優やさしく、左手が若じやつ干かん荒あら々あらしく引っ張られる。

「…………」

　そんな二人に手を引かれ、桜並木を歩きながら、士道は先ほどの十香の言葉を反はん芻すうしていた。

　──こんな機会は、もうないのだから。

　それはきっと、十香と天香が二人同時にいられる機会、ということを意味しているのだろう。

　けれど、なぜだろうか──

　一瞬、その言葉が、別の意味を孕はらんでいるように聞こえてしまったのは。




　　　　◇




「大だい丈じよう夫ぶかな、美み九くさん……」

『んまー心配ないっしょ。気を失ってるだけっぽいし』

　四よ糸し乃のが心配そうに言うと、それに応こたえるように、〈氷結傀儡ザドキエル〉に宿った『よしのん』が、くぐもった声を上げてきた。

　四糸乃は今、〈氷結傀儡ザドキエル〉に跨またがり、気を失った美九を自分の後ろに乗せて、のしのしと公園内を移動しているところだった。その身には、先ほど砕くだかれたはずの霊装が再度現れている。

　そう。四糸乃の霊力は未いまだ尽つきてはいない。美九の油断を誘さそうため、わざと一旦天使と霊装を解除してみせたのである。

　そして、四糸乃が美九の注意を引きつけている間に、再さい顕けん現げんさせた〈氷結傀儡ザドキエル〉を遠えん隔かく操作して、美九を背後から襲しゆう撃げきしたのだ。……正直、あまり褒ほめられた方法ではないかもしれなかったが、今の美九はそれくらい油断ならない相手だったのである。

　辛からくも勝利を収めた四糸乃は、霊装を失い半はん裸ら状態になった美九を放っておけず、安全な場所へと移動させている最中だった。

「ん……うぅん……駄だ目めですったらぁ四糸乃さん……そんなに吸っても何も出ませんよぉ……」

「きゃ……っ！」

　と、そんな寝ね言ごとが聞こえてきたかと思うと、不意に後方からにゅっと手が伸のびてきて、四糸乃の身体をまさぐってきた。思わずビクッと肩かたを震わせる。

　するとその際、〈氷結傀儡ザドキエル〉を操る糸に振しん動どうが伝わってしまったのだろう。美九の身体がポーン、と〈氷結傀儡ザドキエル〉の背から放ほうり出された。

「す、すみません……！」

　四糸乃は慌あわてて〈氷結傀儡ザドキエル〉から降りると、顔面から地面に突つっ伏ぷした美九を担かつぎ上げ、再び〈氷結傀儡ザドキエル〉の背に乗せた。……実は、このやり取りはこれが三回目である。美九は少し歩くたびに寝言を呟つぶやき、四糸乃に抱だきついてきていたのだった。

『んもー、美九ちゃんホントに気絶してるー？　ウチはお触さわり厳禁なんだけどー？』

「すぴー……すぴー……」

『よしのん』が問うも、美九は穏やかに寝息を立てるのみだった。

　……普ふ通つうならば狸たぬき寝ね入いりを疑うところかもしれなかったが、以前〈フラクシナス〉の仮か眠みん室で美九の寝相の凄すさまじさを目まの当たりにした四糸乃としては、苦笑する他ほかなかった。寝相が悪化する前にどこかに寝かせてしまおうと、適当な場所を探して〈氷結傀儡ザドキエル〉を歩かせる。

「あ……」

　と、しばらく進んだところで、四糸乃は休きゆう憩けい所のような場所を発見した。木製の長なが椅い子すとテーブルが置いてあり、その上に、簡易的ではあるが屋根が設しつらえられている。

　脱だつ落らく者は〈ラタトスク〉が保護してくれるという話だったし、少しの間ならばここで大丈夫だろう。そう判断して、四糸乃は美九を〈氷結傀儡ザドキエル〉から下ろし、長椅子に寝かせてやった。

　すると──

「……？　すんすん……」

　美九が何やら鼻をひくひくと動かしたかと思うと、椅子から転げ落ち、そのまま地面を這はうようにして移動していった。

「美九さん……？」

『またすっごい寝相だねぇ……ていうかどこいくの？』

　四糸乃と『よしのん』が驚おどろいていると、美九はやがて足を止め──休憩所の脇わきに立っていた街灯にぴょんと飛び付いた。そしてそのまま街灯に、んぢゅぅぅぅぅぅ！　と情熱的なキッスをする。

「っ、美九さん、何してるんですか……!?」

　四糸乃は慌てて美九を街灯から引き剝はがそうとした。

　が、次の瞬間。

「ギャ────────ッ!?」

　という甲かん高だかい悲鳴とともに、美九が抱きついていた街灯が光を放ったかと思うと、小こ柄がらな少女の姿に変へん貌ぼうした。

「な、七罪さん!?」

　その姿を認め──四糸乃は思わず目を丸くし、少女の名を呼んだ。







　七罪は自分の油断を呪のろった。

　……いや、本来ならば、睡すい眠みん時じの美九の怪かい物ぶつじみた嗅きゆう覚かくを呪うべきなのかもしれなかったが、そちらはなんだか呪じゆ詛そ返しが怖こわかったので、そういうことにしておいた。

　──六喰と二亜の協力関係を解消させることに成功した七罪は、次なる行動の方針を定めようと、〈囁告篇帙ラジエル〉をコピーした〈贋造魔女ハニエル〉で、精せい霊れいたちの動向を探さぐっていた。

　七罪がまず警けい戒かいすべきは、〈囁告篇帙ラジエル〉を持つ二亜と狂三だ。七罪の天使〈贋造魔女ハニエル〉は、搦からめ手てにおいて真価を発揮する。だが、それを台無しにしてしまうのが全知の天使〈囁告篇帙ラジエル〉の存在だったのである。

　二亜が一瞬にして七罪の正体を暴あばいたことからもわかるように、まさに天敵といってもいい相あい性しようの悪さだ。〈囁告篇帙ラジエル〉が戦場に残っている限り、七罪は何かに変身して身を隠かくしていたとしても、片時も油断できなかったのである。

　七罪が六喰と二亜の協力関係を解消させたのも、その理由が大きい。二人が四糸乃と美九との戦いに介かい入にゆうしようとしていたから──というのも確かにないではなかったが、戦場全てを見み渡わたす二亜が、どこにでも兵力を派は遣けんできる六喰と組んでいるのは、七罪にとってあまりに危険過ぎる状じよう況きようだったのだ。

（……あ、二亜、狂三にやられてる。でもその狂三は、ほぼ無傷のまま残存か……厄やつ介かいだな……）

　と、公園の休憩所で状況を確認していると──そこで何やらがさごそと、草木を搔かき分ける音が聞こえてきた。

（……！）

　見やると、茂しげみの向こうに、大きなウサギの耳の先せん端たんが見えた。──間ま違ちがいない。四糸乃の〈氷結傀儡ザドキエル〉である。

　まだこちらには気づいていないようだったが、どうやらこの休憩所に近づいてきているようだった。

（く……）

　下手な動きをすれば気づかれる恐おそれがある。七罪は一瞬悩なやむと、〈贋造魔女ハニエル〉を発動させて、自分の姿を街灯に変化させた。

　別に不意打ちをしようとか、そういうつもりはない。ただ、できれば四糸乃とは戦いたくなかったのだ。〈囁告篇帙ラジエル〉を持たぬ四糸乃ならば、これでやり過ごせるはず──

　……などという経緯いきさつを経て、今に至る。

「……ああ、もうっ！」

　七罪は渋じゆう面めんを作ると、未だ頰ほおに吸い付く美九を引き剝がした。美九はもの凄すごい力でしがみついてきていたものの、さすがに完全な霊装を顕現させた七罪の膂りよ力りよくには敵かなわなかったらしく、そのまま後方にころんと転がっていった。

「あぁん……七罪さんのいけずぅ……」

　美九がむにゃむにゃとそんな寝言を呟く。眠ねむっているというのに、個人の区別が付いているらしい。七罪はぶるっと身体からだを震ふるわせながらも、四糸乃に向き直った。

「……四糸乃」

　七罪は四糸乃の名を呼んだ。

　……が、二の句が継つげない。そのあとに何を言えばよいのかわからなかった。

　もとよりここは戦場。精霊たちが相争う場。顔を合わせてしまったならば、「尋じん常じように勝負」以外の言葉は必要ないのだろう。

　けれど、できることなら七罪は四糸乃とは出会いたくなかった。優しく尊い女め神がみ四糸乃に刃やいばを向けるだなんてことはしたくなかったし、四糸乃が士道への告白権を欲ほつしているのなら、たとえ僅わずかでもその邪じや魔まをしたくないという気持ちが、七罪の心のどこかにあったのである。

　七罪の中に、士道へ伝えたい想おもいがないとは言わない。けれどそんなもの、きっと四糸乃の抱いだいている想いに比べればちっぽけで取るに足らないものに違ちがいなかった。それに士道だって、どうせ告白されるなら七罪なんかより四糸乃や他の精霊の方が嬉しいに決まっている。

　そうだ。別に七罪はここで脱落しても構わないのだ。四糸乃にとっても悪い話ではない。きっと理解してくれるだろう。そうと決まれば、できるだけ痛みを感じぬよう霊力を消費して──

　──と。

「……っ」

　七罪は頭の中でぐるぐると巡めぐらせた思案を口から出そうとしたところで、息を詰つまらせた。

　理由は単純。四糸乃がトンと地を蹴けったかと思うと、側そばに控ひかえていた〈氷結傀儡ザドキエル〉に跨がり──

「残っていたんですね、七罪さん。──嬉うれしいです」

　と、ニッと微笑ほほえみながら構えを取ってきたからだ。

「え、ちょ……四糸乃──」

　思わぬ好戦的な対応に、七罪はたじろいだ。

　まさか、あの優やさしい四糸乃がこんなことを言ってくるとは。戦場の空気とはそこまで人を変えてしまうのだろうか。それとも、よほど士道への告白権が欲しいのか──

「…………」

　そこまで考えて、七罪は唇くちびるを嚙かんだ。

　どちらの理由もなくはないだろう。けれど四糸乃の表情からはそれ以上に──七罪と競い合える喜びのようなものが感じ取れてしまったのである。

　瞬しゆん間かん──脳のう裏りに、先ほど自分が発した言葉が甦よみがえる。

（──私は私の行動を後こう悔かいしてない。たとえここでやられたとしても本ほん望もうよ。──あんたはどうなの、六喰。二亜の手に乗って最後まで勝ち上がって、それで告白権を獲かく得とくしたとして、堂々と胸を張って士道の前に立てるの？）

　その言葉は、適当に並べ立てた出任せのはずだった。八舞姉し妹まいがやってくるまでの時間を稼かせぐためだけの、吹ふけば飛ぶような軽い言葉のはずだった。

　けれど、六喰はその言葉で気づかされたと言った。七罪の言葉で……心から誇ほこれる勝利を摑つかみ取ることにすると言ってくれた。

　──ならば、七罪は？　出任せとはいえその言葉を吐はいてしまった七罪は、それに悖もとってしまっていいのか──？

「……ああ、もう、くそ、くそ。……こういうの、絶対ガラじゃないのに」

　七罪は吐き捨てるように言うと、箒ほうき形の天使を顕けん現げんさせ──それをくるくると回転させてから、ビシッと四糸乃に向けてみせた。

「……精霊・七罪。天使は〈贋造魔女ハニエル〉。──いざ、尋常に」

　そして、霊装の帽ぼう子しの鍔つばをぐっと下方に摘つまみながら、そう宣言する。

「……！」

　すると四糸乃は嬉しそうに笑みを濃こくすると、〈氷結傀儡ザドキエル〉を前ぜん傾けいさせながら返してきた。

「精霊・四糸乃。天使は〈氷結傀儡ザドキエル〉。──勝負、です」




　　　　◇




　──精霊の中でもっとも強いのは誰だれか。

　そんな問いを発したならば、皆みなから挙がるのは誰の名だろうか。

　最強と一口に言っても、判断基準は様々である。霊力の扱あつかいに長たけた者。強力な天使を持つ者。知略を巡らせることを得意とした者──きっとそれぞれの分野でそれぞれの王者がおり、戦いの結果というのはそれらの要素が複雑に絡からみ合って決されるのだろう。『もっとも強い者』などというのは、そう簡単に定義できるものではない。

「く──」

　──だが、一対一の純じゆん粋すいな戦いのみを想定するならば、その頂点を争う者の中に、鳶とび一いち折おり紙がみが数えられないことはあるまい。四方八方から発される光線を紙かみ一ひと重えでかわしながら、琴里はふとそんなことを思った。
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　膨ぼう大だいな霊力量。全てを破は壊かいする光の天使〈絶滅天使メタトロン〉。そして──精霊たちの中でもっとも実戦慣れした経験値と、魔術師ウイザード特有の強きよう靭じんな精神力。

　美しげな容貌とは裏腹に、その白い精霊は、相対する者の心しん肝かんを寒からしめる圧あつ倒とう的な力を有していた。

　とはいえ──

「〈灼爛殲鬼カマエル〉……！」

　琴里とて、黙だまってやられているわけではなかった。吼ほえるように天使の名を叫さけび、炎ほのおと化した戦せん斧ぷの刃を操って、空に散った無数の〈絶滅天使メタトロン〉を打ち落とす。

「──ふ──ッ」

　折紙はそのたび、新たな〈絶滅天使メタトロン〉を顕現させ、絶え間なく光線を発してくる。しかし、いくら折紙とはいえその霊力が無む尽じん蔵ぞうということはあるまい。いつか霊力が尽つきて〈絶滅天使メタトロン〉が消えたとき──その瞬間こそが、琴里の勝機だった。

　だが、その瞬間が訪おとずれたとき、琴里に力が残っていなければ意味がない。〈絶滅天使メタトロン〉の光線は、琴里の霊装を、天使を、あるいは手足を、幾いく度ども射い貫ぬいてきている。〈灼爛殲鬼カマエル〉はそのたび治ち癒ゆの炎ほのおを以もつてその身体を再生してはいるものの、琴里の霊力そのものが尽きてしまっては、その再生能力を発揮することもできなくなってしまうだろう。

　要は、全力と全力のぶつかり合い。どちらが先に力尽きるかという、まさにバチバチの殴なぐり合いだった。

「ち──」

　が、そんな戦いの中、琴里は小さく舌打ちをした。

　戦況はほぼ互ご角かく──と言いたいところであったが、実のところ僅かばかり折紙に押され始めていたのである。

　理由は恐らく、人間としての戦せん闘とう能力の差だ。

〈灼爛殲鬼カマエル〉と〈絶滅天使メタトロン〉は、得意分野や権能こそ違えど、どちらも強力な天使である。その力は拮きつ抗こうしているといっていい。

　だが、日ひ頃ごろデスクワークが多い上、年ねん齢れい的に身体ができあがっていない琴里と、日常的に鍛たん錬れんをし、幾度も実戦を経験してきた折紙との差が、この極限状態になって表れてきたのである。

「もう少し──ちゃんと鍛きたえとくんだったわね」

　顔をしかめながら〈灼爛殲鬼カマエル〉を振ふり抜ぬき、炎の刃を空に舞まわせる。琴里に光線を放とうとしていた〈絶滅天使メタトロン〉の『羽』が、炎に巻かれて燃え落ちた。

　が、その攻こう撃げきを逃のがれた一本の『羽』から発された光が、じゅッ、と琴里の脇わき腹ばらを灼やく。

「ぐ……ッ！」

　苦く悶もんに顔を歪ゆがめながらも身体を捻ひねり、その『羽』を打ち払はらう。

　灼しやく熱ねつ感とともに、傷を負った脇腹と、破れた霊れい装そうが再生していくのを感じながら、琴里は折紙を睨にらみ付けた。

　──敵は一いつ騎き当千、万ばん夫ぷ不当の光の精霊。

　けれど、琴里は退ひくわけにはいかなかった。なぜなら──

「……妹を差し置いておにーちゃんに告白しようだなんて──そんなこと、許されるはずないでしょうがぁぁぁぁぁッ！」

　琴里は叫びを上げると、〈灼爛殲鬼カマエル〉を両手で振りかぶり、折紙目がけて空を蹴った。

　すかさず無数の〈絶滅天使メタトロン〉がその先端を琴里に向けてくるが、構うことなく猛もう進しんする。このまま消しよう耗もう戦になっては、恐らく琴里が先に力尽きてしまう。ならば、再生のための霊力が残っている今のうちに、折紙に有効打を与あたえることこそが必ひつ須す──

　──が、その瞬間。

「な……っ!?」

　胸元に予想外の感かん触しよくが生まれて、琴里は狼ろう狽ばいに満ちた声を上げた。

　一瞬、死角から〈絶滅天使メタトロン〉に攻撃されたのかとも思ったが──違う。見やると、虚こ空くうに『孔あな』が開き、そこから現れた鍵かぎのようなものが、琴里の胸に突つき刺ささっていることがわかった。

　痛みはない。けれど、その事実を脳が認識した瞬間、琴里は自分の油断を呪のろった。

　六喰の〈封解主ミカエル〉である。折紙に気を取られていたため、攻撃されるまで気づくことができなかったのだ。

「く──」

　このまま鍵を回され、力を『閉じ』られたなら、その瞬間に敗北は決定する。琴里はどうにか〈封解主ミカエル〉から逃れようと身を捩よじった。しかし、間に合いようがない──！

　だが。

「──【放シフルール】」

『孔』の向こうから微かすかに聞こえてきた声は、琴里の予想とは異なるものだった。

「え……？」

　次の瞬間、琴里は身体に力が漲みなぎるのを感じた。──先ほどよりも、〈絶滅天使メタトロン〉の動きがよく見える。琴里は放たれた光線を全てかわすと、ぐるんと身体を回転させながら後方へと離り脱だつした。

「これって……」

　──間ま違ちがいない。【閉セグヴア】ではなく、対象の秘められた力を解放する【放シフルール】だ。琴里も一度、ウェストコットとの戦いのときこの権能を施ほどこされたことがあった。

「──っ」

　と、琴里が自分の手のひらに視線を落としていると、前方から折紙の吐と息いきが聞こえてきた。

　見やると、先ほどの琴里と同様に、折紙の身体にも〈封解主ミカエル〉の先せん端たんが突き刺さっていることがわかる。

　そしてこれまた琴里と同じように──鍵が回された瞬間、折紙の身体から発されていた霊力がぐんと増す。

「……六喰」

　折紙が不ふ審しんそうに眉まゆ根ねを寄せながら虚空に問う。

　するとその声に応こたえるように、先ほどよりも大きな『孔』が開き、六喰が姿を現した。

　その身に纏まとう霊装は、平時のものではない。【放シフルール】によって本来の力を解放した、武将の如ごとき勇猛な姿。その手に握にぎられた〈封解主ミカエル〉も、錫しやく杖じよう形から戟ほこのような形へと変へん貌ぼうを遂とげていた。

「むん。邪じや魔まをするのじゃ。まずは不意を衝ついた非礼を詫わびよう。──【放シフルール】で力を解放してやると言っても、信用されぬと思ったものでな」

「一体何のつもり？」

　折紙が言うと、六喰は大おお仰ぎようにうなずいてみせた。

「──知れたこと。戦いで疲ひ弊へいしたうぬらを横から倒たおしたとて、むくはきっと満たされぬ。これで、全員掛かけ値ね無しの全力じゃ。──さあ、かかってくるがよい。二人同時でも構わぬぞ」

　言って、六喰が不敵に微笑ほほえみながら〈封解主ミカエル〉を構える。

「…………」

　瞬時に状じよう況きようを判断したらしい折紙が、微かに眉を揺ゆらしながらも、琴里と六喰双そう方ほうを相手取るように〈絶滅天使メタトロン〉を展開させる。

　琴里は息を細く吐くと、〈灼爛殲鬼カマエル〉の刃やいばを全身に纏わせながら──吼えた。

「──いいわ。二人纏めて、妹わたしの力を思い知らせてあげる」




　　　　◇




「〈贋造魔女ハニエル〉──ッ！」

　七罪は裂れつ帛ぱくの気合いとともに〈贋造魔女ハニエル〉を振り上げると、【千変万化鏡カリドスクーペ】でその姿を変化させた。

〈贋造魔女ハニエル〉が光を放ち、そのシルエットを、巨きよ大だいな戦斧へと変えていく。──〈灼爛殲鬼カマエル〉。琴里の持つ炎の天使は、その刃を揺らめかせると、四糸乃の駆かる〈氷結傀儡ザドキエル〉に襲おそいかかった。

「『よしのん』！」

『はいよー！』

　四糸乃は〈氷結傀儡ザドキエル〉を操ると、氷の壁かべを生成。〈灼爛殲鬼カマエル〉の刃はそれを半ばまで断ち、溶とかすも、四糸乃まで攻撃が届くことはなかった。夕弦はその素す早ばやさで以て七罪の攻撃を全て避よけていたが、四糸乃はその分厚い氷の壁で以て、先ほどから七罪の攻撃を全て受け止めていたのである。

　本物の〈灼爛殲鬼カマエル〉を、本来の持ち主である琴里が操れば話は別なのだろうが、七罪にできるのはここまでだった。

　如い何かに便利であろうと、贋にせ物ものは贋物。──まったく、つくづく自分に相応ふさわしい天使である。七罪は戦いの中、ふっと自じ嘲ちよう気味に笑った。

「でも……贋物には贋物の戦い方ってのがあるんだから……！」

　七罪は叫ぶと、握った戦斧を高らかに掲かかげた。

　すると〈贋造魔女ハニエル〉は再び輝かがやきを放ち──今度はその姿を、巨大なウサギの人形へと転じさせた。

　そう。四糸乃の駆る〈氷結傀儡ザドキエル〉。それをそっくりそのままコピーしたのである。

「え……っ!?」

『きゃー！　よしのんの生き別れの双ふた子ご!?』

　さすがにこれには驚おどろいたらしい。四糸乃と『よしのん』がそんな声を上げてくる。

「弾はじけろ、〈氷結傀儡ザドキエル〉！」

　七罪は偽にせの〈氷結傀儡ザドキエル〉を操ると、巨大な氷弾だんを幾いくつも放った。

「く──」

　四糸乃がそれを防ぐため、新たな氷ひよう壁へきを生成する。が、驚きがそのタイミングを遅おくらせたのだろう。巨大な氷の塊かたまり同士が打ち合い、弾け、辺りにキラキラと氷の粒つぶを散らす。

　一いつ瞬しゆん。ほんの一瞬であるが、四糸乃を守る氷の壁が全て砕くだけ散った。

　そしてその僅わずかな隙すきこそが──七罪が切り拓ひらいた勝機であった。

「〈颶風騎士ラフアエル〉──【天を駆ける者エル・カナフ】！」

　叫びとともに、〈贋造魔女ハニエル〉がまたも姿を変える。

　──翼つばさのような形をした、巨大な弓。その矢は全てを穿うがつ槍やり。その弦つるは全てを縛いましめる鎖くさり。

　八舞姉し妹まいの〈颶風騎士ラフアエル〉。二人がそれぞれ持つ天使が合体した姿である。

「おおおおおおおおおおお──ッ！」

　七罪は叫びを上げると、渾こん身しんの力を込めて弦を引き──

〈氷結傀儡ザドキエル〉の額目がけて、矢を放った。

　──瞬間。

　矢の先端を起点に凄すさまじい暴風が巻き起こり、辺りに生えていた木々や、近くにあった休きゆう憩けい所、ついでに気絶していた美九を吹ふき飛ばした。

　螺ら旋せん状に渦うずを巻く霊力の風が、全てを薙なぎ倒しながら四糸乃と〈氷結傀儡ザドキエル〉へと向かっていく。如何に四糸乃とて、今から氷壁を生成したのでは防ぎきれないだろう。

　が──

「…………っ!?」

　暴風渦巻く中、目を細めていた七罪は思わず息を詰つまらせた。

　それはそうだ。〈颶風騎士ラフアエル〉必殺の矢が届こうかと思った瞬間、不意に〈氷結傀儡ザドキエル〉の姿が消えてしまったのだから。

「な──」

　瞬まばたきにも満たぬ刹せつ那なのあと、七罪は悟さとった。

〈氷結傀儡ザドキエル〉は消えたのではなく──

　その姿を、極限まで凝ぎよう縮しゆくしたのだと。

「〈氷結傀儡ザドキエル〉──【凍鎧シリヨン】……！」

　白銀の鎧よろいを身に纏まとった四糸乃が、その装そう甲こうの一部を犠ぎ牲せいにするようにして〈颶風騎士ラフアエル〉の一いち撃げきを逸そらし、七罪に肉にく薄はくしてくる。

「ぐ……っ！」

　七罪は慌あわてて〈贋造魔女ハニエル〉を発動させようとするも──

「──あぁぁっ！」

　四糸乃の繰くり出した吹雪ふぶきの渦によって、その霊装を完全に剝はぎ取られた。





──残存精霊、一〇人中、五人。









「……はぁ……っ、はぁっ……」

　四糸乃は大きく肩かたを上下させながら呼吸をすると、そのままがくりと地面に膝ひざを突いた。

　全身に纏った白銀の鎧──【凍鎧シリヨン】は、左側頭部と左肩の装甲が弾け飛んでいる。本当なら再度鎧を生成し直したいところだったが、四糸乃の霊れい力りよくも限界に近いため、それも難しそうだった。本当に──ギリギリの戦いだったのである。

『ひゃー！　よしのんのお耳がぁー！』

「ご、ごめんね、よしのん……あとでちゃんと直してあげるから……」

【凍鎧シリヨン】とは、〈氷結傀儡ザドキエル〉を凝縮して身に纏った攻こう防ぼう一体の形態。つまり今『よしのん』の意識は、鎧に宿っているのである。本体であるウサギのパペットそのものは四糸乃の懐ふところにあるものの、『よしのん』の感覚としては頭部と肩が半分ない状態なのだろう。四糸乃はウサギの左耳があった部分を撫なでながら言った。

「あっ──」

　と、そこで思い出したように顔を上げ、仰あお向むけに倒れた七罪に歩み寄る。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、七罪さん」

「……あ、ああ……うん……全身が痛いのとめっちゃ疲つかれたのと死ぬほど寒いのを除けば大丈夫……」

　弱々しく言って、七罪が「ぶぇっくしょん！」とくしゃみをする。

『果たしてそれは大丈夫なのだろうか』

『よしのん』が冷静なツッコミを入れると、七罪は力なく笑いながら手をヒラヒラと振ふってきた。

「……ホントに大丈夫よ。霊力を限界まで使い切ったからか……それとも、四糸乃と全力で戦えたからかわかんないけど──」

　七罪はへへっ、と笑いながら続けた。

「なんか……気持ちいいや……」

「七罪さん……」

　四糸乃は穏おだやかな笑みを浮うかべると、微かすかに震ふるえる七罪の手を握った。

　と──

「──ああ、ああ、なんと美しい光景でしょう。死力を尽つくした者同士が健けん闘とうを称たたえ合う。本当に、心が洗われるようですわ」

　次の瞬間、後方からそんな声が聞こえてきて、四糸乃はハッと身を震わせた。

「……っ」

「狂三……さん」

　四糸乃がその名を呼ぶと、地面に影かげが蟠わだかまり、そこから一人の少女が姿を現した。──時崎狂三。この勝負の発ほつ起き人であり、最悪の精霊と呼ばれた少女。

　その姿に、七罪がチッと小さく舌打ちをする。

「……随ずい分ぶんとタイミングよく現れるじゃない。消しよう耗もうした勝者を倒して漁夫の利を狙ねらうために、私たちの勝負が終わるのを待ってたってわけ……？　ホント……性しよう悪わるね」

「あら、あら。そんな誤解をされるだなんて、悲しいですわ」

　言って狂三が、目で涙なみだを拭ぬぐうような仕草をする。──まあ、涙一つ流れていないどころか、その顔が楽しげな笑みに染まっている時点で、泣き真ま似ねにすらなっていなかったのだけれど。

「理由や過程がどうあれ、大事なのは今ですわ。美九さんと七罪さんは霊力を使い果たし、脱だつ落らく。そしてこの場には、四糸乃さんとわたくしが立っている。──ならば、すべきことは一つではありませんの。わたくしも、士道さんにお伝えしたい気持ちが山ほどございますし」

　狂三がニィッと唇くちびるの端はしを歪ゆがめながら言う。四糸乃は全身に纏った【凍鎧シリヨン】を軋きしませながら立ち上がった。

「……よしのん」

『うん。やるしかないよねぇ。──狂三ちゃん、悪いけど士道くんへの告白権は四糸乃がもらうかんね！』

『よしのん』が、微み塵じんも諦あきらめを滲にじませない声音で言う。普ふ段だんはその物言いに恥はずかしがる四糸乃ではあったけれど──今このときだけは、その言葉に同意を示すようにぐっとうなずいた。

　四糸乃の身に残された霊力は残り少ない。纏った【凍鎧シリヨン】は半はん壊かい状態だ。

　対して、狂三の霊装には傷一つ見受けられなかった。戦力の差は歴然である。

　だが──

「……負けません。士道さんに想おもいを伝えるのは、私です」

　だからといってここで退ひくことなどできなかった。戦いもせずに諦めてしまったなら、全力を尽くして戦ってくれた美九や七罪に合わせる顔がない。四糸乃は細く息を吐はくと、自らの身を弾だん丸がんとするようにぐぐっと身体を前ぜん傾けいさせた。

「その意気やよし、ですわ。──さあ、さあ、では始めようではありませんの。全力でいらっしゃってくださいまし。相手はかよわいわたくし。四糸乃さんの頑がん張ばり次し第だいでは、もしかしたら勝てるかもしれませんわよ？」

　狂三が、挑ちよう発はつするように手招きをしながら言ってくる。

「……あああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ──っ！」

　四糸乃は、全身に冷気を纏わせ、狂三に突とつ進しんしていった。





──残存精霊、一〇人中、四人。






　　　　◇




　空は、乱戦の様相を呈ていしていた。

　──折紙と、琴里と、六喰。いずれも強大な力を有した三人の精霊の、全力全開の三みつ巴どもえ。光が空を舞まい、炎ほのおが猛たけり、空間に突とつ如じよとして『孔あな』が開く。それぞれが一撃で勝負を決める力を持った天使の権能が、無む秩ちつ序じよに乱れ飛ぶ。

「────」

　そんな、一瞬気を抜ぬいたなら即そく座ざに致ち命めい傷しようをもらってしまいかねない緊きん張ちよう感かんの中、折紙は冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきしていた。

　六喰の【放シフルール】によって潜せん在ざい能力を解放されたためか、いつもよりも思考がクリアーになっている気がする。混戦の中、二人の動きが普段よりもよく見えた。

　戦況は──拮きつ抗こうというところだろう。手数の多さでは〈絶滅天使メタトロン〉を持つ折紙が一歩長じるが、接近戦においては琴里に分があるし、何より彼女には炎による再生能力がある。生半可な攻撃ではダメージを残すことさえできないだろう。

　かといって、先ほどまでのように琴里の霊力が底を突つくまで〈絶滅天使メタトロン〉で総攻撃を仕し掛かければよいかといえば、それもまた否いなだった。

　何しろ今この戦場には、鍵かぎの天使〈封解主ミカエル〉を持つ六喰がいる。彼女は空間に『孔』を開け、好きな場所同士を繫つなぐことができるのだ。それはすなわち、相手の攻撃をそのまま相手に返すことが可能であるということを示してもいる。ただ無む作さく為いに光線を撒まき散らしていては、自分自身の天使によってやられてしまいかねなかった。

　だが、このまま拮抗状態を維い持じするだけでは埒らちが明かない。折紙は覚かく悟ごを決めると、すうっと息を吸いながら意識を集中させた。

「──〈絶滅天使メタトロン〉ッ」

　そして、その名を呼び──今空を舞っているものとは別に、新たな『羽』を顕けん現げんさせる。

　その総数、実に一〇〇。折紙の身体に残った霊力のほとんどを使った、まさに捨て身の作戦であった。

「な……っ」

「──むん」

　折紙が勝負を決めに来たことを察したのだろう。琴里と六喰が表情に緊張感を滲ませる。

　折紙はゆっくりと手を天に掲かかげると、無数の『羽』たちに号令をかけるように声を発した。

「突き崩くずせ、【光剣カドウール】！」

　折紙の声に従い、一〇〇もの『羽』が、光の軌き跡せきを残しながら同時に空を舞った。

　通常の数倍の数の〈絶滅天使メタトロン〉が、琴里と六喰に四方八方から光線を放つ。琴里は身を翻ひるがえしてそれを避よけ、あるいは〈灼爛殲鬼カマエル〉で打ち払はらい、どうにか包ほう囲い網もうを逃のがれようと空を駆かけていった。

　六喰の行動も似たようなものであったが、彼女はそれに加え、〈封解主ミカエル〉で空間に『孔』を開け、折紙に〈絶滅天使メタトロン〉の光線を返してきた。虚こ空くうに開いた『孔』から発された光線は、折紙の霊装を貫つらぬき、あるいは足を掠かすめていく。

「ぐ──ッ」

　だが、折紙は避けなかった。身体からだを光化して攻撃を避けるだけの霊力が惜おしかったというのもあるし──何より、この六喰の反撃は想定の範はん囲い内だったからだ。だからこそ、攻撃を返されたとしても数発程度は耐えられるよう、あえて出力を絞っておいたのだ。

　そう。折紙の真の狙いは、この一いつ斉せい攻撃ではなかった。【光剣カドウール】での攻撃は、あくまで琴里と六喰の注意を引きつけ、隙すきを作るための囮おとりでしかなかったのである。

「──今」

　琴里が〈灼爛殲鬼カマエル〉を振り抜いたタイミングと、六喰が〈封解主ミカエル〉を虚空から引き抜いたタイミングが合致する。彼女らが天使を使い終えた、一いつ瞬しゆんの間。折紙は研とぎ澄すまされた意識でそれを見み極きわめると、『羽』から発される光線を網あみ状じように組み合わせ、彼女らの退路を塞ふさいだ。

「え……っ!?」

「これは──！」

　異状に気づいた琴里と六喰が声を詰つまらせる。

　だが──遅おそい。折紙は掲げた両手を一気に振り下ろした。

「──【砲冠アーテイリフ】！」

　瞬間、折紙の声に応こたえ、既すでに琴里と六喰の頭上で冠かんむり形に結集していた『羽』たちが、それぞれに、極大の光線を放出する。

　これこそが折紙の最終手段とつておき。

　夥おびただしい数の【光剣カドウール】は、二つの【砲冠アーテイリフ】を誤ご魔ま化かすためのカモフラージュでもあったのだ。

「…………！」

「────！」

　琴里と六喰は声にならない悲鳴を残し──光に、飲まれていった。

　如い何かに力を解放された二人といえど、【砲冠アーテイリフ】の直ちよく撃げきを食らえば無事では済むまい。折紙は勝利を確信しながらも、油断することなく霊れい力りよくを放出し続けた。

　が──

「……〈灼爛カマ……殲鬼エル〉、──【砲メギド】……ッ！」

　皓こう々こうと輝かがやく霊力の奔ほん流りゆうの中、微かに影が蠢うごめいたかと思うと、次の瞬間、折紙目がけて真しん紅くの炎が一直線に放たれた。

「────っ！」

　すんでのところで、折紙は身を反らした。一瞬前まで折紙の頭があった場所を、灼しやく熱ねつの炎が通り抜けていく。霊装を纏まとっていなければ直接触ふれずとも身体が発火していたのではないかと思えるほどの濃のう密みつな熱気が、肌はだを灼やきながら空に散っていった。

「……惜……っ、しい……」

　片かた腕うでに、砲ほう門もんと化した〈灼爛殲鬼カマエル〉を装着した琴里は、悔くやしげに笑ったかと思うと、その言葉だけを残して、ゆらゆらと地面に落ちていった。──その身に纏った霊装と天使を、美しい光の粒りゆう子しに変えながら。

　凄すさまじい耐たい久きゆう力と、執しゆう念ねん。折紙は崇すう敬けいの念を抱いだかずにはいられなかった。〈絶滅天使メタトロン〉渾こん身しんの一撃をその身に浴びながら、まさか反撃に転じてこようとは。

「……っ」

　だが、それで終わりではなかった。新たな気配を感じ、咄とつ嗟さに空中で身を捻ひねる。

　しかし、琴里の【砲メギド】を避けるのに体勢を崩してしまっていたため、一瞬動きが遅おくれてしまう。そして──

「──主ぬし様は──誰だれにも渡わたさぬ……ッ！」

　六喰相手には、その一瞬こそが命取りであった。

　ボロボロになった霊装を纏った六喰が虚空から現れ、罅ひびの入った天使を放ってくる。

　戟ほことなった〈封解主ミカエル〉の刃やいばが、折紙の霊装を捕とらえる。瞬間、六喰が〈封解主ミカエル〉を捻りながら叫さけびを上げた。

「〈封解主ミカエル〉──【解ヘレス】ッ！」

〈封解主ミカエル〉の先せん端たんを起点とするように──折紙の霊装が、木こっ端ぱ微塵に分解される。

「────」

　折紙は一糸纏わぬ姿で空を漂ただよいながら、意識が遠くに引っ張られていくような感覚に襲われた。







「──ぁぁぁぁぁ──ッ！」

　──全身を、激情が駆け巡めぐる。

　六喰は今にも崩れ落ちてしまいそうなほど損傷した〈封解主ミカエル〉の柄えを握にぎりながら、目に涙なみだを浮うかべ、勝利の雄お叫たけびを上げた。

　眼下には、天使を失い落ちていく琴里。眼前には、気を失った折紙。

　どちらも、思わず身み震ぶるいするほどの強敵であった。実際、六喰ももう限界が近い。辛かろうじて霊装と天使を保ってはいるものの、〈絶滅天使メタトロン〉の一撃から身を守るのに相当量の霊力を使ってしまったため、一度崩れてしまったなら再顕現は難しいだろう。

　しかし──勝ったのは六喰だ。この空に最後まで立っていたのは、六喰だった。

　とはいえ、喜んでばかりはいられない。確かに六喰は大乱戦の末、琴里と折紙という強大な相手を退けた。だが自然公園には、まだ他ほかの精せい霊れいが残っているかもしれなかったのである。

　ならば、まだ終わりではない。一いつ旦たん身体を休め、状況を把は握あくして──

　と。

「──っ」

　そこで、六喰は緊張に息を詰まらせた。

　刺さすような殺気が、六喰の全身を包んだのである。

　その理由はすぐに知れた。いつの間にやら六喰の周囲に、折紙の意識とともに消えたはずの〈絶滅天使メタトロン〉が、いくつも浮ふ遊ゆうしていたのだ。

「な……!?」

　まさかの事態に、六喰は目を見開いた。──よもや、【解ヘレス】で霊装を砕くだかれてなお、折紙が戦せん闘とう不能に陥おちいっていなかったとでもいうのか──!?

　と、そこで六喰は気づいた。自分を取り囲む無数の『羽』。その様相が、〈絶滅天使メタトロン〉のそれとは微び妙みように異なることに。

　闇やみを凝ぎよう縮しゆくしたかのような、漆しつ黒こくの『羽』。

　かつて六喰は、それを見たことがあった。

　そう、それは──

「──ごめんなさい、六喰さん」

　六喰の思考を遮さえぎるように、下方からそんな声が聞こえてくる。

　見やると、意識を失ったはずの折紙の身体が、ふわりと浮遊していることがわかった。

　──折紙が、ゆらりと顔を上げる。

　その瞳ひとみには、普ふ段だんの折紙とは異なる意志の光が灯ともっているように見えた。

「でも、私も──負けるわけにはいかないんです。五いつ河かくんのことが──好きだから」

「……！　うぬは──」

　六喰は漆黒の『羽』からの集中砲ほう撃げきを受け、霊装とともに意識を失った。





──残存精霊、一〇人中、二人。









「……っ、あ──」

　短く息を吐ついて、折紙は意識を取り戻もどした。

「────！」

　微ま睡どろみは一瞬。折紙は瞬時に身体を緊きん張ちようさせると、自分が今置かれた状じよう況きようを把握した。

　──空から、落ちている。折紙はそれを理解すると同時、意識を集中させ、身体を浮遊させた。

　次いで、自分の身体を見やる。霊装は残っていなかったが──体中には微かすかに霊力を感じ取ることができた。でなければ、空を飛ぶことさえできなかったろう。

「ふ──」

　短く息を吐き、霊力を発現。霊装を顕現させる。──限定霊装よりも心こころ許もとないものであったけれど、一応身体を薄うす絹ぎぬのような霊力が覆おおっていった。

　限界は近い。近いが──限界ではない。折紙は不思議な感覚に眉まゆをひそめた。

　折紙は、極限まで霊力を使っていたはず。不完全な状態とはいえ、再度霊装が展開できるとは思っていなかったのである。まるで、何ものかに霊力を分け与あたえられたかのような感覚だった。

　周囲に琴里と六喰の姿はない。琴里を倒たおしたのは覚えている。だが次の瞬間、折紙は六喰に肉にく薄はくされたはずだ。しかし、これは──

「──っ」

　そこで折紙は地上にあるものを発見し、その場から急降下した。

　そしてふわりと地に降り立ち──そこに倒れていた少女に歩み寄る。

「──六喰」

　そう。そこにいたのは、霊装を失った状態で静かに寝ね息いきを立てる六喰であった。

　折紙は困こん惑わくした。この状況は、どう見ても折紙が六喰を倒したようにしか見えない。だが折紙には、その瞬間の記き憶おくがなかったのである。一瞬とはいえ、完全に意識を失ってしまっていた。忘ぼう我がの状況で身体が反撃をしたとでもいうのだろうか──？

「…………」

　しかし、折紙はそれ以上考えなかった。思考を放ほう棄きしたわけではない。ただ、今はまだ思い悩なやむときではないと判断したのである。

　過程はどうあれ、今立っているのは六喰ではなく折紙なのである。ならば勝者として、次なる戦いに備えねばならなかった。

　確かに琴里、六喰という危険度の高い精霊を退けたとはいえ、折紙も相応のダメージを受けてしまっている。今誰が残っているのかはわからなかったが──

　と。

「────っ！」

　そこで、折紙はバッと後方を振ふり向いた。

　本当に微かにではあるが、そちらから物音が聞こえた気がしたのである。

　次の瞬間、折紙の反応で気づかれたことを察したのか、音の主は凄まじいスピードで地を蹴けり、折紙に向かってきた。

「──〈絶滅天使メタトロン〉……ッ」

　意識を集中させ、天使を顕けん現げん。現れた『羽』は一つのみであったが、今の折紙にとってはそれでも僥ぎよう倖こうである。狙ねらいを定め、光線を放つ。

　が、謎なぞの襲しゆう撃げき者は弾だん丸がんの如ごとくその身を回転させると、〈絶滅天使メタトロン〉の光線を逸そらし、そのまま折紙の懐ふところに入り込んできた。

「な──」

　刹せつ那なの間に圧縮された意識の中、折紙は思考を巡らせた。

　──誰。一体。

　脅きよう威いであった琴里と六喰はもういない。そして明らかに、七罪や二亜、美九のスピードではない。ならば耶俱矢か夕弦か。いや、ここまで勝ち残っている可能性がもっとも高いのは、恐おそらく狂三──

　次の瞬しゆん間かん、折紙の目は、ようやく襲撃者の姿を捉とらえた。

　──その、傷だらけになった、白銀の鎧を。

「──────四糸乃──」

　その言葉を最後に、折紙の意識は、再度闇へと沈しずんでいった。





──残存精霊、一〇人中、残り──










断章／五　Dear









（…………）

　度重なる表層への顕けん現げんのためか、彼女はもう一人の自分──十とお香かの感覚器を通して、世界のことを断片的に感じ取ることができるようになっていた。

　否、それだけではない。それまで感じ取っていた十香の感情の動きもまた、よりはっきりと捉とらえることができるようになっていたのである。

　もはや彼女に、退たい屈くつを覚える時間はほとんどない。十香の住んでいる場所。十香の通っている学校。十香の食べている食事。十香の楽しんでいる日常──そんなものの情報が、目を、耳を通して少しずつではあるが流れ込んでくるのである。

　そして、そんな日常の中、いつも中心にいるのは、あの男──士し道どうだった。

　美味おいしいものを食べると、十香の心は喜びを感じる。

　きれいなものを見ると、十香の心は幸せを覚える。

　楽しいことをすると、十香の心はうきうきと弾はずむ。

　けれどそれが士道と一いつ緒しよだと、その感情が、何倍にも何十倍にもなって彼女に伝わってくるのだった。

　否、それだけではない。彼を見る十香の心には、他のものを見るときには感じ取れない謎なぞの感情が芽生えていたのである。

（これは……）

　次第に彼女もまた、十香にそんなことを思わせる士道に興味を持っていった。

　十香の目に士道が映るたび、その姿を追うようになっていった。

　そして、少しずつ理解していった。

　これは。

　この、感情は──








第五章　優しい神様









「──さあ、どうだ天てん香か。ここからは、天てん宮ぐう市の街並みが一望できるのだ」

　長い階段を上り、高台の公園に辿たどり着いた十とお香かは、どこか得意げにそう言った。

　そう。一年前、十香と初めてデートをした際、最後に訪おとずれた公園である。台地に沿うような形で延びた階段の先にあり、その眺ながめはまさに絶景と呼ぶに相応ふさわしい。ここまで来るのは少し大変だけれど、それだけの価値があるスポットだった。

　しかし天香は辺りを見回すと、何かに気づいたように唇くちびるを動かした。

「ふむ……ああ、ここか。おまえの中から見た覚えが──」

「む、そうだったか……」

　天香の言葉に、十香がしゅんとなる。すると天香が即そく座ざに首を横に振ふった。

「いや、気のせいだった。初めてだ。案内してくれ」

「！　おお、そうか！」

　十香がパァッと顔を明るくする。それを見てか、天香が小さく息を吐ついた。

「……はは」

　その吐と息いきに込められたものが、面めん倒どうとか辟へき易えきではなく、安あん堵どに近いものに見えて、士し道どうは思わず頰ほおを緩ゆるめてしまった。

　確かに天香の目的は杳ようとして知れないし、片時も気が抜ぬけない相手であることに変わりはない。けれど、こうしてともに過ごしてみると、なんだか十香と天香が、自分の宝物を紹しよう介かいしたくてたまらない妹と、そんな妹が大好きな姉のように見えてしまったのである。

　いや、実際十香としてはそんな感覚なのだろう。桜並木を抜けたのち、士道と天香は、十香に連れられ様々な場所を巡めぐっていたのだが──それらの場所は全すべて、士道や精せい霊れいたちと行ったことのあるレストランやゲームセンターなどであったのだ。

　きっと、もう一人の自分である天香に見せたくてたまらなかったのだ。

　──自分がこの世界で見知った、楽しいことを。皆みなと一いつ緒しよに過ごした、幸せな時間を。

　と、士道が感かん慨がい深ぶかげに目を細めていると、十香が何かを思いだしたようにポンと手を打った。

「そうだ、この景色を眺めながら食べるソフトクリームがまた絶品でな……ちょっと待っていてくれ。下の売店で買ってくるぞ！」

「え？　じゃあ俺も──」

「いいのだ！　二人はベンチに座っていてくれ！」

　十香は士道の言葉を遮さえぎるように手のひらを広げると、言うが早いか、今し方上ってきた階段を凄すさまじい速さで駆かけ下りていってしまった。……確かに士道が手伝うよりも、十香一人の方が早く済みそうではあった。

「…………」

「…………」

　だが、それはそれで新たな問題が一つ、生まれてしまった。十香のいなくなった公園で天香と二人きりになってしまった士道は、頰に汗あせを垂らしながら無言になる。

　今日のデートで、天香に対するイメージが変わったのは本当である。けれど、それはあくまで十香と一緒にいるときの話であって、士道に対する態度は最初とあまり変わっていないのだった。

　とはいえ、このまま無言でいるわけにもいかない。もとより今日のデートは、この天香と行うつもりだったのだ。彼女の心を開くことができなければ、恐おそらく霊力を封ふう印いんすることは不可能だろう。

　そう考えると、この時間はむしろ十香の気き遣づかいなのかもしれなかった。そう考えることにして、士道は気合いを入れるように拳こぶしを強く握にぎった。

「と、とりあえず……座ろうか」

「……む」

　天香が短く答えて、公園外がい縁えん部に向いたベンチに腰こし掛かける。

　存外素す直なおに応じてくれたが──たぶんそれは、十香が残していった言葉に従っただけだろう。勝負はここからである。士道は天香の隣となりに腰掛け、言葉を続けた。

「なあ──どうだった、今日は？」

「…………」

「俺は楽しかったぞ。十香も楽しんでたみたいだし。どこか気に入った場所はあるか？」

「…………」

「桜並木とか、ゲーセンとかさ。ほ、ほら、桜さくら餅もちも美味おいしかったよな」

「…………」

　士道がそれとなく話題を振ってみるも、天香は無言のまま街並みを見つめるだけだった。

「むぐう……」

　早くも心が折れかける士道だったが、こんなところで諦あきらめるわけにはいかない。何か天香の興味を引くことのできる話題がないか、必死で頭を巡らす。

「あ、そうだ天香。あの──」

「──なぜ、こうなる」

　と。不意に士道の声を遮るように、天香がぽつりと言葉を零こぼす。

「え……？　な、何の話だ？」

「今日の全てだ。──なぜ十香は私を顕けん現げんさせた。なぜ貴様とのデェトとやらに私を連れ歩いた。貴様とともに過ごすことが、十香の望みではないのか」

「それは──」

　士道はそこで言葉を止めた。

　別に、答えに窮きゆうしたわけではない。十香が天香をデートに誘さそった理由なんて、天香と一緒に楽しみたかったからに決まっている。もう一人の自分にも、自分の知る素敵なものを見せたかっただけだろう。

　けれど、士道には気になってしまったのだ。

　天香の言葉が。──天香がなぜ、そんなことを言ったのかが。

　天香は今このときにおいては神のような存在といっても過言ではない。だからこそ士道は違い和わ感かんを覚えてしまったのだ。十香に振り回されているかのような──否いな、十香を中心と捉とらえているかのような、その言葉に。

「天香、おまえは──」

　だから士道は、半ば無意識のうちに、その問いを発してしまった。

　既すでに一度発した問いを。──全ての疑問の起点となる、その問いを。

「──なんで、この世界を創つくったんだ？」

「…………」

　士道の言葉に、天香の眉まゆがぴくりと揺ゆれる。

　その表情に、士道は一いつ瞬しゆん、しまったと思った。けれど、言ってしまったものは仕方がない。それにこれは、いつかは必ず問わねばならないことだったのである。

　天香はしばしの間無言でいたが、やがてフンと鼻を鳴らし、士道を見下すようにあごを上げてみせた。

「言ったはずだ。世界を手中に収めるのも悪くないと思った、と──」

「──噓うそだ」

「…………」

　士道がまっすぐに目を見つめながら言うと、天香は顔をしかめて小さく舌打ちをした。

「随ずい分ぶんと自信ありげに言うではないか、人間。力を求めるのに理由などが要いるものか。なぜ私が噓を吐かねばならんのだ」

「それは──わからない。でも、どうしても、おまえがそんな理由でこんなことをするとは思えないんだ」

「戯ざれ言ごとを。貴様が一体私の何を知るというのだ」

「──知ってるさ。少なくとも、おまえが十香を大好きなことや、負けず嫌ぎらいなこと、それに──実は優やさしいってことくらいはな」

「貴様」

　士道が言うと同時、天香は憤ふん然ぜんと息を吐いてベンチから立ち上がった。瞬間、彼女の苛いら立だちを示すかのように、彼女の身体からだから不可視の衝しよう撃げきが発される。ベンチが拉ひしやげ、地面が陥かん没ぼつし、近くにあった柵さくが弾はじけ飛んだ。士道も例に漏もれず、その場から吹ふき飛ばされてしまう。

「ぐ……！」

　士道は地面を転がるも、すぐに立ち上がって天香に向き直った。そんな士道を見てか、天香が不ふ機き嫌げんそうに目を眇すがめてくる。

「不ふ遜そんと愚ぐ弄ろうを許すのもここまでだ。そこに直れ。その素っ首、落としてくれる」

　言って右手を掲かかげる。するとそこに漆しつ黒こくの光が結集し、巨きよ大だいな剣けんを形作っていった。──〈暴虐公ナヘマー〉。天香の持つ剣の魔ま王おうである。

「く……!?」

　その禍まが々まがしいまでの霊力に、士道は思わず眉根を寄せた。

　今日一日を過ごしてみて、士道は、天香が本気で自分を殺しにかかることはないのではないかと思っていた。だが今天香から発されているのは、紛まぎれもなく明確な殺意である。

　士道の見立てが間ま違ちがっていたのか、それとも天香が心変わりするほどのことを士道が言ってしまったのか。どちらかはわからなかったけれど、このままでは本当に殺されてしまいかねない。士道はキッと視線を鋭するどくすると、意識を集中し、声を発した。

「──〈鏖殺公サンダルフオン〉！」

　その呼び声に応こたえ、〈暴虐公ナヘマー〉と対ついを成す、剣の天使が姿を現す。士道はその柄つかを握ると、緊きん張ちように汗を垂らしながら構えを取ってみせた。

「〈鏖殺公サンダルフオン〉か。私と斬きり合いを選ぶとはいい度胸だ」

　天香は冷たい眼まな差ざしのままそう言うと、〈暴虐公ナヘマー〉を振り上げ、一瞬で士道に肉にく薄はくしてきた。

「ぐ……っ！」

　一直線に振り下ろされた剣撃を、すんでのところで受け止める。天使と魔王の霊力がぶつかり合い、辺りに凄まじい衝撃波を発した。

「ほう、止めるか。だが、その程度ではいつまで保もつか怪あやしいものだな」

「く──あぁぁぁぁっ！」

　士道は身体中が上げる悲鳴を無視しながら全身に力を込め、〈暴虐公ナヘマー〉を弾はじくと、そのまま〈鏖殺公サンダルフオン〉を振ふり上げた。

　無論、そんな一撃が天香に通用するとは思っていない。容易たやすく受け止められるか、避よけられるかするのがオチだろう。けれどいつまでも天香の攻こう撃げきを受けきることができない以上、士道から攻撃を仕し掛かけざるを得なかったのである。

　が──

「……ッ!?」

　士道は息を詰つまらせた。

　士道が〈鏖殺公サンダルフオン〉を振り上げた瞬間、天香が両手から力を抜くと、〈暴虐公ナヘマー〉を下ろしてみせたのである。

　まるで──士道の攻撃を受け入れるかのように。

「────」

　士道は慌あわてて剣けん尖せんを逸そらそうとした。だが、一度振り下ろされた〈鏖殺公サンダルフオン〉の軌き道どうを逸らすことは困難を極きわめた。剣の天使の一撃が、無防備な天香を袈け裟さ懸がけに──

「──シドー！」

　が、その瞬間。

　そんな叫さけびが響ひびいたかと思うと、士道は突とつ然ぜん右方から体当たりを食くらい、その勢いに押されるように、地面に押し倒たおされた。

「ったた……と、十香？」

　士道は突然のことに驚おどろきながらも、自分に抱だきつくような格好で突進してきた少女の名を呼んだ。よほど慌てていたのだろう。彼女が手に持っていたと思おぼしきソフトクリームが、辺りに散乱してしまっている。

「シドー、何があったのかはわからんが、落ち着いてくれ。天香は悪い精せい霊れいではないのだ。天香がこの世界を創ったのは──」

「十香」

　天香が、十香を制止するように声を発する。だが、十香は構わず続けた。




「──天香がこの世界を創ったのは、全て、私のためなのだ」




　　　　◇




「──はぁ、こりゃまた派手にやりやがったものですね」

　ＣＲ‐ユニット〈ヴァナルガンド〉をその身に纏まとい、空中に静止した真ま那なは、眼下に広がる光景を見ながらほうとため息を吐ついた。

　しかしそれも当然だ。何しろ真那の視界には、一〇〇年分の天変地異が纏めてやってきたのではないかと思えるような、盛せい大だいな破は壊かい跡あとが広がっていたのだから。

　木々は薙なぎ倒され、地面は抉えぐられ、整備された運動場や広場はもはやその面おも影かげさえ残してはいない。事情を知らぬ者にこの光景を収めた写真を見せたなら、『怪かい獣じゆう映画』、『種まき前の畑』、『チョコシリアル』とでも評されそうな有様だった。つい数時間前まで、緑溢あふれる自然公園であったとは思えない惨さん状じようである。

「十香さんの力を封ふう印いんさえできれば、世界ごと元に戻もどるって話ではありましたが……いやはやなんとも」

　改めて精霊という存在の強大さと恐おそろしさを認にん識しきして、真那はもう一度吐と息いきした。

　とはいえ、その激戦の賜たま物ものというべきか、周囲には真那にも感じ取れるくらいに濃のう密みつな霊力の残ざん滓しが充みち満ちていたのだが。

「……っと、そうでしたそうでした」

　そこで真那は、何かを思い出したように眉を揺らした。

　精霊たちのあまりに見事な暴れっぷりに、しばしの間見とれてしまっていたが、真那が自然公園上空にやってきたのには、別の目的があったのだ。

　そう。霊力を使い尽つくしてしまった精霊たちの捜そう索さくである。

　戦せん闘とう終しゆう了りようの報を受けてから、真那は〈ラタトスク〉の機関員たちと連れん携けいして精霊たちを保護していたのだが……まだ見つかっていない精霊が数名、いたのである。

　脳内に指令を発して、〈ヴァナルガンド〉に搭とう載さいされた顕現装置リアライザを発動させる。すると真那の網もう膜まくに、辺り一帯のマップが投とう影えいされた。……まあ、もともとの地形と随分変わってしまっているものだから、おおよその座標しか当てにならなかったのだけれど。

　と、真那が苦く笑しようしていると、投影マップに、生体反応を示すアイコンが表示された。

「──お、いましたいました」

　真那は空中で身体の向きを変えると、スラスターを駆く動どうさせて、アイコンの示す場所へと、一直線に降下していった。

　そして地上に至る寸前で身体を捻ひねり、地面に降り立つ。その風圧に、辺りに残っていた木々の葉がばさばさと揺れた。

「さて──」

　言いながら、そこにいた精霊のもとに歩み寄っていく。──〈ラタトスク〉司令官・五いつ河か琴こと里りが、霊装を失ったあられもない姿で、落ち葉の上に横たわっていた。

「琴里さん、琴里さん。大だい丈じよう夫ぶでいやがりますか」

　肩かたを揺すると、琴里は小さなうめき声を上げたのち、ゆっくりと目を開けた。

「ん……真、那……？」

「はい。お疲つかれ様です」

　真那がにこりと微笑ほほえみながら言うと、琴里は辺りを見回し、自分の姿を見下ろした。

　そして──そのままバッと起き上がり、両りよう腕うでで身体を覆おおい隠かくす。

「ま、真那、あなた一体何を……！」

「落ち着きやがってください琴里さん。寝ね惚ぼけてらっしゃる」

「え？　あ……」

　言われて、状じよう況きようを思い出したのだろう。琴里が再度自分の姿を見てから、大きくため息を吐いた。

「ああ──そっか。負けたのね、私」

「残念ながら、そのようです」

　真那はそう言いながら、手にしていたバッグから着き替がえを一着取り出すと、琴里に手て渡わたしてやった。

「どうぞ。暖かくなってきたとはいえ、いつまでもそんな格好じゃ風か邪ぜを引いちまいます」

「ん……ありがとう」

「いえいえ。それより、立てますか？　もう皆みなさん集まっておられますよ。──ああ、もちろん捜索作業は女性機関員のみで行ったのでご安心ください」

「抜ぬかりないわね」

　琴里はそう言って笑うと、服に袖そでを通してからふうと息を吐き、尋たずねてきた。

「──そういえば、結局最後まで勝ち残ったのは誰だれだったの？　折おり紙がみ？　それとも六む喰くろ？　いや、あの場にいなかった精霊って可能性もあるのか。だとすると……狂くる三み？」

　少し不安そうな色を覗のぞかせながら、琴里が言ってくる。真那は目を伏ふせると、ゆっくり首を横に振った。

「勝者は──四よ糸し乃のさんだそうです」

「──えっ？」

　真那の言葉に、琴里は意外そうに目を丸くした。

「四糸乃？　四糸乃って……あの四糸乃？」

「ええ。まあ、真那も結果を聞いただけですから、真那の知る四糸乃さん以外に四糸乃さんがいらっしゃるのなら、その方かもしれねーですが」

　冗じよう談だんめかした調子で真那が答えると、琴里は驚いたような顔をしながら腕組みした。

　とはいえ、その気持ちもわからないではない。実際真那も、先ほど戦いの結果をマリアに聞いたとき、似たような反応を示してしまっていたのである。

　別に、四糸乃が他ほかの精霊に比べて力が劣おとると言っているわけではない。水と冷気を操あやつる四糸乃の〈氷結傀儡ザドキエル〉は、他に見劣りしない、非常に強大な力を持った天使である。戦い方によっては、優勝の目も確かにあった。

　けれど争いを好まない温おん厚こうな性格や、普ふ段だんの穏おだやかな物もの腰ごしを見るに、四糸乃と優勝の二文字が、すぐには結びつかないのもまた、事実であった。

「そっか……四糸乃が」

「ええ。マリアも驚いていやがりました」

　大おお仰ぎようにうなずいてから、肩をすくめる。なお余談であるが、途と中ちゆうで二に亜あがやられてしまったため、〈フラクシナス〉にいた個体も消えてしまい、マリアは艦かん橋きようのスピーカーから愚ぐ痴ちを漏もらしていた。二亜にはしばらくおやつとおつまみを与あたえないそうだ。

「さ、こちらへ」

「ええ……」

　真那は琴里の手を取って立ち上がらせると、そのまま琴里の身体からだを随意領域テリトリーで包み込み、空を飛んでいった。

　そしてそのまま低空を飛ぶことおよそ一分。琴里と同じように保護された精霊たちのもとに辿たどり着く。周囲には〈ラタトスク〉の女性機関員たちの姿も見受けられた。今は皆に着替えや履はき物、あとは温かい飲み物などを配っているようである。

「あっ、真那さん、琴里さーん！　こっちです、こっちー！」

　真那と琴里の接近に気づいた美み九くが、大きく腕を振ってくる。何だか左手で七な罪つみらしきものを捕つかまえている気もしたが、とりあえず真那は気にしないことにして、再び地上に降り立った。

「ハイ、みんな。ご機き嫌げんいかが」

　琴里が皆のもとに歩み寄りながら、ふっと笑う。するとそれに応えるように、精霊たちもまた肩をすくめたり笑えみを返したりした。

「まあまあであるな。勝ち残れなかったのは残念ではあるが」

「首しゆ肯こう。本気でぶつかり合えたのはなかなか気分がよかったです」

「ちっくしょー！　やっぱ不公平だってこんなーん！　今度はペーパーテスト勝負にしようぜ妹ちゃーん！」

　などと、一部二亜のように悔くやしそうにする精霊もいたものの、概おおむね皆、全力を出し切った清すが々すがしい顔をしていた。琴里が小さく息を吐き、四糸乃に顔を向ける。

「結果、聞いたわよ。──おめでとう、四糸乃」

「あ──」

　琴里の言葉に、四糸乃は小さく身体を震ふるわせると、恐きよう縮しゆくするように肩をすぼめた。

「ありがとう……ございます。でも……」

「勝者はもっとドンと構えやがるものですよ、四糸乃さん。自信を持ってください。あなたは精霊さんたちの中で最後まで勝ち残ったんです」

　真那が言うと、四糸乃は困こん惑わくしたように眉まゆ根ねを寄せた。

「あの……本当に──私の勝ちでいいんでしょうか？」

「え？」

「……四糸乃！」

　と、そこで、美九の手を逃のがれてきたらしい七罪が声を上げた。

「な、七罪さん……」

「……まだ言ってるの？　いいじゃない。勝ちは勝ちよ。あいつもそう言ってたでしょ」

「は、はい……」

　七罪に言われ、四糸乃が躊躇ためらいがちにうなずく。そんなやり取りに、真那は首を傾かしげた。

「あいつ──とは？　一体何がありやがったんで？」

「それは……」

　と、四糸乃が言いかけたところで──

「──きひひ、ひひ」

　その不ふ吉きつな笑い声が、どこからか響ひびいてきた。

「……！　時とき崎さき狂三──」

　真那が警けい戒かいとともに名を呼ぶと、地面に影が蟠わだかまり、そこから、黒と紅のドレスを纏った狂三が姿を現した。

「ええ、ええ。皆さんの保護、ご苦労様ですわ、真那さん」

「あなた──」

　その姿を見て、真那は眉根を寄せた。

　単純な理由。狂三は今なおその身に、霊れい装そうを纏っていたのである。

　狂三もこのバトルロイヤルの参加者。そしてその戦いは既すでに、四糸乃の優勝によって幕を下ろしている。つまり狂三もまた、この中の誰かに敗れ、霊装と天使を顕けん現げんできない状態になっていなければおかしいはずなのだ。

　そんな真那の思考を察したのだろう。狂三が唇くちびるを笑みの形にする。

「──ご安心くださいまし。わたくしは既に敗北しておりましてよ。四糸乃さんの勝利にけちをつけるつもりはございませんわ」

「なら、その身体のヒラヒラは一体何だと言いやがるんです？　敗北の条件は、霊力を使い果たして、天使および霊装が顕現できなくなることでは？」

「ええ、ええ。その通りでしてよ。そしてご覧の通り──わたくしは四糸乃さんに敗れ、書の天使〈囁告篇帙〉と〈神威霊装・二番〉を顕現できない状態にありますわ」

「……なんですって？」

　狂三の言葉に、真那は目を細めた。

　言われてみれば、彼女が纏まとっているのは、今までの──二亜の霊結晶セフイラを取り込む前の、ゴシックロリータ調のドレスだったのである。

「…………」

　確かに、ルールの捉とらえ方によってはそう判断できないこともない。

　だが、勝つためならばまだしも、負けるためにルールの穴を衝つくなどという行動自体が、真那には理解できなかった。不ふ愉ゆ快かいそうにフンと鼻を鳴らす。

「……詭き弁べんを弄ろうしてくれやがりますね。一体何のつもりですか」

「うふふ、至し極ごく単純な理由でしてよ。わたくしには、バトルロイヤルが終わっても、霊力を残しておく必要があったのですわ。──やり残したことを、成すために」

「やり残したこと？」

「ええ、ええ」

　真那が眉を歪ゆがめながら問うと、狂三は不敵に微笑んでみせた。

　そして影かげの中から、長さの異なる二挺ちようの古式銃じゆうを顕現させ、真那に向けてくる。

「──真那さんと、きちんと決着を付けたいと思いまして」

　言って、狂三が笑みを濃こくする。そのまさかの行動に、精霊たちがざわめいた。

「狂三……!?」

「は……な、何してんの？」

「そうじゃぞ。仲間に銃を向けるとは何ごとじゃ」

　精霊たちが口々に言う。しかし狂三は薄うすい笑みを消すことなく、真那から視線を外すこともなかった。

「……抜いた以上、冗談じゃあ済まねーですよ」

「あら、あら。もしやまだ冗談で済ませてくれるつもりでしたの？　〈ラタトスク〉に所属されたからか、お優やさしくなりましたわ──ねッ！」

　叫さけびとともに、引き金が引かれる。狂三の構えた長銃と短銃から、連続して影を固めたような漆しつ黒こくの銃じゆう弾だんが放たれた。

「ふッ──」

　しかし真那は、随意領域テリトリーによって強化された視覚と反射速度を以もつて銃弾の軌き道どうを捉えると、狼狽うろたえることなく身体を沈しずめ、それをかわした。

「いいでしょう。皆みなさんの戦いを見て身体が疼うずいていやがったところです。ここで引導を渡わたしてやります！」

　真那は弾丸を避よけた勢いのまま地を蹴けると、一いつ瞬しゆんで狂三に肉にく薄はく。右みぎ腕うでのレイザーエッジ〈ヴォルフテイル〉を展開。狂三の首目がけて横よこ薙なぎに振ふり払はらう。

「きひ──ッ」

　が、狂三はその一いち撃げきを予見していたように、大きく身を反らして紙かみ一ひと重えでそれをかわしてみせた。

　とはいえ、真那とてその程度の動きは予測済みである。姿勢の崩くずれた狂三に追撃を放つべく、左手の〈ヴォルフファング〉を開き──

「な……！」

　そこで、真那は息を詰つまらせた。

　随意領域テリトリーによって極限まで研とぎ澄すまされた意識の中、地面に蟠った自分の影から、ちらと銃口が覗くのが見えたのである。

　慌あわてて身を引こうとするも、遅おそい。次の瞬間放たれた銃弾は、乾かわいた音とともに真那の首元に突つき刺ささった。

「く──あ……ッ！」

　苦く悶もんとともに、真那はその場にくずおれた。琴里たちが慌てて駆かけ寄ってくる。

「真那！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですかぁ!?」

　心配そうな精霊たちの声の中、地面からもう一人の狂三が姿を現す。──恐おそらくは、本物の狂三が。

「うふふ。こんな初歩的な手に引っかかるだなんて、真那さんらしくありませんわね」

「でも真那さんが本気ならば、わたくしの首は既に胴どうに繫つながっていませんわよ。本当にわたくしを殺すつもりなら、もう一歩足を踏ふみ込んでいたはずですわ」

　もといた狂三──分身体が、自分の首を撫なでるように言う。すると本物の狂三が、驚おどろいたように目を丸くした。

「──あら、あら。ということは、わたくしを殺さず無力化するおつもりでしたの？　本当に──お優しくなりましたわね」

　言って狂三が、吐と息いきを零こぼしながら言う。

「……っ、──」

　そんな声を聞きながら、真那は震える手で、自分の喉のど元もとに触ふれた。

　──痛みはない。出血も──ない。ということは、通常の銃弾ではないのだろう。ならばこれは、何の弾たまだ。時間が停止していない以上【七の弾ザイン】ではあるまい。では──

「……あ、あ、ああああああああ……っ!?」

　次の瞬間、真那は頭の中身を滅め茶ちや苦く茶ちやにシェイクされるかのような感覚を覚えた。凄すさまじい目め眩まいと嘔おう吐と感が、怒ど濤とうの如ごとく押し寄せてくる。視界が明めい滅めつし、針を刺されるかのような頭痛と虚きよ脱だつ感が身体からだを襲おそった。

「真那！　真那！　っ、狂三……！　あなた真那に一体何をしたのよ!?」

　琴里の怒号じみた声が頭に響く。すると次いで、狂三の笑い声が聞こえてきた。

「言ったではありませんの。決着を付けにきた、と。──でも、拍ひよう子し抜ぬけですわね。わたくしを殺そうとしない真那さんだなんて」

「あなた、一体何を言って──」

「──ああああああああああ──ッ！」

　琴里の声を遮さえぎるように、真那は咆ほう吼こうじみた叫びを上げた。

　そうしてようやく、頭の中を引っ搔かき回されるかのような感覚が収まっていった。顔中に汗あせを滲にじませながら、力なく地面に突っ伏ぷす。

「真那！」

　琴里が肩かたを揺ゆすってくる。真那はどうにか呼吸を整えてから、よろよろと顔を上げた。

「琴里……さん……」

　だが、そこで違い和わ感かんに気づく。──身体が重い。まるで全身に鉄の塊かたまりを括くくり付けられているかのように、手足の自由が利きかなかった。

　そこまで考えて、真那は思い直した。それはそうだ。実際今の真那は、全身にＣＲ‐ユニットという金属の塊を纏っているのだ。自由に動けていたのは、身体全体を随意領域テリトリーで覆おおっていたからに他ほかならない。ということは、狂三の攻こう撃げきは、随意領域テリトリー生成を阻そ害がいする弾であったとでもいうのだろうか──？

「…………ッ、……」

　そこで、真那は一つの可能性に思い至り、刺すような視線で狂三を見上げた。

「うふふ、無様に地べたを這はう姿がとてもよくお似合いですわよ？」

「……最悪の気分です。──よりによって、あなたに助けられるなんて」

　真那がニッと唇を歪めながら言うと、狂三もまた、楽しげに笑えみを浮うかべてきた。

「──あら、あら。さすがは狼おおかみさん。余すところなく抜いたつもりでしたけれど、牙きばが一本、残っていたようですわね」

　冗じよう談だんめかすような声を聞きながら、真那は意識を失い、がくりと頭を落とした。




　　　　◇




「十香のために──この世界を……？」

　士道は表情を困こん惑わくの色に染めながら、自分に抱だきつくように覆い被かぶさった十香と、表情を変えぬまま佇たたずんだ天香の顔を交こう互ごに見つめた。

　すると十香が、身を起こしながら唇を開いてくる。

「……うむ。学校の教室で、天香を顕現させてからだ。私の頭の中に、少しずつ天香の意識が流れ込んできてな。ちょうど、封ふう印いんで経路パスを繫いだときのような感覚だ」

「────」

　士道は、差し伸のべられた十香の手を取ってその場に立ち上がりながら、こくんと喉を鳴らした。

　なるほど、その感覚には士道にも覚えがあった。精霊の霊力をキスによって封印した際、その精霊の記き憶おくや意識が一部流れ込んでくることがあるのである。ましてや十香と天香は同じ身体を共有する者同士。二人が並列に存在することでそういったことが起こるのは不思議ではなかった。

「……すまぬシドー。もっと早くに伝えるべきだった。だが……」

「いや、いいんだ。……それより、俺を止めてくれてありがとう、十香。あのままだったら、天香を斬きっちまってたかもしれない」

　──まあ、自分の一撃程度で天香が死んでしまうとは到とう底てい思えなかったけれど。そんなことを思いながら天香を見ると、天香は不ふ機き嫌げんそうにフンと鼻を鳴らした。

「余計な真ま似ねを。人間が扱あつかう〈鏖殺公サンダルフオン〉でも、この仮かり初そめの身体程度ならば砕くだけたろうに。──時間は残り少ない。最後のひとときくらい、その人間と二人で過ごすがいい」

「天香……」

　十香が、悲しそうに表情を歪める。

　そんな二人のやり取りを見て、士道はより深く眉まゆ根ねに皺しわを刻んだ。

「ちょっと待ってくれ、話が見えない。一体何を言っているんだ？」

「…………」

「…………」

　士道の言葉に、十香と天香は口を噤つぐんだ。

　けれど数瞬のあと、意を決したように十香が顔を上げてくる。

「覚えているか、シドー。澪みおと戦ったときのことを。シドーが【六の弾ヴアヴ】を使う前──精せい霊れいたちが皆、殺されてしまった世界のことを」

「！　それは──」

　士道は思わず息を詰まらせた。無論そのことは深く記憶に刻まれているが──まさか十香が、改変前の世界のことを覚えているとは思わなかったのである。

　だが、よく考えればそれも道理であった。今の十香は、澪の霊結晶セフイラをその身に取り込んでいるのだ。ならばそのことを知っていても不思議はない。

「ああ……覚えてるよ。あのとき──諦あきらめかけた俺を、十香が助けてくれた」

「……うむ。まさにそれだ」

「え？」

　士道が聞き返すと、十香はどこか遠い目をしながら続けてきた。

「あのとき、精霊たちは皆、澪に霊結晶セフイラを奪うばわれ、〈万象アイン・ソ聖堂フ・オウル〉によって死んでしまった。──だが、私だけは、澪の中でどうにか意識を取り戻もどすことができたのだ。そこにいる、天香のおかげで」

「……ふん」

　十香に視線を送られ、天香がふっと目を逸らす。その表情は冷れい淡たんなままだったけれど、その動作はどこか照れ隠かくしのような仕草にも見えた。

「私は声をかけたに過ぎん。十香があの女の中で目覚めたのは、もっと根源的な理由だ。──貴様も覚えているだろう、人間。あの女に霊結晶セフイラを抜かれた精霊は、皆人間として亡なき骸がらを晒さらした。だが十香だけは、その亡骸さえ残ることはなかった」

「うむ──」

　天香の言葉にうなずいて、十香が士道に視線を寄よ越こしてくる。

「他の皆は、澪の手によって精霊にされた、元人間たちだった。だが私だけは──霊結晶セフイラに人格が芽生えた、いわば純じゆん粋すいな精霊だったのだ」

「…………」

　士道は無言でうなずいた。──それ自体は既すでに知っていた。何しろ士道が【六の弾ヴアヴ】を使って過去に意識を送る前、十香自身に聞いたのだから。

　すると天香が、細く息を吐はきながら続ける。




「精霊とは、あの女──崇たか宮みや澪と、その霊結晶セフイラを与あたえられた者たちのことを言う。その力は元を辿たどれば、全すべて崇宮澪のものに他ならない」




「それが……何だって言うんだ？」

　──どくん、と。

　士道は、自分の心臓が強く脈打つのを感じた。




「ならば、あの女が消え去った今、精霊たちはどうなる？　その身に宿った霊結晶セフイラは？」




　──どくん、どくん、と。

　鼓こ動どうが、激しくなる。

　まるで、士道に危険を報しらせるかのように。

　その先の言葉を──聞くなとでも言うかのように。

　けれどその真実は、無む慈じ悲ひに告げられた。




「──崇宮澪の消滅とともに、全ての精霊の力は消え去る。

　全ては元に戻るのだ。人は人に。人としての器うつわを持たぬ者は──無に」




「──────────────」

　──激しい目眩が、全身を襲うような感覚。

　心臓が早はや鐘がねの如く鳴り、呼吸が浅く、速くなっていく。粘ねん度どの高い汗が全身から噴ふき出し、背をじっとりと濡ぬらした。

　──今、天香は何と言った？

　一いつ瞬しゆん、自分の耳か脳に異常があるのではないかと疑ってしまう。否いな──それは疑念ではなく、きっと願望だったのだろう。士道の身体を構成する細さい胞ぼう全てが、もたらされた情報を拒きよ絶ぜつしようとしていた。如い何かにすればそれを否定できるのか。天香が口走った質たちの悪い冗談ならば、それでも構わない。いつもの調子で冷淡に鼻を鳴らしながら「噓うそだ」と言って欲しかった。

　士道は最後の救いを求めるように、錆さび付いた機械のような動作で十香の方を見た。

「…………」

　だが、十香の悲しそうな笑みが、最後の望みを全て打ち砕いた。

「ちょっと……待ってくれ。何……だよ、それ……」

　掠かすれた声が喉から零こぼれる。

　するとそんな士道の震ふるえる手を、十香の手が優やさしく包み込んだ。

「澪の霊結晶セフイラが消えてしまったなら、私も同様に消えてしまう。だから、それを悟さとった天香は、澪の霊結晶セフイラを取り込み、この世界を創つくったのだ。

　──全てが終わるまでの僅わずかな時間、私を、皆みなやシドーと過ごさせてくれるために」

「…………」

　十香の言葉に、天香が無言で腕うで組ぐみしながら顔を逸そらす。

　けれどその沈ちん黙もくは、言葉よりも雄ゆう弁べんに彼女の優しさを物語っていた。

「十、香……」

　士道はぐしゃぐしゃになる思考の中、何を言っていいのかわからず、呆ぼう然ぜんとその名を呼ぶことしかできなかった。

「──っ……」

　けれどそこで、気づく。

　士道の手を握にぎる十香の手もまた、微かすかに震えていることに。

「────」

　瞬間、士道は、滅め茶ちや苦く茶ちやに混乱していた頭に、冷水を浴びせられたような感覚を覚えた。

　十香の様子が至し極ごく落ち着いていたからか、士道は今の今まで、当然のことに気づくことができていなかったのだ。

　突とつ然ぜんもたらされた、あまりに衝しよう撃げき的で、絶望的な情報。混乱してしまうのは当然だ。戦せん慄りつしてしまうのもまた、仕方がない。

　けれど、それが一番恐おそろしいのは──十香自身に決まっているのだ。

　なのに十香は、穏おだやかな表情を浮かべながら、静かな語調で士道に真実を話してくれた。

　なぜ？　──決まっている。士道を徒いたずらに怯おびえさせないためだ。限られた時間を、悲ひ嘆たんと慟どう哭こくで終わらせないためだ。

　なのに、士道がいつまでもこんな調子でいるわけにはいかない。士道は心の中を駆かけ回る激情をどうにか抑おさえ込み、十香の手を強く握り返した。

「！　シドー──」

「──十香、俺は……！」

　が、士道が十香に決意を伝えようとした、次の瞬間。

「……ッ!?　な──」

　世界が脈動するかのように、びくん、と震えた。

　次いで、空が漂ひよう白はくされるかのように色を失っていき──地平線から、罅ひびのようなものが走り始める。

　まるで、巨きよ大だいな何かに世界そのものが圧あつ搾さくされていくかのような光景。異常極きわまる現象に、士道は思わず目を見開いた。

「これ、は……」

「──ふん」

　士道の狼ろう狽ばいを遮さえぎるように、天香が目を細め、空を見上げた。

「貴様がもたもたしているから、来てしまったではないか」

「来た……って、何がだよ!?」

　士道が声を裏返らせながら問うと、天香は空を見つめたまま続けた。

「──世界の、終しゆう焉えんだ」




　　　　◇




「……狂三。説明してくれるんでしょうね？」

　ぐったりと地に伏ふした真那から視線を上げ、琴里は訝いぶかしげに声を発した。

　しかしそんな琴里の視線を浴びた狂三は、戯おどけるような笑えみを浮うかべながら肩かたをすくめるのみだった。

　確かに、狂三は真那を撃うった。けれどその銃じゆう弾だんを受けた真那には傷一つなく、意識こそ失っているものの脈みやく拍はくもしっかりしているのである。一体狂三は──

　と、琴里が考えを巡めぐらせていると、後方からやってきた折紙が、真那の容態を見るように膝ひざを折った。そして何やらＣＲ‐ユニットの背に付いているカバーを開け、微かに眉根を寄せる。

「──これは」

「何、どうしたのよ、折紙」

　琴里が問うと、折紙はユニット背面に灯ともった赤いランプを指さしながら続けた。

「〈ヴァナルガンド〉の顕現装置リアライザがエラーを起こしている。送信装置からの指令を受け取れていない。もっと正しく言うなら、その反応自体が、ない」

「……！　それって──」

「そう。まるで、魔術師ウイザードではない一いつ般ぱん人が、ユニットを着ているような状態」

　折紙は何やらユニット背部にあるボタンを操作したかと思うと、意識を集中するように目を伏せた。

　すると次の瞬間、真那の身体からだが淡あわく輝かがやき、ＣＲ‐ユニットが緊きん急きゆう着装デバイスに戻っていった。私服姿になった真那を折紙が担かつぎ上げ、〈ラタトスク〉機関員が敷しいた毛布の上に寝ねかせてやる。

　そんな光景を見送りながら、琴里は狂三に視線を向けた。

「……狂三、まさかあなた」

「──きひひ、ひひ」

　狂三が、肩をすくめながら戯けるように笑う。

　すると、まるでそれに合わせるように、彼女が手にしていた銃や、彼女が纏まとっていた霊れい装そう、果ては彼女の分身体までもが、影かげとなって溶とけ落ちていった。

「わたくしに残った全霊力を込めた、渾こん身しんの【四の弾ダレツト】でしてよ。

　──殺意を失った狼おおかみには、もはや牙きばも爪つめも必要ありませんでしょう？」

「────」

　そんな狂三の姿に、琴里は言葉を失った。

　すると後方から、困こん惑わくしたような精霊たちの声が響ひびいてくる。

「あのぉ……つまりどういうことですー？」

「真那さんは……大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　琴里はそちらを一いち瞥べつすると、頰ほおに汗あせを滲にじませながら「ええ」と首しゆ肯こうした。

「……みんなも知ってのとおり、ここは、十香の作り出した理想の世界よ。全すべてが都合よく、全てが上手うまくいく。それこそ、真那の身体を蝕むしばんでいたＤＥＭの魔ま力りよく処理まで『なかったこと』になるくらいに。でも、士道のデートが上手くいけば、世界は元に戻もどってしまう。──もちろん、真那の身体も」

「へ？　ってことは──」

「驚きよう愕がく。にわかには信じられません」

　琴里の言葉に、精霊たちが目を丸くしながら狂三を見る。

　皆、理解したのだろう。──狂三が、対象の時間を巻き戻す【四の弾ダレツト】で、真那の身体を、ＤＥＭの魔力処理が行われる前の状態まで戻したのだと。

「──あら、あら。そんなに見つめられると照れてしまいますわ」

　皆の視線を浴びて、狂三が裸ら身しんをくねらせる。琴里はそんな仕草に小さく息を吐はくと、機関員が持参していたバッグの中から着き替がえを一着取り出し、狂三の方に放ほうってやった。

「着替えよ。いつまでもそのままってわけにはいかないでしょう」

「ご配はい慮りよ痛み入りますわ」

　言いながら、狂三が服に袖そでを通していく。後ろで美九が「あーん！　もうちょっとだけー！」と嘆なげくような声を上げていたが、琴里はとりあえず無視して狂三に言葉を投げた。

「……ありがとう、でいいのかしら？　一応この子は私の姉し妹まいみたいなものだし。──でも、意外ね。あなたと真那はずっと殺し合ってきた間あいだ柄がらだと思っていたけれど」

「うふふ」

　琴里が言うと、狂三は小さく肩をすくめた。

「確かに真那さんにはたくさんの『わたくしたち』を殺されましたけれど……元を辿たどれば、それは全てＤＥＭインダストリーの仕し業わざですわ。それに──」

「それに？」

「──実はわたくし、嫌きらいではありませんの。真那さんのような、『正義の味方』が」

　戯けるようにそう言って、狂三が笑う。

「……ふうん？」

　それが真意なのか冗じよう談だんなのかは判別が付かなかったけれど、その言葉と狂三のあまりのミスマッチ感に、琴里は思わず苦く笑しようしてしまった。

　と──そのときであった。

　地じ震しんのように辺りの空気が震え、空が白く染まっていったのは。

「は……っ!?　な、なにこれ……」

「ぎゃーッ!?　天変地異!?」

　すぐさま、狼狽や困惑に染まった精霊たちの声が辺りに満ちる。

　そんな中、狂三が静かに空を見上げ、呟つぶやくように言葉を零した。

「あら、あら。ついに、ですの」

「狂三、何が起こっているか知ってるの!?」

「ええ。端たん的てきな表現をすれば……この世界が、終わりを迎むかえようとしているのですわ」

　狂三が、細く息を吐くようにしながらそう言う。琴里は「な……ッ」と目を見開いた。

「そんな、士道は間に合わなかったっていうの!?」

　するとそんな琴里を宥なだめるように、後方から別の精霊が声をかけてきた。──二亜だ。

「──まあまあ、落ち着きなよ妹ちゃん。まだ終わっちゃいない。たぶんだけどね」

　どうやら二亜もまた、狂三と同じくこの状態を予見していたらしい。至極落ち着いた様子であとを続けてくる。

「あたしたちはあたしたちにできることをやった。あとは少年次し第だいだ。信じて待とうじゃないの」

「でも──」

　琴里が不安そうに眉まゆを歪ゆがめると、二亜がその言葉を止めるように人差し指を一本、琴里の唇くちびるの前に立ててきた。そしてぱちりとウインクをしながら言ってくる。

「こんなとき少年がカッコよくキメちゃうことを、あたしたちは知ってるはずでしょ？」

「…………っ」

　二亜の言葉に、琴里は小さく息を詰つまらせた。

　するとそれと同様、不安そうな顔をしていた他ほかの精霊たちもハッとした様子を見せると、互たがいに目を見合わせたり、うなずき合ったりしてから顔を向けてきた。

「そうですね……士道さんなら、きっと大丈夫です」

「むん。主ぬし様を信じるのじゃ」

「呵か々か、我らがここまでしてやったのだ。それを無む駄だにする男ではなかろうて」

「信しん頼らい。どんな相手であろうと、士道はきっと落としてみせます」

「ですねー。反転した十香さんでもきっとイチコロですぅ！」

「そう。ああいう女ほど堕おちたら弱いものと相場が決まっている」

「……あの十香一応あっち世界の支配者らしいけど大丈夫？　それ聞こえてない？」

　などと、口々に言ってくる。そんな声を聞いて、琴里はため息を吐きながら頭をかいた。

「……まったく。みんな妹を差し置いて言ってくれるじゃない。──こうなったら、私が信じないわけにはいかないわね」

　琴里が言うと、精霊たちがぐっと力強くうなずいてきた。

　そんな様子を満足げに眺ながめながら、狂三が空を仰あおぐ。

「さて士道さん。あとはあなた方の時間ですわ。

　──どうぞ後こう悔かいのなきよう、ごゆるりと」




　　　　◇




　──天に罅が入り、卵の殻からのように割れ落ちていく。

　──地が軋きしみを上げ、絶え間ない震動と悲鳴のような地鳴りを響かせる。

　まるで世界という一個の生物が、その命を終えようとしているかのような感覚。ともすれば幻げん想そう的にも見えるその凄せい絶ぜつな光景に、士道はしばしの間言葉を失っていた。

　が、そんな中。

「──ふむ」

　公園の縁へりに立った天香が、狼狽うろたえた様子もなくパチンと指を鳴らす。すると、先ほど十香が落としてしまったソフトクリームが、元の状態に復元されて天香の手に収まった。

　それをぺろりとひと舐なめして、天香が続ける。

「なるほど、絶景だ。──氷こおり菓が子しを舐めながら、世界の終わりを眺めるというのも、なかなかどうして悪くない」

「……って、何してんだよ!?」

　予想外の天香の行動に、士道は思わず叫さけびを上げた。すると天香が、ギロリと士道を睨にらみ付けてくる。

「なんだ貴様。十香が買ってきた菓子を無駄にするつもりか？」

「いや、そういうつもりじゃないけど──もがっ!?」

　士道は言葉の途と中ちゆうで目を白黒させた。天香の指の動きに合わせて復元された二つ目のソフトクリームが、士道の口目がけて飛び込んできたのである。

「し、シドー！　大丈夫か!?」

　十香が心配そうに言ってくる。ちなみに最後に残ったソフトクリームは、優やさしく十香の手に収められていた。

「んむ……んぐ」

　無む理り矢や理り口に押し込まれたソフトクリームを飲み込み、十香に応こたえるように首肯する。

　すると、まるでそれに合わせるかのように、一層強く世界が震ふるえたかと思うと──

　剝はがれ落ちた空の間から、巨きよ大だいな『何か』が姿を現した。

「な──なんだ……」

　空を見上げながら、呆ぼう然ぜんと声を漏もらす。

　それは──あまりに巨大な、手だった。

　白く輝く手が、割れた空の向こうから伸のびてきて、未いまだ残った元の空を、粉々に砕くだいていったのである。

　そして空の破は片へんを浴びるようにしながら、その手の主が這はい出てくる。

「あれは──」

　それを見て、士道は思わず息を詰まらせた。

　だがそれも無理からぬことだろう。そこに現れたモノの姿は、士道にとってまったくの未知であり──違い和わに満ちた既き知ちであったのだから。

　──天を衝つく、巨人。

　長い髪かみを垂らした美しい少女の姿が、そこに屹きつ立りつしていたのである。

　表情のない面おもて。意志のない双そう眸ぼう。仄ほの白じろく光る肌はだを覆おおい隠かくすものはその長い髪以外存在せず、乳ち房ぶさから腹部に至る稜りよう線せんを空に晒さらしている。

　そしてその背から伸びるのは──幾いくつもの、巨大な、翼つばさ。

　その姿は、まさに神話に謳うたわれた天使そのものであった。誰だれもが知る、しかし誰もが目にしたことのない極大の幻想。

　けれど、士道の目を捉とらえて離はなさなかったのは、それらの要素ではなかった。

「み、お……？」

　呆然と、声を発する。

　そう。割れた空の向こうから現れたその巨人は、始原の精霊・崇宮澪と瓜うり二ふたつの貌かおをしていたのである。

「──は」

　と、そんな士道の呟きを聞いてか、天香が眉を揺ゆらす。

「あの女と一いつ緒しよにしたのでは、あれが気の毒だ。──あれに個の意志などはない。ただその身に刻まれた情報のまま、崇宮澪の姿を模しているだけだ」

「……っ、あれが何か、知ってるのか？」

　士道が問うと、天香はソフトクリームのコーンを口に放り込んでから答えてきた。

「霊結晶セフイラの防衛本能の具現体──言うなれば、『免めん疫えき』のようなものだ」

「免疫……？」

「そう。崇宮澪の霊結晶セフイラの力はあまりに強大。如い何かに娘むすめたる十香の身体からだとはいえ、完全に適合するものではない。今まではどうにか霊れい力りよくで誤ご魔ま化かしていたが、どうやら限界が訪おとずれたようだ」

　とはいえ、と天香が続ける。

「まあ、よく保もった方だろう。──あとで精霊たちに礼を言っておくのだな」

「え？」

　天香の言葉に、士道は目を丸くした。すると十香が、補足するように言ってくる。

「琴里や折紙たちが、この世界を長く存続させるため、力を貸してくれたようなのだ。たぶん、皆みなの助力がなければ、もっと早くこうなっていただろう」

「っ、そうだったのか……!?」

　と、士道が驚きよう愕がくの声を上げた、そのときであった。




【──────────────────────────────────────】




　巨大な『澪』が、歌うような咆ほう吼こうを発したのは。

「！　シドー！」

「──っ!?」

　十香に名を呼ばれると同時、ぐいと身体が引っ張られる。

　すると次の瞬しゆん間かん、『澪』の唇が吐と息いきをするような形に絞しぼられたかと思うと──士道たちがいた高台の公園が、ごっそりと抉えぐり取られたかのように消失した。

「……!?　な──」

　十香に抱かかえられるような格好で上空に逃のがれていた士道は、その凄すさまじい光景に思わず声を詰まらせた。

　砕いたのでも、切り裂さいたのでもない。本来そこに残るべき瓦が礫れきや砕さい片へんさえも存在しない、文字通りの『消失』。まるで気に入らない絵の一部に消しゴムをかけたかのような、不自然な空白がそこに生まれていた。

「んんん！　んんー！」

　と、辛かろうじて残っていた地面に降り立った十香が、そんな声を上げてくる。『無事か、シドー！』と言っているらしかったが、なぜか妙みようにくぐもった声だった。

　見やると、口にソフトクリームのコーンをくわえ、何やら鳥の嘴くちばしが生えたようになっていることがわかる。どうやら手の中に残っていたソフトクリームを捨てるのが忍しのびなく、慌あわてて口に放ほうり込んだらしい。

「と、十香……」

　危機的状じよう況きようにあることに変わりはないのだけれど、そのあまりに十香らしい行動に、士道は思わず苦く笑しようしてしまった。

　すると、まるでそれに反応するかのように、巨大な『澪』が辺りに声を響ひびかせてくる。

【────非適合体、攻こう撃げきヲ回かい避ひ。生存、確かく認にん。排はい除じよ、すル】

「……っ」

　澪の声こわ色いろで紡つむがれる、しかし機械のように無機的な言葉。その途方もない違和感に、士道は思わず顔をしかめた。

　士道の知る澪はもう死んでしまったのだと、当たり前のことを改めて意識させられる。これならば、澪と全く違ちがう声音で喋しやべってくれた方がよいくらいだった。

「ふん──」

　鼻を鳴らしながら、十香と同じく空を舞まってその攻撃を逃れていた天香が、小さく息を吐ついて十香の隣となりに降り立つ。

「随ずい分ぶんと荒あらっぽいな。『病原体わたし』を駆く逐ちくしたくてたまらないといったところか。主人はもうこの世にいないというのに、健けな気げなことだ」

　などと、吐はき捨てるように言う。けれどその眼まな差ざしからは、どこか憐れん憫びんのようなものが感じ取れた。

「どうするつもりだ……？」

「知れたこと。あれは『私』という異物を排除するために形を成した拒絶反応システム。『私』を殺すまで攻撃を止やめることはない。ならば、倒たおす他ほかあるまい」

　まあ、と天香が目を細めながら続ける。

「あれを打ち倒すということは、霊結晶セフイラを砕くことと同義だ。数分後か、数時間後か──どちらにせよこの世界が終わることに変わりはないがな」

「な……！」

　天香の言葉に、士道は戦せん慄りつした。それはそうだ。この世界が終わってしまうということは、すなわち十香の命が尽つきることと同義であったのだから。

　士道の表情からその思考を察したのだろう。天香が付け加えるように言ってくる。

「──あれが具現してしまった時点で、滅ほろびは避さけ得ない。今あれに潰つぶされて死ぬか、あれを倒したあとに死ぬかだ」

「…………っ」

　覚かく悟ごを決めたはずなのに、心が揺らぐ。士道はギリと奥歯を嚙かみしめると、血が出んばかりに拳こぶしを握にぎりしめた。

　が、次の瞬間、そんな士道に、優しい声がかけられる。

「少し待っていてくれ、シドー。すぐに終わらせてくる。

　──私たちのデェトは、まだ途中だからな」

「……！　十香──」

　言われて、士道はハッと息を吞のんだ。

　そして、荒あれ狂くるう感情を吞み込み──ニッと笑えみを返してみせる。

「……ああ、そうだな」

　そう。答えなど、考えるまでもなかったのだ。

　たとえ数分であろうと、十香と過ごすことのできる時間が生まれるのならば──あの邪じや魔ま者ものを倒すしか道はない。

　十香にもそれが伝わったのだろう。にこりと微笑ほほえみながらうなずいてくる。

「でも、本当に倒せるのか？　あんな滅め茶ちや苦く茶ちやな……」

　士道が巨大な『澪』を見上げながら眉まゆを歪ゆがめると、十香はもう一度首しゆ肯こうしてきた。

「──ああ。私たちならば、な」

　十香はそう言うと、もう一度首肯してから、『澪』に向かって、足を一歩踏ふみ出した。

　するとそれに合わせるように、天香もまた、十香の隣に立つ。

「──すまん、天香。おまえの力を貸してくれ」

「何を謝る必要がある。私はおまえ。──もとより、そのつもりだ」

　十香と天香はそう言葉を交かわすと、小さくうなずき合い、そのままどちらからともなく距きよ離りを詰つめて抱だき合った。

　次の瞬間、二人のシルエットが溶とけるように一つになっていき──目映まばゆい光を放つ。

「────っ！」

　凄まじい光に、士道は思わず目を覆った。

　そして、やがてその光が収まったとき。

　──そこには、美しい霊装を顕けん現げんさせた少女が一人、佇たたずんでいた。

「十、香──？」

　その姿を見て、呆然と名を呼ぶ。

　自分でも間の抜ぬけた反応であることは自覚できていた。けれど、問わずにはいられなかったのだ。──そこに現れた少女は、十香でありながら、十香ではないような雰ふん囲い気きを漂ただよわせていたのである。

　一つに括くくられた髪に、全身を鎧よろう皇女の如ごとき霊装。その背には、澪の霊装を思わせる美しい翼が顕現している。

　そしてその双眸は、右と左で、微かすかに違う色をしていた。

　右目が十香で、左目が天香。

　士道はそれを見てようやく、その少女に覚えていた感覚の正体に至った。

　そう。今目の前にいる少女は──十香と天香、二人が融ゆう合ごうしたかのような姿をしていたのである。

「──うむ」

　少女が、静かにうなずいてくる。その頼たのもしくも優やさしい調子は、紛まぎれもなく十香の声であった。

「いってくるぞ、シドー」

　そして十香はその言葉を残し、天を衝つく巨きよ人じんへと飛び立っていった。







　──それは、何とも不思議な感覚だった。

　十香と天香、もともと一つであった存在がもとに戻もどっただけだというのに、今までにないほど身体に力が漲みなぎっていたのである。

　溢あふれんばかりの霊力。目映い輝かがやきを放つ霊装。今ならば指先一つで星を割ることさえ不可能ではないように思われた。……まあ、そんなことをしたら士道に怒おこられてしまいそうなため、やるつもりはなかったが。

（──当然だろう。今まで世界の維い持じと『免疫機能』の抑よく制せいに回していた霊力を発現させているのだ。十全とは言わぬが、我らが母の力を振ふるっているに等しい）

「おおっ!?」

　と、そこで頭の中に天香の声が響いてきて、十香は驚おどろいたような声を上げた。

（今さら何を驚いている。先ほど同化したばかりではないか）

「むぅ……いや、そうなのだが、こうして頭の中で声がするとは思っていなかったのだ」

　十香はそう言うと、ぐっと拳を握って唇くちびるを笑みの形にした。

「だが──その、なんだ。いいな、これは。天香とともに戦っている感じが、強く伝わってくる。何なら、もっと前から話しかけてくれればよかったものを。ずっと私の中にいたのだろう？」

（無む茶ちやを言うな。そもそも私とおまえが並列に存在できていたこと自体、母の権能を横おう奪だつしたがゆえの芸当だ）

「む……そうか。だが……」

　十香は大きくうなずき、笑みを濃こくした。

「──声は聞こえずとも、天香はずっと私の側そばにいてくれたのだろう。あのときも──あのときも。本当に、ありがとうだ」

（…………ふん）

　十香が言うと、天香は少し恥はずかしそうに息を吐いてきた。

（──それよりも、気を入れろ。仮にも崇宮澪の霊結晶セフイラに残った権能システムだ。言うなれば、我らと同質の力を備えている。油断をするなよ）

「うむ、わかっている！」

　十香は天香の声に応こたえると、空中でバッと両手を広げた。

　そして、唱える。己おのれが最も信を置く、最強の天使の名を。

「──〈鏖殺公サンダルフオン〉！」

　瞬しゆん間かん、虚こ空くうが震ふるえ、光とともに金色の玉座が顕現する。

　だが、それだけではない。続けて、十香は唱えた。

「──〈暴虐公ナヘマー〉！」

　その、誉ほまれ高き魔王の名を。

　するとその声に応えて闇やみが蟠わだかまり、剣けんを頂く白銀の玉座が姿を現した。

　そう。天香の魔王、〈暴虐公ナヘマー〉。

　天香と同化した十香は、その力をも振るうことができたのである。

「ふ────ッ」

　十香が両手を前に突つき出す。するとその動作に合わせるように、二つの玉座の背もたれから巨大な剣が抜かれ、十香の手に収まった。

　右手に〈鏖殺公サンダルフオン〉。

　左手に〈暴虐公ナヘマー〉。

　強力無比な二人の王を従えた十香は、裂れつ帛ぱくの気合いとともに両手を振り下ろした。

「──うおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉ──ッ！」

〈鏖殺公サンダルフオン〉と〈暴虐公ナヘマー〉の放った剣けん閃せんが空気を裂さき、巨大な『澪』の両りよう腕うでを両断する。

【────損傷。両腕。対象。生存。排除。すル──】

『澪』は腕の断面からキラキラと霊れい力りよくの粒つぶを舞わせながら、苦しげに身じろぎした。しかし、十香の攻こう撃げきは終わらない。再び二つの剣を振り上げ、斬ざん撃げきを見舞う。光と闇の線が、『澪』の胸を十字に切り裂いた。

　と──そのときである。

【────────────────────────────────！】

『澪』が一ひと際きわ大きく吼ほえたかと思うと、仰のけ反った彼女の乳ち房ぶさの間から、新たな『澪』の顔が生えてきたのは。

「な……!?」

（ち──）

　さすがにこれは予想外だった。十香は、頭の中に天香の舌打ちを聞きながら目を見開いた。

　そうこうしているうちに、新たな『澪』の顔は吐と息いきするように唇を蠢うごめかせた。──そう。先ほど高台の公園を消し去ったときのように。

「く……！」

　意識を集中させ、身体からだ中に霊力を漲らせる。

　次の瞬間──不可視の衝しよう撃げき波はが、十香を襲おそった。







「……！　十香──！」

　十香と『澪』の戦いを地上から見上げていた士道は、絶ぜつ叫きようじみた声を上げた。

　十香が『澪』の両腕を切断したかと思った瞬間、『澪』の胸むな元もとからもう一つの顔が生え、十香目がけて先ほどの攻撃を放ったのである。

「く……！」

　十香の後方にあった地面が、一瞬で音もなく消去される。十香はどうにか防ぼう御ぎよを固め、消しよう滅めつこそ免まぬがれたようだったが、その吐息の力を完全に殺すことはできなかったらしい。空から叩たたき落とされ、『地面であった場所』に激げき突とつする。

「ぐ、あ──ッ」

　十香が、剣を杖つえにするようにしてどうにかその場に起き上がる。霊装の端はし々ばしには罅ひびが入り、二足で立ち上がるだけでも限界といった様子だった。

【──腕わん部ぶ。再生。標的。確かく認にん】

　しかし、『澪』の攻撃は止まらない。『澪』は切り裂かれた腕の付け根から新たな腕を二本生やすと、十香へと伸のばしていった。

「させるかよ……！　〈颶風騎士ラフアエル〉！」

　士道は意識を集中させ、己の身の中に封ふう印いんした天使の力を発現させた。

　身体に風を纏まとわせ、空を舞まう。士道は高速で飛行しながら、次なる天使の名を呼んだ。

「〈絶滅天使メタトロン〉！」

　瞬間、士道の周囲に幾いくつもの『羽』が出現し、一いつ斉せいに『澪』へと光線を放つ。

　だが──

「な……っ！」

〈絶滅天使メタトロン〉の放った光線は『澪』の肌はだを薄うすく抉えぐっただけだった。しかもその傷は、数秒と待たず再生してしまう。

　だが、それも道理なのかもしれなかった。意志を持たぬシステムのようなものとはいえ、あの巨大な『澪』は澪の霊結晶セフイラの一部なのだ。──澪に傷をつけられるのは澪の力を持つ者のみ。それは、先の戦いで痛いほどに実感した事実だった。

「く──諦あきらめ……られるか！　十香とのデートが待ってるんだよ……ッ！」

　次々に天使を顕現させ、『澪』を止めようと攻撃を繰くり返す。

　だが『澪』は、士道の存在に気づいてさえいない様子で、十香に攻撃を繰り返していく。よろめく十香は、それらを避よけるだけで精せい一いつ杯ぱいのようだった。

「澪……ッ！」

『それ』が澪でないことは士道にもわかっていた。

　だが──叫さけばずにはいられなかったのだ。訴うつたえずにはいられなかったのだ。

　自分の命と引き換かえにしてまで、士道たちを助けてくれた澪。

　彼女の顔をしたモノが十香を手に掛かけるところなど、もう二度と見たくなかったのだ。

「澪ぉぉぉぉぉぉぉ──ッ！」

　──と。

　士道が叫びを上げた、そのときだった。




【──────大だい丈じよう夫ぶ】




　そんな声が、士道に聞こえてきたのは。

「……え──？」

　士道は思わず手を止めると、巨大な『澪』の顔を見た。

　その顔には相変わらず、表情らしきものは見受けられない。ただただ無む慈じ悲ひに、十香という存在を排はい除じよしようとしている。

　そこで、気づく。今聞こえてきた声は、耳ではなく、頭の中に直接響ひびいていたことに。

「今の、は……」

　士道は目を見開きながら額に手を当てた。

　極限状態が引き起こした幻げん聴ちよう？　否いな。

『澪』が士道を惑まどわせるために発した声？　否。

　今のは、間ま違ちがいなく──

【──君には、力がある。十香を、助けてあげてくれ】

「…………ッ！」

　士道は、確信とともに、顔を上げた。







【────────】

　巨大な『澪』が、新たに生やした腕を振るって、十香に攻撃を仕掛けてくる。指先一本一本から凄すさまじい霊力の込められた光線が発され、一瞬にして辺りの景色を変えていく。

（十香！）

「う、む……大丈夫だ。なんとか避けられる」

　十香は痛む身体をどうにか動かしながら、頭の中から響く声に応えた。

「だが、このままでは防戦一方だ。どうにかして反撃の糸口を摑つかまねば──」

　と、乱れ舞う光線をかいくぐったところで、言葉を止める。

　理由は単純。幾条もの光線を放つ『澪』の手。その手のひらから、先ほどのように、小さな『澪』の顔が生えてきたからだ。

「く──」

　──油断。十香は顔をしかめながら身を固くした。

『澪』の光線は囮おとりでしかなかったのだ。全すべては、十香が避けようのないタイミングで、最強無比の『吐息』を放つための──

　が。予想された衝撃はいつまで経たっても訪おとずれなかった。

『澪』が『吐息』を放とうとした瞬間、

「──〈万象アイン・ソ聖堂フ・オウル〉ッ！」

　どこからかそんな叫びが響いたかと思うと、『澪』の頭上に、巨きよ大だいな花のようなものが現れたのである。

　柱頭に少女の像を抱いだくその巨大な花は、天から光を降らせると──十香に『吐息』を放とうとしていた『澪』の顔を、その腕ごと沈ちん黙もくさせた。

　砕くだいたのでも、切り裂いたのでもない。まるでその光が触ふれた部分から命が失われたかのように、『澪』の腕が地面へと落ちていく。その様を見て、十香は思わず目を丸くした。

「な……!?」

（馬ば鹿かな、あれは）

　十香の驚きよう愕がくに合わせるように、天香もまた、頭の中に声を響かせる。

　しかしそれも無理からぬことではあった。何しろ、今そこに顕けん現げんしたそれは、崇宮澪の持つ天使の一つ──万ばん物ぶつの命を奪うばう死の天使、〈万象アイン・ソ聖堂フ・オウル〉だったのだから。

　だが、十香の驚おどろきは〈万象アイン・ソ聖堂フ・オウル〉の出現に対してのもののみではなかった。

　今、彼かの天使の名を呼んだ声は紛まぎれもなく──

「シドー！」

「──ああ！」

　十香が名を呼ぶと、地上に立った士道が力強く首しゆ肯こうしてきた。

　そう。信じがたいことに、澪の天使を顕現させたのは、他ほかならぬ士道であったのだ。

「行くぞ、十香。──早く終わらせて、デートの続きだ」

　士道が、ふっと微笑ほほえんでそう言ってくる。十香は一いつ瞬しゆん驚いたように目を丸くし──

「……うむ！」

　微笑みとともに、そう返した。

【──────────────────】

『澪』が苦しげに身じろぎしながら、動かなくなった右みぎ腕うでを自ら切り落とす。すると次の瞬間、その切断面からまたも新たな腕が生えてきた。そしてそれを振ふるうようにして、またも光線を放ってくる。

（ふん、さすがにしぶといな。──いけるか？）

「ああ、もちろんだ！」

　天香の声に応こたえるように、右手で〈鏖殺公サンダルフオン〉、左手で〈暴虐公ナヘマー〉を振るい、『澪』の指を切断する。

　十香はその間を縫ぬうようにして空を舞い、『澪』の本体へと肉にく薄はくしていった。

【──────────────────────】

　十香の接近を察知した『澪』は、元々の頭部と、胸元に生やした顔から、同時に『吐息』を放ってこようとする。

　が──

「──〈輪廻楽園アイン・ソフ〉！」

　その瞬間、再び士道の声が響いたかと思うと、『澪』の背後に、少女の像を抱いた巨大な樹木が屹きつ立りつし──それを起点とするように、モノクロの空間が広がっていった。

　法の天使〈輪廻楽園アイン・ソフ〉。元を辿たどれば、この世界はこの天使の力によって形作られていると言っても過言ではない。

　その根源の権能に囚とらわれ、『澪』の動きが完全に止まった。

「──はぁぁぁぁぁぁっ！」

　その隙すきを逃のがす十香ではない。十香は〈鏖殺公サンダルフオン〉と〈暴虐公ナヘマー〉を振るうと、『澪』の身体を縦に両断した。

　しかし、それでもなお、『澪』は倒たおれない。〈輪廻楽園アイン・ソフ〉に縛しばられながらも、左右に断たち分かたれた身体同士から触しよく手しゆのようなものを伸ばし、再度結合しようとしている。

「く……これではきりがないぞ！」

　十香は思わず眉まゆをひそめた。するとそれに応ずるように、またも士道が声を上げてくる。

「あの『澪』を組成してる核かくみたいなものがあるはずだ！　それを壊こわさないと！」

「な……シドー？」

（随ずい分ぶんと詳くわしいではないか。しかし、だからといってどうするというのだ？）

「──任せろ」

　士道は、まるで十香の頭の中に響く天香の声が聞こえているかのような調子でニッと笑うと、地を蹴けって空を舞い、『澪』の頭部へと至った。

　そして、叫ぶ。

　その、天使の名を。




「──〈　　　アイン〉！」




　瞬間。

【────────────────────────────────────】

　士道の手から真っ白い光が発されたかと思うと、『澪』が凄まじい叫び声を上げた。

　それもそのはず。士道が顕現させたのは、澪の持つ最後の天使──発動させた瞬間、あらゆるものを無に帰す無の天使、〈　　　アイン〉だったのである。

　──数秒ののち、辺りから段々と光が消えていく。

　そこにはもう、巨大な『澪』の姿はなかった。

　否──正確に言うのなら、巨大な外装を全て消し去られた、人間大の『澪』の核だけが、〈輪廻楽園アイン・ソフ〉に囚われるように浮ふ遊ゆうしていた。
















「今だ！　十香！　天香！」

　士道が、二人を促うながすように叫びを上げてくる。それを受けてか、十香の頭の中で天香が小さく笑った。

（──は！　やるではないか。見直したぞ、人間）

　それを聞いて、十香もまたニッと笑えみを作った。

「何を言う、天香。シドーは見直すまでもなく──最高だ！」

　十香は高らかにそう言うと、〈鏖殺公サンダルフオン〉と〈暴虐公ナヘマー〉を重ねるように天に掲かかげた。

　瞬間、その動作に合わせるように、十香の背後に浮遊していた二つの玉座が幾いくつもの破は片へんに砕けていき、十香の掲げた剣けんに纏まとわり付いていった。

　そしてやがてその奔ほん流りゆうの中から、あまりに巨大な一ひと振ふりの剣が姿を現す。

〈鏖殺公サンダルフオン〉の【最後の剣ハルヴアンヘレヴ】。そして、〈暴虐公ナヘマー〉の【終焉ペイヴアーの剣シユヘレヴ】。

　その二つを結集させた、十香の持ちうる最大最強の天使であり、魔ま王おう。

「──【創世の剣イエツエルーヘレヴ】──」

　十香は渾こん身しんの力を込めてその剣を振り上げると、『澪』の核を静かに見やった。

　澪と同じ姿を持ちながら、人間と変わらぬ大きさになったその核は、もはや澪そのものである。

　懐なつかしいその姿を目にして、十香の脳のう裏りにとある記き憶おくが浮うかんできた。

　それは、澪の霊結晶セフイラをその身に宿したことにより得た、澪の記憶。

　──澪が、偶ぐう発はつ的に十香を生んでしまったときの記憶だ。

　澪は、予想外のイレギュラーとして十香を警けい戒かいしながらも、その霊結晶セフイラを砕くことはなかった。自分を除けば唯ゆい一いつと言っていい、純じゆん粋すいな精せい霊れいを殺すことができなかったのだ。

　それは憐れん憫びんであったのかもしれないし、母としての優やさしさだったのかもしれない。けれど、その気まぐれとも言える澪の選せん択たくが十香の命を繫つなぎ、今この瞬間を生んでいる。

「澪──」

　十香の頭を、もう一つの記憶が掠かすめる。

　それは、〈輪廻楽園アイン・ソフ〉によって作られた世界の中での記憶。澪と令れい音ね、真しん士じと士道が存在した夢の記憶。

　永遠に続けばよいと思える幸せな世界を終着させたのは、士道のとある言葉だった。

（──澪、おまえは、自分を殺せる存在を創るために、俺を生んだんだ）

　士道のその言葉が正しかったのかどうかは、十香にもわからない。

　けれど、もしそれが本当に澪の、自分でも気づいていなかった願望だとしたならば──

　十香という予想外の存在を殺さずにいたのには、もう一つ、理由があったのかもしれなかった。

「──すまない。私の我が儘ままで、随分と待たせてしまったな」

　十香は静かに呟つぶやくと──

「──おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──────────ッ!!」

　巨大な剣を振り下ろし、周囲の空間ごと、『澪』の核を、両断した。








終章　ラスト・デイ・アライブ









　終わりゆく世界の中、きらきらと降り注ぐ光の粒つぶは、まるで月明かりを浴びて輝かがやく雪のようだった。

　数すう瞬しゆん前まで『澪みお』を、そして巨きよ大だいな剣けんを形作っていた霊れい力りよくの残ざん滓しが、ひび割れた空を彩いろどるベールのように広がっていく。

　逃のがれ得ぬ滅ほろび。あえかなる終しゆう焉えん。士し道どうは思わず目を奪うばわれてしまった。その光景は、世界の崩ほう壊かいを飾かざるにしては、些いささか美しすぎたのである。

　そんな絵画のような風景から、光り輝く霊れい装そうを揺ゆらめかせた十とお香かがゆっくりと降りてくる。極光を背に負ったその姿は、さながら天に座する女神か──死した人間の魂たましいを救済しにやってくる天使のようであった。

「──十香」

　半ば呆ぼう然ぜんと、彼女の名を呼ぶ。

　すると十香はその言葉に応えるように小さくあごを上げると──

「──ふん」

　と、高圧的に鼻を鳴らしてきた。

　その反応でようやく気づく。十香の雰ふん囲い気きが、先ほどまでと少し異なっていることに。

「天てん香か……か？」

「ああ、少しの間身体からだを借りた。十香でなくて残念だったな」

「いや、そんなことは」

　士道が言いかけると、天香はそれを遮さえぎるように続けてきた。

「──見ての通り、ここが限界点だ。この世界は終わり、貴様らは解放される。喜べ、貴様らの望んだ結果だ」

「え？　解放……って、天香は世界を書き換かえたんじゃ……」

「もとの世界全てを隣りん界かいで上書きするほどの力は、もうあの女の霊結晶セフイラには残っていなかった。──〈囁告篇帙ラジエル〉の主はそう言って貴様らの不安を煽あおったようだがな」

　そう言って、天香が小さく肩かたをすくめる。その言葉に、士道は「狂くる三みのやつ……」と頰ほおに汗あせを垂らした。

　が、すぐに思い直す。確かに全知の〈囁告篇帙ラジエル〉ならば、この世界の真実を知ることができただろう。だがそれは同時に、澪の霊結晶セフイラとともに十香の存在が消えてしまうことを知ってしまったということでもある。

　──ああ、そうか。士道は理解した。だからこそ狂三は、士道たちを焚たき付け、最後に十香とデートができるよう仕向けてくれたのだ。

　ふと、士道が狂三の言葉の真しん偽ぎを確認する際、〈囁告篇帙ラジエル〉ではなく〈刻々帝ザフキエル〉を薦すすめられたことを思い出す。〈刻々帝ザフキエル〉の方が己の実感として記き憶おくを思い起こせるというのも噓うそではなかったろうが──それ以上に、士道に十香の命の刻限を知らせたくなかったという理由もあったのだろう。

「……あいつ」

　随ずい分ぶんと優しい『最悪の精霊』もいたものである。士道は前まえ髪がみをくしゃっとかき上げるようにしながら息を吐ついた。

「…………」

　いや、優しいというならもう一人、忘れてはならない者がいた。天香の方をちらと見る。

　──悪役を演じることによって、士道に十香をデートに誘さそうよう仕向けた精霊を。

「なんだ、その目は」

「いや、何でもないよ」

　そんなことを言っては、天香はまた不ふ機き嫌げんになってしまうだろう。士道はそう判断して、曖あい昧まいに苦笑するにとどめた。

　天香は不ふ審しんそうに眉まゆを歪ゆがめてはいたものの、「まあいい」というように話を続けてきた。

「私はあの女の権能で、結界を作ったに過ぎん。──現実世界とは時間の進みが異なる世界をな」

「時間の進みが異なる……？」

「ああ。崇たか宮みや澪の霊結晶セフイラは既すでに崩壊しかけていた。その存在を保てるのは、せいぜいあと数分といったところだったろう。だから私は、結界内での時間の進行速度を操作し、可能な限り長い時を生み出した。この世界で貴様らが過ごした一ヶ月間は、現実世界で言えば三分程度の出来事に過ぎん」

「──そう、か……」

　天香の言葉に、士道は得心がいったというように吐と息いきを零こぼした。

　澪の霊結晶セフイラがあと数分で崩壊してしまう……ということは、十香の命も本来はそこで終わりだったのだろう。

　だからこそ天香は、澪の霊結晶セフイラを奪い、この世界を生み出してくれた。

　全ては十香に、最後の時を過ごさせるために。

　嗚あ呼あ、本当に──

「……優しいな、おまえは」

　今度は、堪こらえきれなかった。その言葉が口から零れてしまう。

「…………ふん」

　しかし天香は、士道の予想ほど不機嫌そうな顔をしなかった。小さく鼻を鳴らしながら、ふっと視線を逸そらす。

「……とにかく、黙だまっていれば貴様らは解放される。あとの時間は十香と過ごすがいい」

「十香と……って、おまえはどうするんだ？」

「知れたこと。私はまた十香の中に戻もどる。これ以上邪じや魔まをするつもりはない」

「そんな。ここまで一いつ緒しよだったのに──」

　士道が言いかけると、天香がその言葉を遮るように頭を振ふってきた。

「──今日は散々私の言葉を無視して連れ回してくれたろう。最後くらい、私に我が儘ままを通させろ。この世界においては創世の神にも等しい存在だぞ。もう少し敬っても罰ばちは当たらんだろうに」

　などと、やれやれといった様子で言ってくる。

　その言葉に、士道は発しかけた声を飲み込み……こくりとうなずいた。

「……ああ、そうだな。ありがとう、神様」

　士道が冗じよう談だんめかした調子で言うと、天香はふっと目を伏ふせた。

「わかればよい。──ただ、世界が完全に終わりを迎むかえる前に、霊力の封ふう印いんだけはしておけ。残滓とはいえ始原の精霊の霊力だ。消しよう滅めつの際に何らかの余波を生み出す可能性は否定できん」

「……わかった。でも、澪の霊結晶セフイラを吸収したのは天香なんだろう？　十香じゃなくおまえの力を封印しないとならないんじゃないのか？」

「問題ない。私と十香は表裏一体。実際、十香もあの女の権能を使い私を具現化してみせただろう。十香に接せつ吻ぷんをすればそれで済む」

「いや、封印っていうのはただキスすればいいだけじゃなくて、相手が俺に心を開いてくれてないと──」

「──だから、問題ないと言っている」

「え……？」

　天香が、強い口調で言ってくる。士道は思わず目を丸くした。

「貴様と過ごしているときの十香の心は、きらきらしていた。楽しくて、嬉うれしくて、本当に幸せそうだった。──私はそんな十香の心を感じ取るのが、好きだった」

　だから、と天香があとを続ける。

「この世界を創ったのは十香のために他ならんが……少し、ほんの少しだけ、最後に一度、貴様と会っておきたかったという気持ちが、ないでもなかった」

「天香──」

「もし。もしも、だ。私ももっと早く、貴様と出会えていたならば──」

　天香はそう言いかけて、小さく頭を振った。それ以上を言葉にするのは無ぶ粋すい、とでもいうように。

　その代わり天香は、いつもの仏頂面を崩くずして、ニッと微笑ほほえんできた。




「──さらばだ、シドー。貴様とのデェト、悪くはなかったぞ」




　そして天香はそう言うと、意識を失うようにぐらりと姿勢を崩す。

「！　天香！」

　士道は慌あわてて天香を支えた。するとそれに合わせるようにして彼女の身体が淡あわく輝き、その身に纏まとっていた霊装が光と消える。あとに残ったのは、十香が纏っていた淡い色の衣服だった。

「……ん、ぅ……シドー？」

　と、天香が小さな声でそう言って、顔を上げてくる。

　否。その声の調子で、士道は気づいた。──今彼女は、天香ではなく十香になったのだと。

「……ああ、お疲つかれ様、十香」

「む……うむ。天香との話は終わったようだな」

　士道が声をかけると、十香は全てを察したようにそう言ってきた。

　きっと士道のもとに至るまでに、天香との間で話を交わしていたのだろう。士道は「ああ」と首しゆ肯こうした。

「そうか……なら」

　すると十香は、空を見上げてから笑顔を作った。

「──デェトの、続きだ」







　そうして、崩れゆく空の下。

　二人は、並んで話をした。

　最初は当てもなく歩きながら。

　しばらく歩いたあとは、奇き跡せき的に残っていたベンチに腰こし掛かけながら。

　出会ってから今までを振り返るように、本当に何くれとない話を──重ねていった。

「──しかし、初めて食べたきなこパンは本当に衝しよう撃げきだったな。あのように美味おいしいものが存在するとは想像もしていなかった」

「はは、随分気に入ってたもんな。偶ぐう然ぜんパン屋の前を通ってよかったよ」

「うむ。私はあのとき思ったのだ。こんなにも美味しいものを食べさせてくれるこの男は悪い人間ではないのではないか……と。あれがなければ霊れい力りよくの封印はできていなかったかもしれんな」

「えっ、俺そこまできなこパンに助けられてたの!?」

「ふふ、冗談だ。むしろ今思えば──シドーが食べさせてくれたから、あんなに美味しく感じたに違ちがいない」

「十香……」

「ああ、そうだ。シドーや皆みなと一緒だったから、あれもこれも楽しかったのだ。水族館に行ったときも、オーシャンパークに遊びに行ったときも……シドーがシドーではない女になったときも」

「おっと、今最後に余計なものが入らなかったか？」

「何を言う。いい思い出ではないか。天てん央おう祭さいのステージでのバンドは楽しかったぞ！」

「うん、まあ、それ自体はいい思い出なんだけど……」

「今思えば、もっと早くシドーがシドーではない女になる術すべを身につけていたならば、修学旅行の際シドーが女湯に入ってきたとき、あんなに慌てて逃にげる必要はなかったかもしれんな」

「いや身体からだまではどうしようもないからな!?　むしろ一番ヤバい場所だろそれ！」

「確かにそうだな。では必要なのは〈贋造魔女ハニエル〉か。シドーがもっと早く七な罪つみの力を封印していれば、女湯に入り放題だったな！」

「誤解を招く表現はやめような!?　別に女湯は俺が入ろうとして入ったわけじゃないし！」

「おお、そうだったな。すまんすまん」

「まったく……でも確かに七罪の能力は厄やつ介かいだったな。ほら、七罪がみんなの中の誰だれかに化けたときがあったろ」

「おお、そんなこともあったな！」

「あのとき、十香が急に小食になったから正直ちょっとだけ怪あやしんじまったよ。もしかして、七罪が化けてるんじゃないか、って」

「むう、そうだったのか？」

「ああ。結局誤解だったんだけど、あのときは驚おどろいちまってさ。──あ、そうだ。七罪といえば、一つ十香に謝らないといけないことがあったんだ」

「謝らねばならないこと？　なんだ？」

「あの、『ナツーミ』って言葉、覚えてるか？」

「うむ！　もちろんだ！　『あなたが大好きです』という意味の挨あい拶さつだろう？」

「そうそう。あれなんだが、実はその場で考えただけの──」

「私の大好きな言葉だ。辛つらいときも、シドーが教えてくれたその言葉を唱えると元気になれる気がしたのだ」

「そ、そっか……」

「で、ナツーミがどうかしたのか？」

「………………、ええと、実は、『あなたがすごーく大好きです』って、もっと強い意味の言葉だったんだ」

「なんと、そうだったのか！……ふふ、そうか。なあシドー」

「ん、なんだ？」

「ナツーミ！」

「……ああ。十香」

「む？」

「ナツゥゥゥミィィィィィッ！」

「おお！　元気いっぱいだな！」

「ああもう元気いっぱいだ！　こうなったら定着させてやる！」

「しかしそうか、懐なつかしいな。ああ──皆で同人誌を描かいたこともあったな」

「あったあった。マジで締しめ切きりがキツかった……十香たちも売り子ありがとうな。バニー姿、可愛かわいかったぞ」

「な……、急に褒ほめるのはずるいぞシドー。それを言うならあれだ、童話の世界の中に囚とらわれたとき、助けにきてくれたシドーは格好よかったぞ」

「あれは俺であって俺じゃないところあるからなあ……みんなで作った俺の理想像っていうか」

「安心しろ。私はいつものシドーも格好いいと思うぞ」

「！　はは……なるほど。急に褒められると照れるな。でも童話の中だと確か実際の俺は子こ豚ぶただった気がするな……十香は桃もも太た郎ろうだっけか。似合ってたぞ、あれも」

「むう、確かにあれはなかなか動きやすかった気がするぞ。皆もいろいろな格好になって……ふふ、あのときは大変だったはずなのだが、今になって思い返してみると、少し楽しかったような気がするから不思議なものだ」

「ああ……確かに、そうかもな」

　──などと。

　次第に壊こわれていく世界を眺ながめながら、その破は滅めつ的な光景に似合わぬ話を交わす。

　けれど、それでよかったのだ。

　それが──よかったのだ。

　その何気ない時間が本当に幸せで、本当に得がたくて──

　だからこそ、信じられなかった。

　今こうして笑顔で話している少女が、もうすぐ消えてしまうだなんて。

「……っ」

　楽しい会話の中、その思考が頭を掠かすめ、士道は小さく息を詰つまらせてしまった。

　──駄だ目めだ。駄目だ。必死で、零こぼれそうになる涙なみだを堪こらえる。

　それが誰よりも辛いのは他ならぬ十香なのだ。なのに、十香は楽しそうに話してくれている。きっと、最後のときを笑顔で迎えるために。きっと、残された士道を悲しませないために。

　ならば、士道が泣いてしまうわけにはいかない。士道は微かすかに指先を震ふるわせながらも、どうにか笑顔を保って話を続けた。

「──ああ、そうか──」

　と、そこで、感かん慨がい深ぶかげに息を吐はきながら十香が呟つぶやく。

「ん……どうした？」

「いや、皆にも、挨拶をしておくのだったと思ってな。この世界をここまで長らえさせてくれたというのに、感謝を伝えることができていなかった」

「ああ……そうだな。でも仕方ないさ。きっとみんな──」

「──士道！　十香！　無事!?」

　と、士道が言いかけた瞬しゆん間かん、後方からそんな声が響ひびいてきた。

「え？」

「む……？」

　驚いてそちらを見やると、琴こと里りを始めとした精せい霊れいたちが、いつの間にかそこにやってきていることがわかる。

「……ふっ」

「……ははっ」

　士道と十香は顔を見合わせると、そのまま堪えきれずに笑ってしまった。

　するとそんな二人を見てか、精霊たちが不ふ審しんそうな顔を向けてくる。

「な、何よ、どうしたっていうのよ、二人とも」

「推察。久々にパンチのある耶か俱ぐ矢やの顔を見たからでは」

「私と同じ顔してるやつにだけは言われたくないんですけど!?」

　などと、口々にそんなことを言う。士道は呼吸を落ち着けるようにしながら「ごめんごめん」と手のひらを広げた。

「あまりにタイミングがよかったもんだからさ。……優しい神様が気でも回してくれたのかなって思っちまって」

「は……？」

　琴里が、何を言っているのかわからないといった顔をする。

　するとそれに応えるように、十香がベンチからゆっくり立ち上がり、皆の方に向いた。

「ちょうどよかった、ということだ。

　──よく来てくれた、皆。最後に顔を見られてよかった」

『…………っ』

　十香の言葉に、精霊たちが息を詰まらせる。

　しかし、その事実は既すでに狂三、もしくは二に亜あによって伝えられていたのだろう。辛そうに唇くちびるを嚙む者はいても、なぜと喚わめき散らす者は一人もいなかった。

　そんな皆を慈いつくしむように見つめながら、十香が、静かに唇を開く。

「琴里、四よ糸し乃の、よしのん、耶俱矢、夕ゆ弦づる、美み九く、七罪、二亜、六む喰くろ、狂三、そして──折おり紙がみ。

　皆、今まで本当にありがとうだ。出会いこそ少々荒あらっぽかったが、皆と出会えて本当によかった。皆と過ごした日々は、宝物のようにきらきらしている。あのときも、あのときも──嬉うれしくて、楽しかった。

　真ま那なや神かん無な月づき、クルーの皆や、亜あ衣い、麻ま衣い、美み衣い、タマちゃん先生、殿との町まちに、クラスの皆にも伝えてくれ。

　本当に、本当に……ありがとう。

　皆のおかげで──私は、幸せだった」

「十香……」

「っ、ぐ──」

「十香ざぁん……」

　十香の言葉に、精霊たちが顔を伏ふせたり、涙ぐんだりする。

　十香は、少し困ったように笑いながら、士道の方に向き直った。

「……シドー、そろそろだ。世界が崩くずれきってしまう前に……頼たのむ」

　そして、覚かく悟ごを決めたように、そう言ってくる。

「……………………、ああ」

　士道は大きく息を吸い、吐いたのち、そう答えた。

　十香の前に足を進め、その肩かたに手を置く。

　すると十香が士道の目を見つめ──ゆっくりと、目を伏せた。

　静かに、キスを待つように。

「…………」

　その様は、彼女の美しさも相まって、一体の彫ちよう像ぞうのようにさえ見えた。手の震えを最小限に抑おさえながら、自らも目を閉じ、自分の唇を、十香の唇に近づけていく。

　──が、そのときであった。

「十香さん……っ」

　そんな呼び声が、精霊たちの中から響いたのは。

「え──？」

「……！」

　士道と十香は突とつ然ぜんのことに目を見開くと、声の主を見やった。

　その──左手にウサギのパペットを着けた、小さな少女を。







「四糸乃……？　どうしたのだ？」

　十香は驚おどろきに目を丸くしながらその少女──四糸乃を見た。

　そう。士道が十香にキスをしようとした瞬間、四糸乃がそれを止めるように声を発してきたのである。

　否──それだけではない。

「……いいんですか？　十香さん……」

　四糸乃が、涙をぽたぽたと零しながら、絞しぼり出すように声を発してくる。その四糸乃らしからぬ凄せい絶ぜつな表情に、十香は思わず息を吞のんでしまった。

「よ、四糸乃……？」

「本当に、いいんですか……！　最後の言葉が……それで……ッ！」

　四糸乃は、涙に濡ぬれた声で叫さけぶように言うと、左手の『よしのん』と目を合わせた。

「……よしのん」

『──うん。がんばっといで、四糸乃』

　四糸乃は『よしのん』とそんな言葉を交わすと、すうっと息を吸い──

　そのまま、自分の手から『よしのん』を抜ぬき取った。

『な……っ!?』

　その光景に、精霊たちが驚きよう愕がくの声を発する。

　それはそうだ。『よしのん』は四糸乃の一番大切な友だち。何をするにも一いつ緒しよで、離はなれたりしようものなら、それだけで精神状態が不安定になってしまうほどだったのである。まさか四糸乃が、自分から『よしのん』を外すだなんて、誰だれも思っていなかったのだ。

「……七罪さん。少しの間、よしのんをお願いします」

「へ……っ!?　は、はい……」

　四糸乃から『よしのん』を手て渡わたされた七罪が、声を裏返らせながらそう言う。四糸乃の謎なぞの迫はく力りよくに気け圧おされてか、なぜか敬語だった。

　四糸乃はそのまま一歩前に出ると、皆みなに宣言するように続けた。

「皆さん。私は優勝の権利を、ここで使わせてもらいます。構いませんね？」

『…………！』

　四糸乃の言葉に、精霊たちが息を吞む。士道だけが、四糸乃が何を言っているのかわからないといった顔で眉まゆ根ねを寄せていた。

　すると四糸乃は、意を決するように顔を上げると、士道を見つめながら──言った。

「──士道さん。私は、あなたのことが大好きです」

「……っ!?」

「へっ!?」

　突然の告白に、十香と士道は驚愕の声を上げた。

　それはそうだ。世界が終わろうというこんなタイミングで愛の告白をする者がいるだなんて、思ってもみなかったのである。しかも、あの大人しい四糸乃が、だ。

　だが、他の精霊たちは、既に覚悟を決めていたかのように、静かにそれを見守るのみだった。

　四糸乃が、涙を流し鼻を赤くしながら、熱っぽい調子で続けていく。

「あなたが私を助けてくれたあのときから、ずっとあなたが好きでした……！　この気持ちは、他の誰にも負けません……！　琴里さんにだって！　折紙さんにだって！　そして──十香さんにだって！」

「な……！」

　十香は突然の四糸乃の言葉に驚きながらも、自然と拳こぶしに力が入るのを感じた。

「き、急に何を言っているのだ四糸乃！　そんなことを言ったら私だってシドーのことが──」

　と。

　十香はそこで、頰ほおを何かが伝うのを感じた。

　そして、それが自分の涙なみだであったことに気づいたときにはもう──

　自分の中で、何かが決けつ壊かいしていた。

「あ、あ、あああ、ああああああああああ──」

　ぎりぎりのところで押しとどめていた感情の波が、小さな一穴を起点として流れ出す。

　士道を悲しませないために、皆を哀かなしませないために我が慢まんしていたものが、全て溢あふれ出す。

「そうだ……私も……、私も、シドーが好きだ……！」

「十香──」

　士道が、驚いたように目を丸くしてくる。

　けれど、もう止まらない。止めようがない。十香は士道の肩を摑つかむと、止めどなく押し寄せる激情のままに言葉を吐き出した。







「シドー……シドー！　私はシドーが好きだ！　これは……皆への『好き』とは違ちがう『好き』だ！　誰にだって負けるものか……！　もっとシドーと一緒にいたい！　もっとシドーと過ごしたい……！　いやだ……消えたくない……！　シドーと離ればなれになどなりたくない……！」

「────」

　十香が、大おお粒つぶの涙を流しながら、士道に縋すがり付くように訴うつたえてくる。

　数すう瞬しゆん前まであれほどに自分を律していた十香が。

　皆を悲しませまいと、強い自分を保っていた十香が。

「ぅ、ぁ──」

　それを見て。

　士道の中で、何かが、切れ落ちた。

「──あああ、あああああ、ああああああああああああああああああ────ッ!!」

　士道もまた、できうる限り平静を装ってきた。十香の意を汲くみ、明るくあろうとしてきた。

　悲しみを残さないように。

　笑って別れを迎むかえられるように。

　最後のときを楽しく過ごせるように。

　──嗚あ呼あ。

　──なんだよ、それ。

「──なんだよ……それは……ッ！」

　士道は声を絞り出すと同時、壊こわれんばかりに強く、強く、十香を抱だき締しめていた。

「俺だって……俺だって十香が好きだ！　どうしようもないくらい大好きだ……！　十香と別れたくなんてない……！　十香ともっと一緒にいたい！　なんでだよ……なんでこうなっちまうんだよ！」

　そして、喉のどよ潰つぶれよと言わんばかりに、叫ぶ。

　──何な故ぜ俺は我慢していた？　残された時間を有意義に使うため？　十香に悲しい思いをさせないため？　今はもう、そんな配はい慮りよが何もかも小こ賢ざかしく思えてしまった。そんなもの知るか。知ったことか。何を達観していやがった。何を格好付けていやがった。十香といられるのはこれが最後なのに。十香に想いを伝えられるのはこれが最後なのに──！

　二人の慟どう哭こくに誘さそわれるように、世界が一際強く蠢しゆん動どうする。

　空が崩れ落ち、地が割れ、辺りの景色が消えていく。

「十香……！」

「シドー……！」

　士道と十香は互たがいの名を呼び合うと──

　消えゆく世界で、最後のキスをした。










　──世界が、晴れる。

　本当の世界が、戻もどってくる。

　目が覚めたとき、士道たちは、天てん宮ぐう市の公園跡あとではなく、波音が響ひびく夜の海岸にいた。

　それは、『あのとき』の場所。始原の精せい霊れい同士の戦いのあと──澪の霊結晶セフイラが消えようとしていた場所である。

　その風景は『あのとき』と、まるで変わっていなかった。

　皆の姿も。

　辺りの景色も。

　周囲に散った残ざん骸がいも。




　けれど士道の腕うでの中に、十香の姿は、もう──なかった。








あとがき









　お久しぶりです。橘たちばな公こう司しです。

『デート・ア・ライブ20　十とお香かワールド』をお送りいたしました。

　今の自分にできるありったけを置いてきたつもりです。お楽しみいただけたなら幸いです。

　ついに20巻。第20回ファンタジア長編小説大賞の受賞者としては感かん慨がい深い数字です。ついでにこの本は３月20日発売なので、もひとつおまけに20です。ヒュウ。なんだか狂くる三みのときも「３」で似たようなことを言っていた気がする。




　というわけで十香ワールドです。語りたいことはたくさんあるのですが、今回は内容が内容だけにできるだけネタバレは控ひかえたいと思います。

　あとがきのページも少ないため、ここで中ちゆう途と半はん端ぱに語ってしまうよりは、たっぷり紙し幅ふくが取れる場で改めて語り尽つくしたいと思っております。

　ただ、一つだけ。

　十香というキャラクターを描えがけて、本当によかったです。




　さて今巻も、東ひがし出で祐ゆう一いち郎ろうさんの『デート・ア・バレット５』と同時発売です！

　辿たどり着いた第七領域ネツマクはからくりカジノ空間だった！　狂三と響ひびきが資金稼かせぎのために選んだ方法とは。そして物語は衝しよう撃げきの展開へと進んでいく……！　こちらも併あわせてお楽しみいただければ幸いです！




　今回も、様々な方々の尽じん力りよくによって本を出すことができました。

　イラストレーターのつなこさん、いつもながら素晴らしいイラストをありがとうございます。合体十香はもちろん、口絵のラジエル狂三と凍鎧シリヨン四よ糸し乃の最高すぎませんかね？

　担当氏、毎度のこと原げん稿こう引っ張りまくってすみません。

　デザイナーの草くさ野のさん、表紙のデザイン超ちよう格好いいです。

　編集、出版、流通、販はん売ばいなどに関わる全ての方、そして何より、この本を手に取ってくれたあなたへ、最大限の感謝を。




　──さて、長らくお付き合いいただきました『デート・ア・ライブ』も、そろそろ終しゆう幕まくに近づいてまいりました。

　恐おそらく次の巻が、『デート・ア・ライブ』本編を締しめくくるお話となります。

　どうか最後まで、士し道どうたちの物語を見届けていただければ幸いです。





二〇一九年二月　橘　公司　
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